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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき










プロローグ






　僕が異世界に来たのはバスの事故がきっかけだった。

　意識をなくして、気がついたらこの世界の王様が、目の前の玉座に座っていて──

「異世界からやってきた勇者よ！　辺境に行って魔王と戦ってくれ！」

　ってことを、召喚された僕たちに向かって高らかに宣言したんだけど。





・ただし雇用条件については教えません。質問は無視します。

・『契約コントラクト』っていう、神さまレベルで人を縛るものがあるけど、それについても秘密です。

・魔王を倒したら、元の世界に戻すと『契約』します。つまり魔王を倒さない限り、王様である私はあなたを元の世界に戻してあげません。

・初期資金として４００アルシャ（約20日分の生活費）をあげます。その後、お金を支給するかどうかは不明です。

・あと、魔王と戦う辺境へは魔法で送ります。そこがこの世界のどのあたりかは教えません。






　──どう考えてもブラックな仕事だったから、僕は合法的に追い出されることにした。




　異世界から召喚された人間は、チートスキルを手に入れることができるから。

　それが、王様が僕たちを召喚した理由だった。

　僕のチートスキルは『能力再構築スキル・ストラクチヤー』──元々あるスキルの『概念』を入れ替えて、新たなスキルを作ることができるという、謎スキルだ。

　たとえば『掃除』や『強打』といったスキルを『能力再構築』で呼び出すと、




（１）『掃除ＬＶ１』：『部屋』を『掃除用具』で『綺き麗れいに片付ける』スキル

（２）『強打ＬＶ１』：『低レベルモンスター』に『強力なダメージ』を『与える』スキル




　こんなふうに『○○』を（に）『○○』で（を）『○○する』スキルって、表示される。

　さらに『能力再構築』はスキルの中身の文字を動かして入れ替えることができる。

　そして最後に『能力再構築』を実行すると──




（１）『魔物一掃ＬＶ１』：『低レベルモンスター』を『掃除用具』で『綺麗に片付ける』スキル

（２）『建築物強打ＬＶ１』：『部屋』に『強力なダメージ』を『与える』スキル




　モンスターを掃除道具で吹っ飛ばしたり、建物っぽいものに拳こぶしでダメージを与えられるスキルに作り替えることができる。『能力再構築』は『チートスキル作成スキル』だったんだ。

　これを利用して僕は魔族の血を引くちっちゃな少女、セシルを奴隷として引き取った。奴隷といっても、この世界の先生役ガイドとして雇ったみたいなものだけど。

　そして彼女と旅をしてるうちに、『イトゥルナ教団』の神官長をやってたリタと仲良くなり、なりゆきで奴隷にした。

　奴隷の契約には『契約の神様』が関係していて、一度奴隷にしてしまえば、他の人は手出しできなくなるらしい。リタを助けるためには奴隷にするしかなかったんだ。

　そして、僕が二人に『能力再構築』を使ったせいで、セシルとリタはチートキャラに超進化。

　セシルは極大魔法を操る魔法使いに、リタは素手でミノタウロスを粉砕する格闘系獣人になってしまった。

　二人とも「これでナギ（さま）の役に立てます！」って喜んでるから……いいのかな。




　僕の目的は『能力再構築』で『働かなくても生きられるスキル』を作ること。

　元の世界では生活が苦しくて、ブラックバイトでひどい目に遭ってたから、こっちの世界ではできるだけ能力を隠して、誰からも利用されずに生きていきたいって思ってる。

　でも、まず最初に必要なのは生活費。その次に必要なのは、この世界の知識。

　だから、僕たちは冒険者ギルドに登録をすることにした。

　セシルとリタの能力を活いかすには、冒険者をやるのが一番だし、クエストをこなしていけば、この世界の情報を得ることもできるから。

　そう思って、最初のクエストを受けるために、僕たちは冒険者ギルドに向かったんだけど……。









第１話「登録したギルドがまともすぎて逆に心配になってくる」








　冒険者ギルドのクエストボードにあるクエスト依頼は、ひとつだけ。




『全員参加クエスト　魔剣争奪戦：ダンジョンで魔剣レギナブラスを探してください』




　魔剣レギナブラス。

　それは数十年に一度、ダンジョンの奥に突如出現する魔剣。

　意思を持ち、主を選ぶために移動する『さまよえる剣ワンダリング・ソード』でもある。

　強大な力を秘めていて、選ばれた者が手にすれば英雄への道を歩むことになるという。

　たとえば、孤児から国王への異例の出世を遂げた「好色王アヌヴィル」。

　たとえば、亡国の王子でありながら国を再興しただけではなく、周辺諸国の盟主となり、最終的に１００人の子供を残した「紅ぐ蓮れん王フェスタリカ」。

　どちらの王も、魔剣の力でそれを成し遂げたという伝説が残っている。

　しかし、英雄の器ではないものが無理に扱おうとすれば、魔剣は破滅しかもたらさない。

　国を滅ぼしたり、犯罪者として処刑されたものもいるという。

　魔剣は人を英雄にするか破滅させたあと、消えて、また姿を現す。

　そんなハイリスクハイリターンの魔剣を捜索するクエスト。場所はダンジョンの地下深く──。




「……これ、まじめに働いたら死ぬやつだ」




　僕がいるのは商業都市メテカルにある冒険者ギルド『庶民ギルド』。その２階。

　クエストが一枚だけ貼られたクエストボードを見て、絶望。

　今すぐ逃げた方がいい……って思いながら、僕たちは１階の酒場に降りてきた。

　ビギナー冒険者としてギルドに登録した直後に、普通のクエストが全部なくなってて、残ったのはベリーハードなクエストだけ。しかも全員参加なんて、どう考えてもブラックだ。

　そもそもクエストに全員を参加させる意味がわからない。まさか協調性を高めるためにってわけじゃないよな。親しん睦ぼくを深めるために、とか？　異世界なのに？

　これが元の世界だったら求人票を破り捨てて次の仕事を探すべきなんだけど……。

　この世界だと、そんなにやばい気がしない。

　セシルとリタがいるからか……？　違うな。

　この『庶民ギルド』の空気が普通すぎるんだ。

　１階の酒場では、冒険者のひとたちが笑ってる。

　斧おのを持ったドワーフも、ローブを着た魔法使いも、いかにも初心者、って感じの剣士も。

　ダンジョンの最下層付近に潜るなんてのは、すごく危険なはず。

　もしもダンジョン最下層がビギナーでも楽勝な場所だとしたら……そもそもクエスト参加者を募集する意味がない。腕の立つ人たちを集めて、さっさと魔剣を取りに行った方がずっと早い。

　と、いうことは、このクエストにはなにか裏がある。

　別の町に移動するか、留とどまるかは、それを調べてからでもいいや。

　移動ばっかりだと疲れるし、次の町に行く前に、少しは稼いで行きたいからね。




「この世界の先輩に相談だけど、セシルとリタは『魔剣争奪クエスト』についてどう思う？」

　酒場の椅子に座って、僕は言った。

　右の椅子にはセシル。彼女はお茶の入った木製のカップを握って、真剣な顔をしてる。流れるような銀色の髪。背は僕の胸のあたりまでしかない。長い耳と褐色の肌は、彼女が魔族だって証あかしだ。奴隷服に身を包んだセシルは、僕を見つめてから、意を決したように口を開いた。

「わたしは、すぐにこの町を離れるべきだと思います。無茶なクエストを受けて、ナギさまを危険な目に遭わせるわけにはいきません」

　きっぱりと告げてから、少しためらうように、

「もちろん、ナギさまが真のお力を使えば、ダンジョン最下層なんてお散歩に行くようなものですけど……万が一ってこともあります。ナギさまがお怪け我がでもされたらどうするんですか」

「どうするの？」

「ナギさまの負傷を防げなかった罰として、ナギさまに『おしおき』をしていただいて、怪我が治るまでわたしがナギさまの側そばでつきっきりでお世話を──」

　セシルはなにかを想像するように首を傾かしげて──

　それから真っ赤になって、浮かんだイメージを振り払うみたいに首を振った。
















　なにを想像したか言ってみなさい。セシル。

「と、とにかく、ほかに仕事がないなら、わたしはすぐに次の町に向かうべきだと思います」

「セシルちゃんに賛成」

　僕の左側に座ってるのはリタ。

　金色の髪に桜色の瞳ひとみを持つ、獣人の少女だ。種族的な特性なのか、運動能力が無茶苦茶高い。今は僕が与えたチートスキルでパワーアップしてるから、その戦闘力はミノタウロスを蹴けり殺すくらいになってる。それでいて身体からだはやわらかくしなやかで、引き締まるところは引き締まって、出てるところはしっかりと──いや、それはいいとして。

　今は事情があって、獣耳と尻しつ尾ぽは隠してる。

　もったいないよね。もふもふで綺麗なのに。

「本当に『魔剣争奪クエスト』しか受注できるものがないなら、この町にいる理由はないわ」

　リタは腕組みをして、うなずいた。

「ダンジョン最下層なんて無理よ。私ひとりではナギとセシルちゃんを守り切れないもん」

「妥協案として、他のパーティと連携を取るってのはどうかな？」

「他のパーティと？」

「ああ。僕たちはサポートに回って、おまけとしてクエストに参加する。報酬をちょっとだけもらって、それを旅費の足しにする、って作戦もあると思うんだ」

「……能力を隠しながら、ってのは無理があると思うわ」

「……だよな」

「あと、私が本能的にナギとセシルちゃんを最優先しちゃうから無理」

「本能で!?」

「……大切なご主人様と奴隷仲間を思いやるのは当然じゃない」

　リタはなぜかあさっての方を見ながら言った。

　ほっぺたと首筋が真っ赤になってますが。

「自分のことだからわかるもん。ナギとセシルちゃんがピンチになったら、私、絶対に、別のパーティの人なんかほっぽって駆けつけちゃうもん。獣人の忠誠を、甘く見たらだめなんだもん」

「わかります。リタさん」

　セシルが目をきらきらさせながら、リタの手を握った。

「せっかくナギさまと主従契約して奴隷になったんですから」

「この結びつきは、大切にしたいわよね」

「わたしとリタさんだって、仲良しになりましたから」

「しばらくはご主人様とセシルちゃんと私で、水入らずの冒険をしたいわよね？」

「したいですよね？」

「「ねーっ」」

　ふたりとも本当に仲いいな！

「けれど、ナギさまが魔剣を欲しいとおっしゃるなら、わたしはこの身をかけてお手伝いします」

　リタの手を握ったまま、セシルが僕をじっと見つめた。

「わたしの能力も、魔力も、身体や魂だって。ナギさまのものなんですから」

「ずるいセシルちゃん！　私もそうだもん！　ナギが魔剣を取りに行くっていうなら、絶対についていくんだからねっ！」

　リタもこくこくこく、ってうなずいてる。

　手に入れると英雄への道を歩むことになる『魔剣レギナブラス』か……。

　自分でもびっくりするくらい興味がないな。魔剣なんか手に入れても使い道ないし、下手に売りさばこうとしたら面倒なことになりそうだ。そんなリスクを背負うなら意味がない。

　僕が欲しいのは『働かなくても生きられる平穏な生活』なんだから。

　冒険者ギルドの仕事が、本当に『魔剣争奪クエスト』しかないなら、この町を離れて別のギルドに加入するしかないけど……やっぱりなんか雰囲気が違う。

　ギルドの中の人たち、みんな豪快に盛り上がってるし。

　ブラックな仕事によくある暗さとか、必死さとかをぜんぜん感じないんだ。

「ちょっと情報収集してみる。結論を出すのはその後にしよう。セシルとリタは町を離れることになった場合に備えて、次の町の情報をまとめておいて欲しい。これは必要経費」

　そう言って、僕はふたりの前に銀貨を置いた。

　どっちに転んでもいいようにしておかないとね。

　僕は席を立って、１階の酒場を見回した。

　冒険者ギルドの受付の女性は、別の人と話をしてる。

　酒場の方ではドワーフや魔法使いっぽい人たちが盛り上がってる。話を聞くならそっちか。

「なんでぇ坊主。初心者っぽいな。大丈夫か？」

「そういうあなたはマスタークラスですか？」

　ドワーフさんの方から話しかけてくれた。ちょうどいいや。

　こっちは初心者だから、先輩に教えを乞こうってスタンスで話を聞いてみよう。

「その豪腕。戦歴をうかがわせる頰の傷。魔剣を持つのにふさわしい方だとお見受けしますが」

「おおっ！　わかってるじゃねぇか兄ちゃん！」

　ふさふさのヒゲの向こうで、ドワーフはがはは、と笑った。

「こう見えても冒険者を始めて15年のベテランよ！　まともに戦えばダンジョン最下層も余裕なくらいだぜ。なのにあの『貴族ギルド』のやろうどもときたら……」

「いつもいつもクエストについてきて！　俺たちの邪魔しやがって！」

「上からの報酬はピンハネするわ。探索ではおいしいところだけもっていくわ。かと思うと戦術に口出しだけはしやがる！」

「今回の件だって、元々は『魔剣は貴族ギルドが手に入れるから、それまでの露払いをしろ』だぜ？　最下層までこっちに道を整えろってか!?　ふざけんな！」

「じゃあ今度からピンハネやめろって言ったら『仕事がいらないのか』ってさぁ……ったく」

　……ここ異世界だよね？

　元請けに搾取されてる社員やバイトが集まる休憩室じゃないんだよね？

　なんだろう。この、どこかで聞いたようなブラック構造。

「つまり『貴族ギルド』の冒険者が、貴族の立場を利用して依頼人──たとえば王様や他の貴族や商人から仕事を受注する。でも、自分たちではクエストをこなす能力がないから、この『庶民ギルド』に依頼する。その時に報酬の何割かをピンハネして、その上クエストにまでついてくる。

　能力もないのに現場に口出しだけして、面倒になったら丸投げする。

　典型的な下請けいじめですよね。最悪ですね。

　今回の『魔剣争奪クエスト』だって、今までにないくらいの大規模な依頼で、報酬も大きい。『貴族ギルド』を通して仕事を受けたらうまみがない。だから『庶民ギルド』は独自に魔剣を手に入れようとしてる……ってこと──」

　やばっ。

　まわりの冒険者が目を丸くしてこっちを見てる。元の世界のバイト先で何度もでくわした状況だから、つい分析しすぎた。

「──って、噂うわさを、さっき町で聞きました」

「なんだ、知ってたのか。やたらと正確な分析だからよ、学者か高レベル冒険者かと思ったぜ」

「そんなことないですよー。僕はただの初心者冒険者ですよー」

「だよなぁ！　俺らより強そうには見えねぇもんなぁ！」

　よし。ごまかせた。

「まぁとにかく、俺ら全員で魔剣を手に入れればこっちのもんだ。そうすればお偉いさんを交渉のテーブルに引っ張れるってもんだからな！　俺らが、この『庶民ギルド』を変えてやるのさ」

　がはははっ、って、冒険者のひとたちは笑った。

　なるほど。

『魔剣争奪』は、戦うためのものじゃなくて、交渉の手段、ってわけか。

「とにかく、アイネちゃんにはがんばってもらわねぇとなぁ！」

　ドワーフさんは酒の入ったカップを掲げた。

「この『庶民ギルド』の未来はアイネちゃんにかかってるんだからなぁ！　もうちょっとしっかりしてもらわねぇと！」

「俺らがいくら成果をあげたって、アイネちゃんが上と交渉してくれなきゃよ」

「今は見習いでも、次期ギルドマスターなんだからな」

「アイネちゃんのこれからの成長に乾杯！」

　かちんかちんかちん。

　冒険者のひとたちは一斉にカップを打ち合わせて、それからは豪快な酒盛りになった。

　──今のところ、手に入る情報はこんなもんか。

　酒盛りを始めたドワーフたちから離れ、僕はまわりを見た。

　いつの間にかギルドの受付が空いてる。

　セシルとリタは、お茶を飲みながら話し合ってる。ふたりには情報交換してもらって、僕の方でギルドから詳しい話を聞いてみよう。

　条件が折り合わなければ、そのまま別の町に移動してもいいよね。

　ドワーフたちの話によると『庶民ギルド』のアイネって人がしっかりしてないから、こういう状況になってるらしい。だから、その人に警戒しつつ、情報収集ってことで。

「すいません。今回の『魔剣争奪クエスト』について」

　僕は受付にいる栗色の髪の女性に話しかけた。

「はい。さっき登録されたソウマ＝ナギさまですね」

　顔を覚えられてた。

　ギルドのお姉さんは小首を傾げて、にっこりと笑ってる。プロだ、この人。

「初心者の方は色々と不安ですよね。じゃあ、こちらで詳しくご説明します」

　そう言ってギルドのお姉さんは、別室へと案内してくれた。

　僕はセシルたちに「ここで待ってて」って声をかけて、お姉さんのあとについていく。

　案内されたのは２階にある個室だった。

　部屋には机がひとつと、椅子がある。壁には棚があって、紙の束がたくさん並んでる。地図や魔物の情報を書いた資料みたいだ。お姉さんは１階で沸かしたお湯でお茶を煎いれて、僕の前に差し出した。僕が座る時も、椅子を引いてくれるっていう親切っぷりだ。

　……裏があるんじゃないか、って思いたくなるくらい。

「申し遅れました。私は、この『庶民ギルド』の受付兼ギルドマスター見習いをやっている者です」

　……え？

　目の前の少女は、裾すその長いワンピースを着てる。

　髪は栗色のふわふわ。表情は、ちょっとおっとりした感じで、優しそうな目をしてる。

　この人が、ドワーフたちが言ってたギルドマスター……見習い？

「名前はアイネ＝クルネット。『庶民ギルド』のお姉ちゃんを自負しています。なんでも聞いてくださいね。ソウマ＝ナギさん」
















「僕たちは初心者だから、ダンジョンの奥に潜ったら間違いなく死ぬと思うんです。『魔剣争奪』以外のクエストを紹介してもらえませんか？」

「はい。もちろん、無理にダンジョンに潜る必要なんかないですよ」

　いいのそれで!?

　──って思うくらいあっさりと、アイネさんは言った。

「そもそもダンジョンは、メテカル周辺の鉱山を採掘していた時に発見された、古代文明の遺跡とされています。特に下層は初心者には危険すぎます。なので、むりやり連れていくことなんかありえません！」

　こっちは『場合によってはギルドを脱退して旅に出よう』って勢いだったんだけど、アイネさんはひだまりのように笑いかけてる。

　なんか……調子狂うな。

「実は、クエストを全員参加にしてるのは、『貴族ギルド』に対するメッセージなんですよ」

「メッセージ？」

「そうです。一方的に命令するだけじゃなく、私たちの話も聞いてくださいね、って」

　アイネさんは説明を始めた。

　メテカルに『庶民ギルド』と『貴族ギルド』があるのは、最初に説明された通り。

　そして下請け構造も、だいたい僕の予想通りだった。

　まず、王家から依頼される割のいい仕事は『貴族ギルド』が受注する。

　それを、報酬のほとんどをピンハネして『庶民ギルド』に依頼する。

　そのせいで『庶民ギルド』に回ってくる時には、同レベルの他のクエストより報酬が割安になってしまう。

　しょうがないので『庶民ギルド』が自腹で、報酬を上乗せしてる。

　なぜなら依頼を断ると『貴族ギルド』が嫌がらせをしてくるから。

『庶民ギルド』に怒鳴り込んでくることもあるし、『貴族ギルド』が裏で雇ったならず者たちが、クエストの妨害をすることもある。

　奴らは冒険者をやりたい貴族の集まりで、そんなに能力は高くない。だから『庶民ギルド』の力を借りないと高レベルのクエストなんかクリアできないんだけど、貴族が庶民の力を借りるのはプライドが許さないみたいで、いつも上から目線で圧力をかけてくるんだそうだ。

　依頼を受注すると、『貴族ギルド』のメンバーも、わざわざクエストについてくる。

　魔物との戦闘には参加しない。

　なのにクエストの最中は、ずっと後ろであれこれ指図する。

　無視すると怒る。

　言う通りにして問題が起こると「どうして私の言う通りにしなかった！」ってキレる。

　彼らを放置して帰ったり、怪我をさせたりした場合は、貴族たちがそろって『庶民ギルド』のスポンサーである商人に圧力をかけてくる。

　とにかく、できるだけ関わりたくない、やっかいすぎる存在なのだった。

　現状についてはメテカルの領主にも相談はしてるんだけど、『貴族ギルド』は下級とはいえ貴族の集まりのため、病気がちなメテカル領主では、あまり強くは出られない、ってことだった。

　だから『庶民ギルド』の人たちは、かなり頭に来てるらしい。

「なので今回は『庶民ギルド総出で魔剣を手に入れる』って覚悟を見せる必要があるんです。こっちが魔剣を手に入れて王様に献上すれば、向こうも困るでしょう？　表向き、王家からの依頼は『貴族ギルド』が完かん璧ぺきにこなしてたことになってるんですから」

　なるほど。

　つまり、元請けにピンハネされまくってた下請けが、発注者に実力を示すチャンスってことか。

「私たちは『貴族ギルド』に、考えを伝えたいだけなんです。敵対するつもりはありません」

「争いにならないですか？」

「大丈夫ですよ。貴族ギルドだって、同じ町に住む仲間なんですから」

　そう言ってアイネさんは、むん、と拳こぶしを握りしめた。

「もしも争いになるようなら、アイネが責任を持って止めます。今だって、みなさん『貴族ギルド』に文句は言ってますけど、斬ったり殴り合ったりの争いにはなってないでしょう？」

　そういえば酒場の人たちも、文句は言ってるけど、実際に『貴族ギルド』に殴り込もう、とかは言ってなかったっけ。冒険者なんて常に武器を持ち歩いてるんだから、本気で争ってたら死人が出てもおかしくないのに。

「みなさんの間に立つのも、アイネのお仕事なんです。これまでだって大丈夫だったんです。だから、きっとこれからも──ですね」

　アイネさんは自信たっぷりだった。

　まぁ、そうでもなきゃ元請けを困らせるような真ま似ねはしないか。

「『庶民ギルド』が一丸となって魔剣の捜索に向かうっていうのは、そういうわけです。今回はとにかく、『庶民ギルド』のメンバーが一斉にダンジョンに入って『本気で魔剣を探したるー』っていう意気込みを示すことが重要なんです」

「でも、いきなり地下最下層近くってのは」

「ですから、初心者の方が、無理にダンジョンに行く必要なんかないんですってば」

「それでいいんですか？」

「当たり前じゃないですか」

　当たり前じゃねぇだろ。

　大丈夫かこのホワイト企業。

　おかしいな。さっき酒場の話を聞いた感じだと『貴族ギルド』との全面対決。とにかくあいつらを出し抜こう、って感じだったのに。

「そういうわけですから、よければ他のクエストをご案内しますよ？」

　そう言ってアイネさんは２枚の羊皮紙を差し出した。




『依頼ＮＯ．１　お使いクエスト』

「港町イルガファに手紙を届けてください。

『庶民ギルド』から、イルガファの冒険者ギルドへ急いで送りたい手紙があります。

　重要なものです。開封厳禁でお願いします。

　適性レベル：１から３

　報酬：６００アルシャ（旅費と食費を含む。前金半額。成功報酬半額）

　日数：片道３日（帰りにイルガファから『庶民ギルド』への手紙を依頼されることがあります）

　期限：12日以内」




『依頼ＮＯ．２　討伐クエスト』

「廃はい墟きよに住み着いた、大コウモリを退治してください。

　１２０年前に亡くなった魔法使いの館に、大コウモリが住み着いて困っています。

　館は大分昔に探索され、めぼしいものは持ち去られて放置されていました。けれど、最近、近くに温泉が湧き出したことから、メテカルの商人が購入を検討しています。多少なら建物に傷をつけても構わないので、大コウモリを全滅させてください。

　適性レベル：１から２

　敵の数（推定）：大コウモリ８匹から14匹

　報酬：３４０アルシャ（その他、廃墟で見つけたアイテムなどは自分のものにして構いません）

　期限：７日以内」




　他のギルド員はほとんどダンジョンに潜るので、人手が足りない。

　なので、急ぎのクエストをこなしてくれると助かる、という話だった。

「……冗談だろ、これ」

「条件が折り合わないですか？　急ぎの仕事を優先したんですけど、それなら別のものを──」

「ありえない。仕事を選べるなんて」

「……え？」

「しかも前金？　旅費が出る？　普通、交通費は自腹じゃないの？　支給するって書いてあるけど、実際に請求したら怒られるとか？　なんで徒歩で来ないんだって詰め寄られるとか!?」

「いえ、『庶民ギルド』では普通ですから！　払うって『契約コントラクト』してもいいですから！」

「待てよ。なにか抜け穴があるのかもしれない。港町イルガファまでは３日──しかし徒歩とは誰も言っていない。１日に千里を駆ける名馬で３日の距離とか？　そして手紙は期日までに届かず、仕事を果たせなかった冒険者は莫ばく大だいな違約金を請求される……」

「ないです！　そんなことしたら誰も仕事受けてくれなくなりますっ！」

「はっ」

　気がつくと、アイネさんがじっと僕を睨にらんでた。

　まずい。ありえないくらいまともな仕事に、意識が飛びそうになってた。

「すいません。前金がもらえるとか……交通費が出るとか……信じられなくて。ここに書いてあることって誤植とか書き間違いとかじゃないですよね？」

「……クエスト表には正確な情報を書くものですよ？　えっと、ナギさん」

　アイネさんは僕の登録票を確認してから、言った。

「それは人に仕事を頼む者としては基本中の基本です。クエストによってはみなさんの命を危険にさらすこともあるんですよ？　報酬や仕事の内容に噓を書くなんて、まともなひとのすることじゃないでしょう？」

「……ごめん。変なスイッチが入ってた」

　信じられない。

『貴族ギルド』にピンハネされてこれなら、元々はどれだけ好条件なんだ？

　目の前にある雇用条件は、元の世界で例えて言えば『交通費支給。９時から16時まで。残業なし。基本給は能力や経験に応じた平均月収額を保証』ってレベルだ。これがどれだけ異常なことか、考えればわかると思う。

『貴族ギルド』にピンハネされてなかったら、月イチの仕事くらいでよかったんじゃないか？　酒場の人たちが怒るのも当然だ。どうなってるんだ、この世界……。

「私は、おじいちゃんから受け継いだ『庶民ギルド』の仕事に誇りを持ってます」

「受け継いだ？」

「はい。クルネット家は、代々メテカルのギルドマスターを担当してるんです。４年前におじいちゃんが亡くなってからは、私が受け継ぎました。もっともまだ、見習いですけど」

　そう言ってアイネさんは、ワンピースの胸元から鉄製のプレートを取り出した。

　はぁー、って息を吹きかけて、エプロンでぬぐって、それから僕に向かって差し出す。

「『メテカル冒険者ギルドマスターを命じる。初代メテカル領主ハムカルラ』……」

「ですから信用してください。ソウマさん」

　アイネさんは、僕を安心させるように、つぶやいた。

「みんなに安心してクエストをこなしてもらうのが、私の使命なんです。今はまだ未熟で、みなさんに迷惑をかけることもありますけど、やる気だけは負けません！」

　アイネさんは見るからに濃そうなお茶を飲み干した。

　それから、ふぅ、と息をつき、真剣そのものの顔で僕を見た。

　そっか、こういう人もいるのか。すごいな、異世界。

「……疑ったりしてすいません」

「まったくですよ。もう」

　アイネさんは腰に手を当てて、唇をとがらせてる。

「びっくりさせないでください。変なこと言うと、お姉ちゃん困っちゃいますよ？」

「……お姉ちゃん？」

　少しぼーっとした顔のアイネさんから、変な言葉が飛び出した。

「はぅっ！」

　失言に気づいたのか、アイネさんが真っ赤になって腕を振り回す。

「し、失礼しましたっ！　そ、その、ですね。そ、そうです、ギルドマスターはみんなのお姉ちゃんみたいなものですから！」

　なるほどー。

　ふわふわの髪で、エプロンつけてるアイネさんは、確かに包容力のあるお姉ちゃんって感じだ。

　僕がカップに視線を向けると「おかわりいりますか？」「お菓子もありますよ」って聞いてくる。アイネさんは頰ほお杖づえをついて、ちらちらと僕の方を見てる。温かい感じで、なんだか、安心する。

「ソウマ＝ナギさんは新人の冒険者さん、ですよね？」

「ええ。事情があって故郷を離れたので、生活の糧を得るために、やむを得ず」

「そうですか。それで、なにか困ったことはありませんか？」

「クエストがひとつしかなくて困ってましたけど、別のものを紹介してもらったので大丈夫です」

「そうですか。それで……他に困ったことはないですか？」

　……あれ？

　アイネさん、なんでそんな心配そうな目で僕を見てるの？

「ソウマさん」

「はい」

「……死なないでくださいね」

「いきなり不吉!?」

「どうか、無事に帰ってきてください。それだけがアイネの願いです」

「ちょっと待って。このクエストそんなに高難度なんですか？」

「いえ、超初心者向けです」

「ですよね」

「でも、ソウマさんはなんだか……危なっかしくて。心配で……」

　アイネさんは祈るように手を組み合わせた。

　本気で心配してくれてるらしい。いい人だな。初対面なのに。

　でも、僕はそんなに頼りなく見えるのかな……。

　──見えるだろうな。やっぱり。奴隷の少女をふたり連れているとはいえ、装備は貧弱だし、ダンジョンに潜るのを最初から拒否しちゃってるし。

　たいしたことができないように見せる、ってのは僕が目指すところなんだけどさ。

「故郷を離れて旅をされてるんですよね？　よく眠れてますか？」

「大丈夫です。適応能力はある方なんで」

「不思議です。ソウマさんを見てると……アイネはなんだか落ち着かなくて……そうだ」

　アイネさんは立ち上がり、椅子を僕の隣に移動させる。

　それから膝ひざをそろえて座って、自分のふとももを、ぽんぽーん、って叩たたいた。

「アイネの膝ひざ枕まくらはよく眠れるって、家族には評判だったんですよ？」

「……そこまでしてくれなくても」

「じゃあ、耳そうじだけ？」

「過剰サービスすぎませんか『庶民ギルド』」

「アイネだって、誰にだってこんなことをするわけじゃないですよ？　ほっとけなくて、アイネが個人的に『お姉ちゃん』をしたくなった方だけです。今のところそのレベルに達したのは、ソウマ＝ナギさんが初です」

　ぶっちゃけすぎだと思います。

　膝枕……耳そうじ……魅力的な響きだけど、今はパス。

「遠慮しときます。すぐに仕事にかかりたいので」

「そうですか……」

　アイネさんは残念そうな顔で立ち上がり、クエストが書かれた紙を差し出した。

「じゃあ、わからないことがあったらなんでも聞いてくださいね？　それと、ここには地図や魔物についての記録、その他にもこの町の伝承なんかもありますから、納得行くまで調べてください。遠慮しないでくださいね。私を頼っていいですからね。私はギルドの『お姉ちゃ──』」

「それなら、さっそくだけど資料を使わせてもらっていいですか？　クエスト先の地理や、魔法使いの伝承なんかも調べてみたいんで」

　アイネさんの言葉を遮って、僕は続ける。

　親切にしてくれるのは嬉うれしいんだけど、あんまり踏み込まれたくない。

　セシルの秘密とか、リタの事情とかもあるし。

「大事に使いますから。まだ、このあたりには不慣れなんで」

「は、はい。一応、写しは取ってますから持ち出しもできますよ？　ただ、ちゃんと返してくれないとペナルティがつきますから、そこは気をつけてくださいね」

「わかりました」

「それと……忘れるところでした。これをお渡ししておきます」

　そう言ってアイネさんはポケットから、小さな球体を取り出した。

「ギルドメンバーには週番で建物のまわりの掃除をしてもらっています。これはその時に使ってください。みんな持ってる超コモンスキルですから、売ってもお金になりませんよ？」

　超コモンスキル……？




『ドブそうじＬＶ１』

『汚れた水』を『掃除道具』で『押し流す』スキル




　……なんだこのピンポイントすぎるスキル。

「ナギさんは、ちゃんと掃除当番をやってくださいね。困ったことがあったら相談してください。話し相手が欲しいときも声をかけてくれていいです。それと、それと──」

「アイネちゃーん！　ちょっと来て！」

　１階から人の声がした。

　説明を続けようとしていたアイネさんは言葉を切り、僕に向かって一礼。

　小走りに部屋を出て行った。

　すごく、忙しそうだった。










「まずは目的を再確認しよう」

　資料を借りて宿に戻ったあと、僕はセシルとリタに言った。

　セシルは相変わらず床の上に、ちょこん、と座って、真面目な顔で僕を見上げている。

　リタはその隣で正座してる。金色の耳と尻しつ尾ぽが、ぺたん、と垂れてる。

　なんだか落ち込んでるみたいだった。

「僕たちの目的は、早めに次の町に向かうこと。そのための旅費と生活費を稼ぐこと」

「……ごめんね、ナギ」

　尻尾をぱたぱたさせながら、リタが頭を下げた。

「私のせいで『イトゥルナ教団』に目をつけられてるからだよね」

「気にしなくていいって。副司教にケンカ売ったのは僕なんだし」

「ナギさまもそうおっしゃってますし、リタさんはもうわたしたちの仲間なんですから」

　セシルはそっと、リタの頭に、自分の小さな手を乗せた。

「昔のことは、言いっこなしです」

「セシルちゃん愛してる！」

「はい。わたしもリタさんのこと、ナギさまの次に好きですよ」

　反射的に抱きつこうとしたリタの頭を押さえて防御するセシル。

　だんだんリタの扱いが上う手まくなってるな……いいのかそれで。

「でも、ナギ。スキルを売ってお金にするわけにはいかないの？」

「前にそれで狙われたことがあるんだ」

　僕はリタに、王都でスキルを売ったあと、スキル屋と奴隷商人に追われたことを話した。

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』で作ったスキルは、問答無用で世界でたったひとつのワンオフスキルになってしまう。高く売れる代わりに、目立つんだ。すごく。

　そして最悪なのは、その情報が王様に伝わる危険性があること。

　あの王様に僕のスキルのことがばれたら、どんな目に遭うかわからない。

「とにかく、スキルを売るのは最後の手段だ。それまでは別の方法でお金を稼ごう」

「そういうことならしょうがないわね。うん、わかった」

　リタは金色の尻尾を勢いよく振りながら、うなずいた。

「も、もちろん。ナギが決めたことなら、私は無条件でついていくんだけどね。忘れないでよね。ナギは私にとって世界で一番大切な──ご主人様なんだからねっ」

「ああっ、ずるいですリタさん！　先に言わないでくださいっ！」

　セシルも、ずぃっ、と身を乗り出して、勢いよくうなずいた。

　……えっと。それで、とりあえず僕たちの方針を確認したわけだけど……。

「ナギさまは、どちらのクエストを受けるか決められたんですか？」

「うん。でも、念のため、ふたりの意見も聞かせて欲しいんだ」

「はい！　ここで問題ですリタさん！」

　いきなり、しゅた、と片手を挙げて、セシルが立ち上がる。

「『お使いクエスト』と『討伐クエスト』のうち、ナギさまはどちらを選んだでしょう!?」

「……え？　あ、ううん。そんなのわかるわけ──」

「ご奉仕の権利を賭かけましょうリタさん！　正解した方が今後１週間、ナギさまの背中の汗を拭ふいてさしあげるというのはどうですかっ!?」

「待って待って！　ちょっと待って今考えるからっ！」

　……あの、ふたりとも。

　自信があるのか、ふふん、と、あんまりない胸を張るセシル。

　リタはふわふわの尻尾をぱたぱたさせて、子犬みたいな姿勢で頭を抱えてる。

　ふたりとも、いいなー。人生楽しそうだなー。

「いいわ。結論出た。勝負しましょう」

「望むところです。リタさん。せーの、で行きましょう」

　立ち上がり、鋭い視線を交わすふたり。

　お互いの首輪の金具が、ちゃりん、と、硬い音を鳴らす。

　たまに忘れそうになるけど、セシルもリタも僕の奴隷なんだよね……。

　主人マスターで遊ぶのやめませんか、ふたりとも。

「「せーのっ」」

「『討伐クエスト』ですっ！」と、セシル。

「『お使いクエスト』ね！」と、こっちはリタ。

　あ、分かれた。

「甘いわね。セシルちゃん。ナギの心理を読み取れば、こんなのは簡単よ。

　ナギは危険を避けるため、メテカルの町を離れたがってる。『お使いクエスト』を受ければ、旅費の問題は解決するでしょ？　半金を諦あきらめてそのままイルガファに留まることもできるし、報酬で別の町に移動することもできる。最高の解決策だと思わない？」

「わたしもまったく同じ意見です。リタさん」

「え？　じゃ、じゃあ……どうして？」

「ナギさまは常にわたしたちの予想の上を行かれる方だからです！」

　びし、とセシルは僕を指さした。

「メテカルに来る時もそうでした。わたしのちっぽけな考えなんか、ナギさまはぽーんと飛び越えてしまいます。そして一番すごい結果を出されるんです。そんなナギさまだから、わたしはこの身と、心と、魂でお仕えするって決めたんです」

「……セシルちゃん」

「だから自信があります。もしも、この予想が間違ってたら……わたしは……」

　なぜか真っ赤になって両手でほっぺたを押さえてるセシル。

　なんだろう……なにを言う気だ。

「ごはんの時──ナギさまに『あーん』するのを２日にいっぺんで我慢します！」

「なんてことを！　セシルちゃん!?」

「『なんてことを！』じゃねえ!!」

　なにそのシチュエーション。というか、そんなもん賭けにすんな。

　しかもそれ僕にメリットないよね。されるのが毎日になるか２日に１回になるかの二択だよね？

「さあ、ナギさま。お答えを」

「どうなの、ナギ」

　ずい、っと迫ってくる奴隷少女ふたり。

「……『討伐クエスト』だよ」

　僕は言った。

「どっちかというと消去法。

『お使いクエスト』はギルドの手紙の配達だろ？　『貴族ギルド』と対立してる今は、手紙の内容が他のギルドに支援を求めるものだって可能性がある。つまり、僕たちがギルド同士の争いに巻き込まれる危険があるってことだ」

　だから『討伐クエスト』に比べて条件がいい。

　報酬は倍近いし、必要レベルも少し上だ。

「一番の問題は僕たちに土地勘がないことなんだ。地図だけじゃどこが危険かわからないし。

　それに、イルガファに無事着いたところで、そのままあっちに落ち着く、ってわけにもいかないと思う。当然、返事を届けてくれって言われるだろうし。二度手間になるくらいなら、討伐クエストの方がいい」

『討伐クエスト』の場所は１００年以上前に死んだ魔法使いの館だ。

　資料を調べたら、この魔法使いは意外と謎が多かったってのも、選んだ理由のひとつ。

　常にフードを被かぶり、決して顔を見せなかったとか。生前、彼の館に入った人は誰もいないとか。

　魔法の道具を作って、それを売りさばいていたとか、色々な伝説が残ってる。なにか貴重なアイテムを残してるかもしれない。

「大コウモリ退治なら、セシルの魔法やリタの格闘能力でなんとかなるだろ？　時間も短くて済むから、余裕があったら別のクエストを受けてもいい。これが僕の結論だ」

　僕は言った。

　その瞬間、目を輝かせて聞いてたふたりの、明暗が分かれた。

「やりました────っ！」

　セシルは長い耳を震わせて、片手を掲げてガッツポーズ。

「────わぅん」

　リタはわんこのポーズで、がっくりとうなだれた。

「勝負あったですね、リタさん」

「……さすが奴隷の先輩。私の完敗よ、セシルちゃん」

「これでナギさまのお背中を拭いてさしあげる役目は、今週いっぱいわたしのものです」

「わかったわ。背中はセシルちゃん。私は、前ね」

「────────[image: ]」

　ぷしゅー。

　セシルが真っ赤になって、くたくたと崩れ落ちた。

　リタが大慌てで抱き起こす。

　……まぁ、このふたりがいればクエストも大丈夫だろ。

　普段はこんなだけど、チートキャラだし。

　そんなわけで、僕たちが最初にギルドで受ける仕事は『討伐クエスト』に決まったのだった。









第２話「コウモリ退治と屋敷の秘密」








　仕事の前に、クエストの内容を確認しておこう。

『依頼ＮＯ．２　討伐クエスト』

　内容は、廃はい墟きよに住み着いた大コウモリの退治。

　場所は１２０年前に死んだ魔法使いの館。謎の多い人で、他人に顔を見せることがほとんどなかったらしい。エルフじゃないかって伝説が残ってた。

　そこを商人が買い取って再利用したいんだけど、大コウモリが住み着いて困ってる。

　館にはめぼしい物は残ってないはずだけど、アイテムとかを見つけたら自分のものにしていい。

　報酬は３４０アルシャ。期限は７日以内。以上。




　てなわけで、次の日。

　僕たちは街道と山道を２時間くらい歩いて、山の中腹にある『魔法使いの館』にたどりついた。

　石で造られた建物で、壁には蔦つたがからみついてる。いかにも廃墟、って感じだ。

　窓は庇ひさしがついた立派なものだけど、ガラスには埃ほこりがびっしりこびりついてる。穴が空いてる窓は、たぶんコウモリの出入り口になってるんだろうな。

　玄関の扉はとっくの昔に朽ちたのか、今は木の板が打ち付けてある状態だ。

「で、大コウモリの数は多くて十数匹、ってことか」

　魔物の情報は調べてきた。




『大コウモリ。

　大陸の森や洞どう窟くつに住む、雑食性の魔物。

　僕の世界にいたコウモリと見た目は同じ。ただし、サイズは犬くらいある。

　基本的には夜行性で、昼間は暗いところにいる。

　飛び道具を準備した上で戦いを挑めば、低レベルの冒険者でも倒せるらしい』




「じゃあ、セシルは手はず通りに。リタは破れた窓の下で待機してて」

「わかった。ナギとセシルちゃんも、気をつけてね」

　金髪をひるがえし、リタは予定通り屋敷の側面に向かう。

　僕はギルドからもらった、屋敷の見取り図を確認する。

　屋敷はいかにも金持ちっぽい作りになってる。玄関を入ると大きなエントランスがあって、２階に続く大きな階段がある。正面から入れば、すべての部屋に最短距離で行ける。

　廃棄されてだいぶ経たってるせいで、部屋を区切るドアも朽ちてるって話だ。

　じゃあ、てっとり早くいこう。

「セシル、準備はいい？」

「……」

　僕の問いに、セシルは緊張した顔で、こくん、とうなずく。

　準備はできたみたいだ。

「……せーのっ」

　僕は拳こぶしを振り上げた。

「『建築物強打ＬＶ１』！」

　どごん！

　屋敷の玄関を塞ふさいでいた板に、大穴が空いた。

　同時に、ぎやぁ、ぎーやぁ、っていう、鳴き声。

「セシル！　撃っていい！」

「『今まさにここに日輪の元素を召喚せり！　灯りライト』!!」

『建築物強打』が空けた穴から、拳大の光の玉が屋内に飛び込む。

　そして、




　古代語魔法『灯り』を飲み込んだ魔法使いの館が、内側から大発光した。




　埃まみれの窓。外壁の隙間。

　ありとあらゆるところから、大量の光があふれだす。

　廃墟の中でコウモリが鳴き叫んでる。

　翼がはばたく音。パニックを起こして、なにかにぶつかるような音。

　そして黒い影がひとつ、破れた窓から飛び出してくる──

「リタ！　１匹そっちに行った！　頼む！」

「了解、ご主人様！　お任せっ！」

　リタは僕と違って、セシルの魔法への耐性がない。

　だから目を閉じて、得意の『気配察知』能力で敵の位置をとらえ、樹きを蹴けって三角飛び。

　逃げようとした大コウモリの背中に、手て刀がたなを叩たたき落とす。




　ざくん。




　コウモリの胴体が、まっぷたつになった。

　リタのチートスキル『神聖力掌握』は、彼女の身体からだを流れる『神聖力』を好きな部位に集中することで、その部分の強度を高めることができる。

　今は手に集中してるせいで、手刀が銘刀並みの切れ味になってるらしい。

「ナギ！　おかわりは!?」

「大丈夫。出てきたのは１匹だけだ」

　光が消えていく。同時に、廃墟の中も静かになっていく。

　コウモリはまだ10匹くらいは残ってるはず。

　僕たちは30秒数えてから、警戒しながら建物に突入することにした。




　結論から言えば、大コウモリたちは全員、床の上に仰向けで転がってた。




　……夜行性だからなぁ。古代語魔法『灯り』はショックが強すぎたのか。

　羽と手足をぴくぴくさせてるのが３匹。

　光に耐えきれなかったのか、完全に死んでるのが９匹。

　セシルの古代語魔法『灯り』は巨大な光の玉を作っちゃうからなぁ。

　物陰に隠れた奴も一緒に飲み込まれてしまったんだろう。

　……なんだか悪いことしてるような気になってきた。

　でもまぁ、こっちも生活がかかってるから。

「えい」

　さくん。

　あとは動けないコウモリを全滅させるだけのお仕事だ。







　退治は10分くらいで終わり、探索タイムになった。

　廃墟と化した館は埃まみれで、コウモリの食べ残しやフンなんかが転がってる。

　原形を留とどめてる家具はひとつもないし、洗面台の鏡、キッチンの食器も持ち去られている。作り付けの本棚があったけど、もちろん本なんか一冊もない。

　魔法の道具やスキルクリスタルなんか、どこを探してもなさそうだった。

「セシルとリタは、なにか見つけた？」

「……なんにもないわ。というか、お風ふ呂ろ入りたい……」

　埃がついた髪を振りながら、リタがぼやいた。

　においに敏感なリタには、廃墟の空気はこたえるみたいだ。

「ナギさま」

　不意に、僕の服の裾すそを握りしめて、セシルが言った。

「……かすかに魔力を感じます……」

「……セシルの『魔力探知』スキルに反応があった？」

「はい。ぴりっとする感じがします。手の届かないところを引っかかれてるみたいな」

「わかった。もう少しさぐってみて」

「はい。では、発動します『魔力探知』！」

　セシルは改めて、スキルを発動。

　細い腕に、鳥肌が立ってる。

　皮膚感覚で、魔力のかけらを摑つかもうとしてるみたいだ。

「やっぱり、なにか魔力が動いてるみたいです」

「わかった。場所は？」

「こっちです」

　セシルは、僕の手を引っ張った。

　この廃墟はとっくに探し尽くされてる。

　だから、僕たちのような初心者向けのクエストの対象になってるわけだけど。

　セシルが魔力を感じるっていうことは……誰か他の人間が入り込んでるのか。

　それとも、古いなにかが活動を始めたのか……。

「たぶん、ここです。ナギさま」

　１階のエントランスにある階段。

　その下にある石壁の前で、セシルは足を止めた。

　見た目は他と変わらない。苔こけの生えた石壁だ。ギルドからの情報にも、ここに隠し部屋があるなんてことは書いてない。

　でも、セシルはこの奥から魔力を感じてるらしい。

「ゲームだと、壁を押したら動いたりするんだけどな」

　手を当てて力を入れても、びくともしない。

　……そんな単純な隠し扉なら、とっくに誰かが見つけてるか。

「セシルが魔力を感じるってことは、なにかの仕組みシステムが生きてるってことだよな」

　たとえば僕がゲームで隠し部屋を設定するとしたらどうする？

　普通はアイテムやレベル、キャラに反応するようにするよな。

　でも、この場合の鍵かぎになるのは『今まで誰も見つけられなかった』ってことか。

「そういえば『魔力探知』って、セシルにしか使えないスキルなのか？」

「いいえ。魔法使い系の人ならだいたい使えます」

「……それでも今まで誰も見つけられなかった……それが鍵か」

　他の人たちにはなくて、僕たちにはあるものってなんだ？

　確か、ここに住んでたのは誰も顔を見たことがない魔法使いだったっけ。正体不明の。

　……そして、セシルにしかないもの……っていえば。

「セシル。聞いてもいい？」

「ナギさまに隠すものなんか、わたしにはなにもないです」

「そんな大げさな話じゃないし、顔赤くして身構えることでもないんだけど、セシルが使ってる『古代語』って、人間の魔法使いにも話せたりするものなの？」

「無理だと思います。『古代語』は魔族だってかなり昔に使わなくなったものですから。『古代語詠唱』は、たぶん、ナギさまがわたしの伝承記憶から引きだしてくださったものです。だから、普通の人間が古代語を理解するのは無理だと思います」

「もうひとつ。セシルは魔法を古代語で詠唱できるだけ？　それとも『古代語』で会話ができたりする？」

「……えっと」

　セシルは自分の頭の中を検索するように、少し首を傾かしげてから、

「会話はちょっと、無理みたいです。簡単な文章や言葉ならなんとか」

「じゃあ、知ってる単語でなにか言ってみて」

「『ナギさまの手はあったかくておっきくて気持ちいいから大好きです』」

　セシルの声が廃墟に響いたとたん──反応があった。

　階段の下の壁が、一瞬、青白く光った。

　なにかの図形を描き出してる。これは、魔法陣か？

「……古代語に反応したのか」

「どういうこと、ナギ？」

　リタが光ってる壁を、こん、ここん、と叩いた。

「この屋敷には、普通の人間には見つけられないような封印がされてたんだ」

　ゲームでいえば『決められたキャラクターを仲間にしないと開かない扉』だ。

　そのキャラクターが持ってるアイテムやキーワードがなければ入れない場所。普通はヒントがちりばめられてたりするんだけど、この場合はノーヒント。

　封印が反応したのは、セシルの古代語魔法『灯り』だ。

「セシル、古代語で色々話して、この壁が開くかどうか確かめてみて」

　クエストはもう終わった。

　ここからは、セシルのための宝探しだ。

「この屋敷には、古代語に反応する封印がある。古代語は、魔族が使ってた魔法言語だ。

　つまり、この屋敷に住んでた魔法使いは『魔族』──セシルの同族の可能性がある」









第３話「セシルの願いと報酬のありか」








　思った通り、壁は古代語で開くことができた。

　ただし、キーとして、セシルが触れる必要があったけど。

　そして開いた壁の向こうには、地下へと続くハシゴがあった。

　正直、このまま帰っても良かった。けど、放っておくのも気になるから、僕たちは地下を探索することにした。

　ここに魔族の遺産があるなら、セシルが受け継ぐのが筋ってもんだろ。

「ここに魔族の遺産があるなら、ナギさまに差し上げるのが筋ってものですよね？」

　いや、駄目だろ。セシルのものはセシルのものです。

　僕は民主国家から来たご主人様マスターですから。

　そんなわけで、僕たちはたっぷり、建物２階分くらいの高さを降りて──

　魔族の魔法使いが封印していた、地下室にたどりついたのだった。




　そこは、天井の高い部屋だった。広さは、体育館くらい。

　壁がほのかに青白く光ってた。

　床には敷石で魔法陣が描かれてる。そのまわりは土がむき出しになって、樹きが生えてる。

　壁からは水が流れ出て、部屋の真ん中に小さな流れを作ってる。

「……これが、魔族の隠し部屋、ですか」

　部屋の真ん中で、セシルは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　僕だってびっくりだ。こんな場所が１００年以上も見つからなかったなんて。

　魔族の技術って、どれだけすごかったんだろう。

　壁には文字が刻まれてる。

　古代語らしいけど、セシルにも半分くらいしか意味はわからないみたいだ。

　でも、入り口が魔族にしか開けないようになってたってことは、魔法使いは自分の同族がここに来ることを想定してたってことになる。

　だったら、あるはずだ。セシルに古代語を解読できるようにするためのものが。

「あったー」

　樹の根元を探っていたリタが手を挙げた。

「見つけましたご主人様」

　金色の尻しつ尾ぽをぴこぴこさせながら、リタは小さな水晶玉を、僕に差し出した。

「ありがと、リタ」

「えらい？」

　ぴこぴこ、ぴこぴこ。

　金色の耳がなにかを期待するみたいに揺れてる。

「リタえらいえらい」

「……わぅん」

　僕に頭を撫なでられて、リタがうっとりした顔になる。

　なんだろう、この可愛かわいい生き物……。

「これは……スキルクリスタル？」

「そうよ。効果は『古代語通訳ＬＶ３』だって」

　僕はリタからクリスタルを受け取った。

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』で概念をほどいてみると──




『古代語通訳ＬＶ３』

『古代語』を『現代語』に『翻訳』するスキル




「はい。これはセシルのだから」

「……ナギ、さま」

　セシル、震えてる？

　小さな手がスキルクリスタルを受け取ろうと、伸びて、とまどうように僕の手の上で止まる。

「わたし、これ……いらない、です」

「でも、僕たちが『古代語』スキルを持っててもしょうがないし。魔族の残したものなら、セシルが引き継いだ方がいいし」

「……わたし……怖いんです」

「怖い？」

「はい……。わたし、両親とアシュタルテー以外の魔族を知らないんです。両親もアシュタルテーも、人間を嫌わないようにって言ってましたけど、他の魔族がなにを考えていたのかは、わからないんです」




　セシルの両親は、古くから伝わる魔族の教えを信じていた。

　それは、魔族は自然の一部であり、生命も魂も流転するものだというもので──

　魔族が人間に滅ぼされてしまったのも、自然現象のひとつ。

　樹が自分をなぎたおす風を恨まないように、花が自分を押し流す雨を恨まないように──魔族は、自分たちを滅ぼした人間という『種族』を恨まない。

　季節がめぐるように魔族の時代が終わっただけで、いずれ人間の時代も終わる。

　それだけのこと。

　だから、セシルも、その教えに従っている。

　家族を殺した個人を憎むのは仕方ないけれど、人間という種族すべてを憎むのは違う──って。




「だけど、そうじゃない魔族の人もいたかもしれないんです。それを知ってしまったら……なにかが変わってしまいそうで、怖いんです……」

　セシルは自分を抱きしめたまま、がたがたと震えてる。

「でも、知りたいって気持ちもあるんです。もしかしたらナギさまにすっごくいいものをあげられたのかもしれないのに、あのとき勇気を出しておけば、って後悔するのも嫌なんです……」

「いや、無理しないでいいって。無理しない、できないことはしない、が僕たちのモットーだから」

　クエストは終わらせたわけだから、これ以上は余計だ。

「僕たちはなにも見なかった、気づかなかったってことで。帰ろう、セシル」

「……もう」

　でも、セシルは困ったように首を傾かしげて、笑った。

「ナギさまがそういう方だから、わたし、なんでもしたくなるんですよ？」

　セシルは僕に背を向けて、しゅる、と、服の襟を開いた。

　つるん、とした背中をさらして、僕から受け取ったクリスタルを──たぶん、インストールしてる。なんだかいけないものを見てるようで、僕は思わず目を逸そらす。

「魔族の魔法使いさんの言葉をお伝えしますね」

　セシルは、服を戻してから、古代語が刻まれた壁の方を向いた。

　背伸びして、無言でしばらくそれを目で追ってから、セシルは小さなため息をついた。

「ナギさま、リタさん……ごめんなさい」

「それはいいけど、なにが書いてあるんだ？」

「ここにいた魔族の魔法使いが、ダンジョンに魔剣を召喚した、って書いてあります」

「………………はぁ!?」




　セシルの話によると、こういうことらしい。

　１００年以上昔にこの館に住んでいた魔法使いは、魔族が人間に攻撃されてることを憂えて、対抗するために『魔剣』を異世界から召喚することにした。

　この場所は、召喚の儀式を行うために調整された場所だった。

　魔力が宿った地下水を引き込み、儀式のための場を設定した。

　しかし、召喚は失敗。

　魔剣は近くにある魔力溜だまり──ダンジョンに一定周期で現れる『さまよえる剣ワンダリング・ソード』となり、人間の手に渡ってしまった。

　諦あきらめきれない魔法使いは同族の魔族にメッセージを残した。

　力があるならそれを示し、私の遺産を手に入れろ。

　そして、魔族の世界を取り戻してくれないか──って。




「迷惑です」

　まったくだった。

　気持ちはわかるけど、魔剣を召喚したならちゃんと回収しといて欲しい。

「魔剣を召喚するために、こんな地下空間まで作ったのか……」

「魔族ってすごいのね……」

　リタは感動したみたいに部屋を見回してる。

　たぶん、ここはシェルターとしての役割もあったんだろうな。

　水・植物・土と、いざとなったらここで暮らせるくらいの環境が整ってるから。

「私、ほかにいいものないか探してみるね」

　リタは浅い川の底をのぞきこんだり、樹にのぼったりしてる。

　リタにとってははじめての冒険だから、興奮するのも無理ないよな。

　１００年以上誰にも荒らされなかった遺跡なんて、僕だって興味あるし。

「ナギさま……」

　突然、セシルが、僕の手に触れた。

　……あれ？

　なんで泣きそうな顔してるんだ？　目に涙ためてるし、唇を嚙かみしめてるし。

「わたし、人間を嫌ったりしてないです」

「うん。知ってる」

「復ふく讐しゆうなんか考えたこともないです。魔剣なんか欲しくないです。両親が死んだことは悲しいですし、殺した人たちが目の前にいたら殴ってやりたいと思いますけど、人間全部を嫌いになったりしないです。信じてください」

「当たり前だろ。僕はセシルを信じてる」

　だって、セシルが人間を恨んでるなら、僕と一緒にいたりしないだろ。

『レヴィアタン』に襲われてた教団の人たちを心配してたのも、僕よりもセシルだったんだから。

「でも、わたし……怖いんです」

　セシルは僕の服の裾すそを摑つかんだ。

「もしかしたら魔族の血のなかに、人間への恨みとかがあって、いつかわたしも人間を嫌いになるんじゃないか……って」

「潜在意識とかそういう奴？」

「よくわからないですけどそういうものです」

「でもさ、それはセシルにはどうにもできないだろ？」

「アシュタルテーは、奴隷屋さんを出たらメテカルに行きなさい、って、言ってたんです」

　セシルは言った。

「人口が多くて、ダークエルフのふりをしてるわたしも受け入れてくれるからって理由だったんですけど、もしかしたら……アシュタルテーはこの場所のことを知ってて、魔族の遺産を引き継がせようと思って……わたしに……」

「そうかもしれないけど、でも、無理だろ」

　僕たちがここに来たのは、そういうクエストがあったから。

　商人がこの館を買うことにしたからだ。アシュタルテーがそんなことまで予想できるわけない。

　万が一、本当にアシュタルテーが魔族の遺産をセシルに渡そうと思ってたとしても、それをどうするかはセシルの問題だからね。

「お願いします……ナギさま、わたしに『命令』してくれませんか？」

　不意にセシルが僕の、左手に触れた。

　セシルと『契約』した時に生まれた、指輪がある方だ。

「……命令を？」

「そうすれば、わたしが心の中で何を望んでいるのか、わかるかもしれません」

　主従契約の『命令』って……確か、奴隷に強制的に言うことを聞かせるものだっけ。

　使い方は簡単、指輪に触れて『──しろ』って言葉にすればいい。

　奴隷の意識は一時的に途切れて、主人の命令に無条件で従うようになる。

「あれは……僕としては一生使いたくなかったんだけど」

「お願いします！　わ、わたしはナギさまのものです。命令するのはナギさまの正当な権利なんです。ナギさまがひどいことを命令したりしないってことは絶対に信じてます。だから──」

　怖いんです。

　自分の深いところに、知らないものがあるんじゃないかって。

　それがいつか自分を乗っ取って、ナギさまを傷つけてしまうんじゃないかって。

「……だから……だから」

　ぽろん、と、セシルの目から涙がこぼれた。

「あー。セシルちゃん泣かせた。いけないんだ、ナギってば」

「いつ戻ってきたんだよ、リタ」

「たった今。話はすべて聞かせてもらったわ。ナギが悪い」

「命令したくないって言ってるだけだろ」

「セシルちゃんの気持ちもわかってあげて」

　リタはセシルを、ぎゅっ、と抱きしめた。

「私もそうだったからわかるもん。人と違うってこと、世界に自分と同じ人がいないってのは、すっごく不安なの。安心したいの。本当の自分を知っても受け入れてくれる人がいるって知りたいの」

「セシルのことは信じてるよ」

　というか、仮にセシルが魔族の使命に目覚めたとしても、そういうのもありだって思ってる。

　セシルがつるぺた女王クイーンになって、僕がその参謀になって悠々自適の生活とか。

　さすがに人間を迫害するとか言ったら止めるけど。

「それに、命令とかするのは嫌いなんだってば」

「命令したって、私はナギのこと嫌いになったりしない」

　いや、そういう話じゃないし。

「セシルちゃんだって、ナギのことを嫌いになったりしない」

「なりません。絶対です」

「ほらね？　あとはセシルちゃんの気持ちを、ナギが受け止めるかどうか、って話よ」

　あーもう。

　命令しろって命令される『主人』ってなんだよ。

「わかった。ったく、今回だけだからな」

「はいっ！」

　セシルは涙をぬぐって、笑った。

「あと、セシルの潜在意識になにがあっても、僕は別に気にしないから」

「……ナギさま」

「早いとこ済ませよう。セシルはそこに立って。リタは──」

「私はナギの隣ね。セシルちゃんの意識が飛んでる間、ナギがえっちなことしないか見てるわ」

「するわけないだろ」

「もちろん、奴隷の私に止める権利はないから。あとでなにがあったのかセシルちゃんに事細かに教えてあげるもん」

　なんで、いい笑顔で、ぐっ、って親指立ててるんだよ、リタ。

　セシルも一緒になって笑ってるし。

　──さて、と。『命令』なら、ちゃんと言葉を選ばないと。

「『契約』の名のもとに、我が奴隷、セシル＝ファロットに命ずる」

　僕は左手の指輪にある、赤い水晶に触れた。

「──────」

　セシルの目から、意思の光が消えた──ように見えた。

　僕は宣言する。

「セシル＝ファロットよ。汝なんじの心の奥底に眠る、真なる願望を語れ」

「────ぁ──あ」

　セシルの身体からだが、硬直した。

　桜色の唇が、かすかに動き出す。

　震えながら。自分の心の奥底にある望みを口にするのをためらうように。

　けれど『命令』はセシルの中へとゆっくりとしみこんで──

　セシルは奥底にある願いを、自分の言葉で、はっきりと告げた。




「わたしはナギさまのこどもがほしいです」




　細い指で、お腹なかのあたりを撫なでながら──

　……………………え？

「一人目は、ナギさまにそっくりな男の子がいいです」

　あの、ちょっと、セシルさん？

「二人目も、できれば男の子がいいです。女の子が生まれると、男の人はそっちに夢中になっちゃうって言いますから。でも、二人目はあんまり焦らない方がいいかもしれないです。

　も、もちろん、ナギさまはわたしなんかが相手じゃ嫌かもしれません。

　だから、わたし、がんばります。努力してリタさんみたいに立派になれるように。そうすれば……きっと。そしてゆっくり……ナギさまに色々なことを教えてもらって──」




　……………………




　セシルがそのあと語ったことについては、記録に残さない方がいいと思うんだ。

　たとえば、小学校高学年か中学生くらいの時に、好きな人がいたとして、その相手と付き合ったらどうなるかとか、妄想したりするよね？

　で、眠れない夜に、うっかりその妄想をノートに書いたりすることもあるよね？
















　セシルが語ったのは、それを必要以上に具体的にしたもので。

　さらに18禁の要素もしっかりと加えたもので。

　セシルが持ってる知識をフル動員して、さらにデコレーションしたもので。

　冷静になって読み返したらのたうちまわって悶もん絶ぜつ。他人に見られたりした日には姿をくらますか、わが人生もはやこれまでって達観するしかない代物だった。

　……………………

　そっかー、セシルはそんなこと考えてたのかー。

　そっかー、セシルは僕が眠ってる間に、そんなことしてたのかー。

　びっくりだー。

「──です。そしてナギさまとわたしが────して────一緒に──」

　というか、そろそろもういいんだけど。

　あの、この『命令』って、願望を全部語り終わるまで止まらないの？

「……あのさ、リタ」

「……なぁに、ナギ」

「ここで聞いた話は、墓場まで持っていこうと思うんだけど」

「気が合うわね。私もそう思ってたとこ」

「さすが僕の奴隷だよな」

「さすが私のご主人様よね」

「僕たちはなにも聞かなかった」

「私たちはなにも聞かなかった。でも、ナギ」

「なんだよ」

「ナギって……一度眠ったら隣でなにしても起きないの？」

「異世界に来たばっかで疲れてたんだよ！」

「でも知らなかったわ。魔族にも胸を大きくするための体操ってあったのね」

「…………」

「なにも着てない方が効果が高いなんて、不思議な伝承よね。セシルちゃんってば、毎晩すごい努力を──」

「だから墓場まで持っていこうよそういうのは！」

「ごめんね、ナギ。セシルちゃんにえっちなことしたとか思ってて」

「いま謝られたくないよ……」

「むしろ理性の塊だと思うわ」

「現在進行形でがりがり削られてるよ……」

「がんばれー」

「リタ、楽しんでない？」

「わかる？」

「そりゃわかるよ」

「楽しんでるというか、楽しくなりそうかな、って思ってるわ」

「なにそれ」

「ヒント。セシルちゃんは女の子です」

「知ってるよ」

「そして、私も女の子です」

「……知ってるってば」

「これ以上は教えませーん。ナギ、がんばれー」

　そう言って、リタは唇に人差し指を当てて笑った。

　タイミングを合わせたみたいに、ひたすら語り続けてたセシルの言葉が、途切れた。

　そのまま、くたん、と膝ひざから崩れ落ち──って、やばっ。

　僕は慌てて手を伸ばし、小さな身体を抱き留めた。

「おい、セシル。大丈夫？」

「ナギ……さま」

　セシルが目を開けた。

　よかった。元のセシルだ。

「わたしの『せんざいいしき』──なんて、言ってました？」

「………………………………すくなくともにんげんがきらいとかはゆってなかった」

「どうして目を逸らしてるんですか？」

「実に平和な願望だったよ、うん」

「なんて言ってたんですか？　わたし」

「えっと……」

　セシルが言ってた言葉を平和的に翻訳すると……それは、

「『家族が欲しい』って言ってた」

「……あ」

　セシルの目が輝いた。

　思い当たることがあったらしい。

「そ、そうです。わたし、家族が欲しいんです。それで間違いないです！」

　よかった。納得してくれたみたいだ。

「……わたし、人間を嫌ったりしてないんですね」

「むしろ大好きだって言ってた」

　こっちが警戒心を覚えるくらい。

「ありがとうございました……ナギさま。これで、安心して……ナギさまと一緒にいられます。そっかぁ。わたし、家族が欲しかったんですね……」

　セシルは何度もうなずいてる。

　亡くした家族の代わりを作ること。魔族の血を未来に繫つなぐこと。

　それが自分の『せんざいいしき』の望みだったんですね、って。

「ナギさまにはどんなに感謝してもしきれません。自分の『したいこと』がわかりましたから、ナギさまにお仕えしながら、家族を作るって夢に向かってがんばりたいと思います」

「うん。それはよかった」

「いつか、ナギさまも……ほんの少しでいいですから、協力してくれると嬉うれしいです」

「うん。それくらいなら、いいよ」

「あ」

　──え？

　リタがぽかん、と口を開けてる。

　それから、あちゃー、って感じで、額を押さえた。

『セシルちゃんの夢』

　リタが口パクで伝えてくる。

『家族を「作る」』

『協力』

『ナギが』

　……………………………………あ。

　言げん質ち取られた。










　魔法使いのメッセージによると、隣の部屋に遺産を隠した、ってことだった。

　ドアはやっぱり『古代語』で封印されてたから、セシルに開けてもらった。

　地下室の隣にあったのは、石造りの短い通路で、その奥にはまた、封印された扉。

　よっぽど重要なものを隠してるのか、ふたつの扉で封印されてる。

　通路の先の扉を開けると、そこは行き止まりの部屋だった。

　部屋の一番奥には、小さな宝箱があって──




　そして、その宝箱を、天使の姿をした彫像が守ってた。




　僕たちが部屋に足を踏み入れた瞬間──ぎぎ、って音がした。

　天使の姿をした彫像は僕たちを見て、動き出す。

　だんっ、て床を蹴ける。翼を広げて、飛んでくる。

　──速いっ!?

「セシル！」

「『精霊の息い吹ぶきよ我が敵を撃て！　炎の矢フレイムアロー』！」

　セシルの指先から炎の矢が飛び出し──彫像に当たって、消えた。

　効いてない!?

「ナギ！　セシルちゃん！　離れてっ!!」

　衝撃──リタが僕たちを突き飛ばした？　僕はセシルを抱いて床に転がる。目の前を金色の彫像が通り過ぎていく。

　僕たちに攻撃を回避された彫像は、リタに向かって剣を──

「リタっ！」

「あぅっ!!」

　がいんっ！

　リタの腕を、彫像の剣が打つ──かろうじて『神聖力掌握』が剣を防ぐ。

　リタは同時に蹴りを飛ばす。彫像の楯たてが受け止める。彫像はかすかに揺れただけ。

　駄目だ──こいつには勝てない。

「全員撤退っ！　てったーい！」

　僕はセシルを抱えて走り出す。

　開いたままのドアに飛び込む。リタは──

「こんのおおおおっ！」

　リタは両足で彫像を蹴飛ばした。その勢いを利用して、ジャンプ。

　僕とセシルを巻き込んで、通路に転がり込む。

　僕は慌ててドアを閉じた。

　がいん、がいん、ってドアを叩たたく音がしてたけど、しばらくして、それも止まった。

　彫像は──どうなった？

　僕はうっすらとドアを開けた。

　彫像は、宝箱の前に戻っていた──けど。

　ぎぎ、ぎ……

　ばたん。

　こっちを見た彫像が動き出す前に、僕はまたドアを閉じた。

「あれは……『ガーディアン』です」

　セシルは、震える声で言った。

「ガーディアン……動く彫像ってこと？」

「はい。魔法使いが作ったもので、部屋とか屋敷とか、決まった場所を守る習性があるらしいです。魔力で動いていて、侵入者を排除する──殺す、って」

　セシルは、ぎゅ、と、僕に抱きついた。

「すいません。思い出すのが遅かったです。ナギさまを危険にさらすなんて……」

「大丈夫。僕もリタも怪け我がしてないから」

　ここが魔法使いの隠れ家、ってことは、あの『ガーディアン』も、奴が仕込んだんだろうな。

「力があるなら魔剣を手に入れろってあいつは言ってた。つまり、その力を試すために『ガーディアン』がいるってことか」

「はーい。この中で魔族さんの遺産が欲しいひとー」

　リタが言った。

　僕は手を挙げなかった。

　セシルは、僕に抱きついたままだった。

「全会一致ね。どうする？」

「ほっとこう」

　今は。

　戦うのは、攻略法を考えてからだ。

「さんせー。セシルちゃんは？」

「あ、はい、もちろん」

「だったら、そんな泣きそうな顔しないの」

　リタはしゃがんで、セシルの目に浮かんだ涙をぬぐった。

「お仕事は終わったんだから、帰ってゆっくりして、これからのことを考えましょ？」

「……はいっ！」

　セシルは笑った。

　なお、セシルが教えてくれた『ガーディアン』のスペックは次の通り。




『「ガーディアン」

　魔力で動く彫像。

　動物並みの聴覚と嗅きゆう覚かく・視力を持つ。

　扉や宝箱を守る習性がある。

　特性：剣撃・打撃ダメージ減衰。火炎魔法無効。

　推奨レベル：最低でも15以上』




　とりあえず扉はセシルに古代語で封印してもらうことにした。

　魔法陣のある地下室で、しばらく『ガーディアン』が出てこないか様子を見ていたけど、動きはまったくなかった。あいつは宝箱を守っているだけらしい。

　扉には古代語で封印がされてるから、出てこられないのかも。

　魔法使いが書き残した通り、あいつは「魔族の後継者の力を試す」ためのものなんだろうな。

　探索しているうちに日は暮れてて、外はもう真っ暗。今から帰るのは、もう無理だ。

　僕たちは交替で見張りをしながら、地下室で一晩過ごすことにした。




　そして翌朝。

　クエストを完了した僕たちは、町に戻った。

　今回退治した大コウモリは、13匹。倒した証拠に耳の端を切り取って持ち帰れって言われたので、それはその通りに。あとはセシルの『古代語』で、隠し部屋を封印して、終わり。

　メテカルの町に着いたのは、お昼前だった。

　正直、むちゃくちゃ疲れた……。

　でも、元の世界のバイトよりましだ。あっちは仕事が終わると「余裕あるならこれも」って追加業務が流れてきてたから。こっちの方がまだいい。セシルとリタも、手伝ってくれるからね。

「ナギさまー。メテカル名産『モギュトレラ』とミルクを買ってきました」

「一番新鮮なのを選んできたから、食べて」

　町の中心にある広場で待っていると、昼食を買ったセシルとリタが戻ってきた。

　セシルはミルクの入った革袋を、リタは肉や野菜が挟まった堅焼きパンを抱えてた。

　商業の町メテカルには、各種の特産品が入ってくる。肉と小麦が安いのはそのせいで『モギュトレラ』ってのは、肉に野菜に炭水化物まで取れる、冒険者におすすめの料理だ。

　僕たちがいるのは大通りのはずれ。そこは土がむき出しになっていて、上半身裸の作業員っぽい人や、疲れた感じの商人なんかが座ってる。僕たちは人の少ないところを選んで、３人並んで腰を下ろした。

「今回のクエストは……初仕事にしてはまぁまぁかな」

「まぁまぁどころじゃないですよ、ナギさま。大成功でもぎゅ」

　食べてからしゃべりなさい、セシル。誰も取らないから。

「大コウモリ13匹相手に無傷。しかもクエストそのものの所要時間は１時間足らずですよね。『庶民ギルド』に報告したら大騒ぎになりますよ。凄すご腕うでのパーティだって」

「僕はなにもしてないし。セシルとリタのおかげだから」

「わたしたちに力をくださったのはナギさまです。作戦を立てたのもナギさまです。それに、奴隷の成果はご主人様の成果ですよ。『僕はすごいんだぞ。セシル、言うことを聞け』って言ってくださってもいいんですよ？」

「そういうのは働かなくても生きられるようになるまでとっとくよ」

　実際のところ、まだ生活はぎりぎりだからね。

　報酬が出たら、ふたりをちゃんとした食堂で食べさせてあげたいし。

　それにしてもこの『モギュトレラ』うまいな。辛めのソースと、柔らかく焼いた肉から出てくる肉汁がすごくおいしい。中に入ってる赤い野菜は、タマネギの味がする。肉を挟んでる堅焼きパンは塩気がたっぷりで、疲れた身体にしみこんでいく。ただし、よく嚙んでから、ってのはリタからの忠告だ。栄養価は高いけど、よく嚙まないと消化に悪いらしい。

「……もぎゅもぎゅ」

　そんなわけで、僕の左側に座ってるリタは、無言で口を動かしてる。

「……もぎゅもぎゅ……もぎゅ……ごくん」

　単純作業みたいに『モギュトレラ』をちぎって口に運んでいくリタ。

　なぜかまっすぐ前に視線を固定してる。土の上に脚を伸ばして座って、膝ひざの上に載せた『モギュトレラ』をちぎってつまんでの繰り返し。目はまっすぐ通りの方を向いている。獣耳と尻しつ尾ぽは隠してるから、疲れてるのかぼーっとしてるのかわからない。

「リタ、大丈夫か？」

　でも、リタは髪を指先でいじったり、ローブの端を叩いたり。

　なんだか、落ち着かないみたいだ。

「はじめてのクエストだから疲れた？　それとも『ガーディアン』相手に怪我した、とか？」

「ちがうもん……」

　リタは小さなため息をついて、真っ赤な顔で、僕の方を見た。

「……こうしてるのが……恥ずかしいんだもん」

「恥ずかしい？」

「はじめてなんだもん。こんなふうに、好きな人と仕事をして、お疲れさま、って言ってもらって、仲良くごはんを食べるなんて」

　……そういえば僕もはじめてだ。

　元の世界で食事といえば、部屋でホカ弁かカップ麵めんを搔かき込むくらいだったな……。

「これからナギやセシルちゃんと、ずっと一緒にこうしていくんだなぁ……って、実感したら恥ずかしくなっちゃったの。嬉うれしいけど……いろんなことが気になるんだもん。私、戦ったばっかりで髪はぼさぼさだし、服だって汚れてるし……汗のにおいだって、するし。そういうのをナギがどう思ってるのかって……気になってしょうがないんだもん」

「大丈夫、リタはいいにおいするから」

「……お願い……落ち着くまで待って、ご主人様……」

　そう言って黙々とごはんを食べるリタだった。

　セシルはそんなリタを優しい目で見てる。

「わたしはリタさんとずっと一緒に、ナギさまにお仕えしたいですよ？」

　そう言ってセシルは、こっちに手を伸ばしてくる。僕の頰を指でぬぐって──って、あれ？　知らない間にソースがくっついてた。セシルはそれを取ってくれたのか。セシルはいたずらっぽい顔で、それを自分の口に持って行く。可愛い舌で、ぺろん、となめた。

　……取ってくれたのはいいんだけど。人差し指をくわえたまま幸せそうな顔するのやめなさい。

　リタも「あーっ！」って、なんで声を上げてるの。

　なんだか照れくさくなったから、僕は町を歩く人を眺めた。

　通りの向こうを、荷馬車が通り過ぎていく。馬車の向こうを歩いてるのは貴族風の剣士たち。レリーフがついたプレートメイルを着てる。手に持った兜かぶとには長い房がついてる。楯にはなにかの紋章。貴族の家紋ってやつか。もしかしたらあれが『貴族ギルド』の連中かもしれない。その後ろを歩いてるのは神官服を着た者が数人。先端に女神のような人型がついた杖つえを持ってる。ってことは、あれは『イトゥルナ教団』の──？

「リタっ！」

「ふぇぇぇぇっ!?」

　気がつくと、僕は思わずリタを抱き寄せてた。

　通りから顔が見えないように、上着でリタの頭を包み込む。

「ちょ、ナギ!?　だめ。私、こんな状態だから。だめ！」

「『イトゥルナ教団』の奴らがいる」

　僕はリタの耳元でささやいた。

「リタはクビになってるから問題ないはずだけど、顔を合わせたくないだろ。一応、ね」

　早いとこ報酬もらって次の町に行こう。

　ギルドの対立も、『イトゥルナ教団』も、この町には関わりたくないものがいっぱいだ。

「あいつら行ったよ。もう大丈夫だ」

　僕はリタの身体を放した。

　リタは「むー」ってほっぺたを膨らませてる。金色の髪を指でとかして、ローブの裾すそを払って、目をこすって。それから、涙目で僕を見た。

「……ナギぃ」

「どしたの、リタ」

「私、おかしくない？　においしない？　汗とか、埃とか」

「いいにおいしかしないよ」

「ほんと？」

「ほんとだって」

　獣人のリタは、僕たちよりも嗅覚が優れてる。そのせいで、自分の状態が他の人よりも気になるみたいだ。

　一緒に暮らすなら、リタの種族的習性も考えてあげないと。

「それじゃリタ。セシルと一緒にお風呂に行ってくれないかな」

　僕はセシルの肩を摑んで、リタの前に押し出した。

「セシルはずっと奴隷屋にいたから世慣れてないし、ここは元神官長として世慣れたリタが、セシルにお風呂屋でのマナーを教えてあげるべきだと思うんだけど、どうかな」

　セシルとリタはいつも、節約のために宿でお湯をもらって、身体を拭ふいてる。

　でも、今回は働いたから、遠慮しなくていいよな。

「その後は『庶民ギルド』で合流。全員無事を報告したら宿に戻って、旅の準備、ってことで」

「行きましょう、リタさん！　わたし、お風呂屋さんってはじめてです！」

「ありがと、ナギ……お言葉に甘えるね。洗いっこしましょ、セシルちゃん」

　それは僕もすごく見たいけど──それはまた、そのうちに。

　そんなわけで、リタは僕にお辞儀をしてから、セシルと一緒に風呂屋がある方へ歩いていった。

　さて、と。

　ふたりが戻ってくる前に、ギルドから報酬をもらっておきますか。










　それにしても、思ってたより早くクエストが終わったな。

　これなら、魔剣探索の後方支援をやってもいいかもしれない。

　アイネさんにはスキルクリスタルをもらったり、内緒でクエストを紹介してもらったりしたからな。借りは返さないと。

「……あれ？」

『庶民ギルド』の建物に入ったら、なんだか違和感がした。

　一昨日おととい来たばかりなのに、雰囲気がぜんぜん違う。

　建物の扉は開きっぱなし。でも、１階の酒場には誰もいない。

　倒れた椅子と、空っぽのカップが転がっているだけ。全員クエストに行ってるにしても、酒場の人までいないのは変だ。耳を澄ませてみても、物音は聞こえない。

　階段を上がると、アイネさんがいた。

　２階の休憩室のテーブルにつっぷして、眠ってた。

　その隣には、金糸で装飾された高価そうな服を着た少女が座ってた。

　腰にレイピアを提げてる。リボンで結んだ青い髪を、苛いら立だったみたいに指でいじってる。

「クエストを終えた方ですか？」

　青い髪の少女はテーブルに頰ほお杖づえをついて、僕を見てた。

　僕は袋に入れた『大コウモリの耳』を差し出した。

「はい。これが証拠です。報酬をください」

「払えません」

　少女は言った。

「『庶民ギルド』は、本日をもって閉鎖することになりました」









第４話「壊滅したギルドでお姉ちゃんに出会う」








「あの、僕たちはクエストを達成しましたよね？」

「しましたわね」

　僕の言葉に、青い髪の少女はうなずいた。

　よし、話は通じてる。

「ここは『庶民ギルド』ですよね？」

「はい。あなたの言う通り、ここは『庶民ギルド』の建物です」

　別の世界にワープとかもしてないらしい。

「ここにクエスト達成の証拠として『大コウモリの耳』のかけらがありますよね？」

「ありますわね」

「噓うそついてないのわかりますよね？」

「わかります。あなたたちは大コウモリを退治してくれたんですわね」

「これがギルドの登録証です。名前はソウマ＝ナギです」

「確認しましたわ。クエスト終了ですわね」

「がんばりました」

「がんばりましたね」

「えらいですよね」

「えらいですわね」

「報酬ください」

「払えません。『庶民ギルド』は潰つぶれました」

　なんだか、録音された声を聞いてるみたいだった。

　そっか。ギルド潰れたのかー。よくあることだよなー。じゃあしょうがない……。

「……って、なんで？」

「ギルドメンバーが壊滅させられたからですわ」

「誰に？」

「『貴族ギルド』に」

「そういう君は？」

「わたくしはレティシア＝ミルフェ。アイネの幼なじみです」

　そう言って少女は、つっぷして眠ってるアイネさんの背中を撫なでた。

　僕に向けてるのとは違って、すごく優しい目をしてる。

「『庶民ギルド』が潰れた……って、アイネさんは大丈夫なのか？」

「ちゃんと説明はいたします。ですが、今はアイネを休ませてあげてくださいな」

　レティシア、って名乗った少女は「しーっ」と唇に指を当てた。

「とりあえずわたくしの身分証明ですわ。怪しい者ではないと、これでわかるでしょう」

　そう言って少女は、ギルドの登録証を出した。

　２枚ある。１枚は僕が持ってるのと同じ『庶民ギルド』のもの。もうひとつは……。
















「『貴族ギルド』？」

「わたくしはアイネの幼なじみにして、子爵家の娘でもありますの」

「貴族？　だったら……敵の仲間じゃ？」

「じょーだんじゃないですわっ！」

　だん！　と、少女──レティシアは壁に拳こぶしを叩たたき付けた。

「あんの馬鹿どもと一緒にしないでくださいっ！　人の話も聞かない脳内スライム貴族どもとっ！　実力もないくせにプライドばっかり高いクズどもが！　自分があいつらと同じ貴族だってだけで虫むし唾ずが走りますわ！　死ねっ！　あいつら死ねばいいのにいいっ！」

　だん、だだん、だんっ！

　──って、レティシアはギルドの床を蹴け飛とばして、それから我に返って口を押さえた。

　アイネさんが目を覚ましてないのを確認して、ほーっ、とため息をついてる。

「大声を出してごめんなさいね、アイネ。今はゆっくり休みなさい」

　そう言ってレティシアは、眠るアイネさんの髪を撫でた。

　まるでこわれものを扱うような手つきだった。

　でも、目は笑ってない。レイピアを握る手が震えてる。必死に怒りをこらえてるみたいに。

「……なにがあったんだ？」

「魔剣探索クエストのことはご存じですわね？」

「知ってる」

『貴族ギルド』に対する切り札として魔剣を手に入れ、対等の立場で交渉するための、全員参加クエストだよな。

　その途中で、なにかあったってことか？

「庶民が魔剣を手に入れて、『貴族ギルド』と対等になるのは許せない」

　レティシアは、ぽつり、と話し始めた。

「だから奴らは裏で雇ったならず者たち──ギルドを除名になった冒険者を使って、ダンジョン攻略中の『庶民ギルド』を襲った。ギルドの冒険者は大半が倒され、残った者も逃げてしまった。これがすべてですわ」

「『貴族ギルド』はこっちより弱いんじゃなかったっけ？」

「あちらに強力な助っ人が入りましたの。それと、貴族に圧力をかけられた『イトゥルナ教団』が裏切ったんですわ」

「『イトゥルナ教団』……あっちも幹部は下級貴族だからか」

「現場の人間は中立だから協力するって言いましたのよ。それを幹部がむりやり裏切らせましたの。ダンジョンの途中で回復役が抜けて、敵と合流して襲って来たらどうなりますか？　しかも、魔物との戦闘中に」

「最悪ってのはわかる」

　こっちは回復魔法の使い手を失う。

　敵に与えたダメージは回復される。

　僕の世界のゲームにあったらクソゲー認定間違いなしだ。

「滅ぼした方がいいんじゃないか、あの教団」

「まったく同感ですわ。それでアイネが抗議しに『貴族ギルド』へ行ったのです。そしたら──」

『貴族ギルド』の責任者である、リギルタ伯爵は言った。

　そんな無法者たちのことは知らない。変な言いがかりをつけないで欲しい。

　が、君の気持ちもわかる。

　我々が間に立ってあげようじゃないか。

　彼らに『庶民ギルド』に手を出さないように約束させよう。

　傷つき、ダンジョンから出られない冒険者もいるのだろう？

　彼らのために手を尽くそうじゃないか。君が条件を吞のんでさえくれれば──

「その条件って……」

　嫌な予感がした。

　たいして仕事もできないのに、プライドばっかり高い連中のすることっていうのは、だいたいロクなことじゃないんだけど……。

「『庶民ギルド』の完全なる子会社化。ギルドの後継者であるアイネが、ギルドの権利をすべて本日づけで伯爵に引き渡すこと。それを代償に『貴族ギルド』は、ならず者たちと『イトゥルナ教団』を説得し、傷ついたギルドメンバーを救助する──以上ですわ」

「ごめん……僕の聞き間違いかもしれない。もう一度」

「『貴族ギルド』が要求したのは『庶民ギルド』の完全な子会社化──」

「やっぱりいいや。耳が腐りそうだから」

「この先を聞いたらもっと腐りますわよ」

「まだあるのか？」

「ええ。アイネの資産の没収。家と、家財道具一式。アイネ自身への懲罰。『庶民ギルド』の責任者として、アイネが今回の事件の罪をすべて背負うこと。以上ですわ」

　最悪だった。

　元の世界だったら、親会社に逆らった下請けが潰されて、社員を再雇用させてもらう代わりに、会社の権利も資産もすべて没収されて、ついでに自宅まで抵当に入れられたようなものか。

「だいたい、なんでアイネさんが代表なんだよ。もっと上の人とかいないの？」

「本当の責任者は、アイネの後見人をしている伯父さんですわ」

「その人は？」

「貴族側が本気で怒ったと思ったのか、まっさきに逃げたそうです」

「職場放棄かよ！」

　アイネさんがテーブルにつっぷしたまま目を覚まさない理由がわかった。

　ショックだろうな。

　ギルドのお姉さんをやってただけなのに、一日経たったら全部なくしたんだから……。

「本当ならわたくしが『貴族ギルド』を抑えておくはずでしたのに……まさか父がわたくしに一服盛って眠らせるとは思いませんでした……目覚めたらこの有様ですわ」

「どういう父親だよ」

「臆おく病びよう者。保身の塊。自分以外のすべてを恐れる権力者……吐き気がしますわ」

「……ほんっとに大変だな……」

　報酬は諦あきらめるしかないか。

　さすがにこの状況で「お金ください」って言えないよなぁ。

「そういえばあなた、名前はなんでしたっけ？」

「さっき登録証見せただろ。ソウマ＝ナギだよ」

「え？　あなたがあのナギでしたの!?　一昨日おととい、ギルドに登録したばかりのナギさん!?」

「知ってるの？」

「アイネが褒めてましたわ！　ナギさんは最高ですって。とっても頼りなさそうで臆病なくらい慎重で、どうしようもなく守ってあげたくなるって。出会った時からあなたのことが頭から離れなくなっちゃったって！　アイネがそんなに人を褒めるのなんてはじめて聞きましたわ！」

「それ褒めてないよねズタボロだよね!?」

「一ひと目め惚ぼれってあるってはじめて知りましたわ！」

「誰も幸せになれないと思うよそれはっ！」

「でも、きっとナギさんはやればできる子だから、アイネがお姉ちゃんになって才能を伸ばしてあげたいって言ってましたわ。頰を赤らめながらね。アイネの奥底にある『お姉ちゃん魂』がくすぐられたのでしょうね。

　まったく、アイネの弱みにつけこんで誘惑するのはやめてもらえませんこと？」

「どこに誘惑する要素が!?」

　そっか。役立たずのふりをするとこういうことが起こるのか。

　アイネさん──お姉ちゃんキャラっぽかったけど、どれだけ庇ひ護ご欲のかたまりなんだろう。

「あなたがナギですか……仕方がありませんわね。アイネが一目惚れした相手に、ただ働きさせるわけにはいきませんわね」

　レティシアは上着のポケットに手を入れた。

「これを報酬の代わりになさい。今回の件については、わたくしにも責任がありますもの」

　レティシアがくれたのは、水晶玉がふたつ。




『遅延魔法スローＬＶ１』

『魔法』で『反応速度』を『遅くする』スキル




『魔導歌唱ＬＶ１』

『歌』で『魔力』を『高める』スキル




「コモンスキルですけれど、売ればいくらかにはなるでしょう」

　確かに、報酬分にはなりそうだ。

　でも……なんでだろう。心が痛い。

「…………れてぃ、しあ？」

　かすかに、声がした。

　細い身体からだを震わせて、アイネさんが目を開けた。

　ふわぁ、と、あくびをして、目をこすって、

　アイネさんは隣にいるレティシアを見て、それから──こっちを向いた。

　信じられないものを見るように、目を見開く。ぽかん、と口を開ける。

　そしてゆっくりと僕に向かって手を伸ばし──

「……なぁくん？」

「え？」

「なぁくん……なぁくんだっ！」

　むぎゅ。

　え？　え？　なにこれ？

「なぁくん！　どこ行ってたの？　お姉ちゃん心配したんだよ。なぁくんっ！」

「アイネさんっ!?　なにを!?」

「もぅ、なんでそんな呼び方するのかなぁ？　お姉ちゃんはなぁくんのお姉ちゃんでしょ？」

　ぎゅぎゅぎゅ、ぎゅ。

　あれ？　なんで抱きしめられてるの？　なんでアイネさんの胸に顔をうずめてるの？

　あったかい。やわらかい。いいにおいする──って、そういうことじゃなくて。

『なぁくん』って僕のことか？　そんな名前で呼ぶ仲だっけ？

「アイネ──『なぁくん』が困ってますわよ？」

「え？　でもでも、久しぶりに会ったのに？」

「弟を困らせるなんて、お姉ちゃんのすることじゃないですわよ？」

「……はぁい」
















　アイネさんは頰を膨らませて、しぶしぶ、って感じで、僕を解放した。

　一昨日とは様子が違う。

　結んでいた髪はほどいて、ふわふわと揺れている。目はぼーっとしてて、半分眠ってるみたいだ。クエストの話をしてた時は、しっかりしたお姉さんって感じだったのに。

「……アイネは、ここ数年分の記憶を奪われていますの」

　レティシアが、僕の耳元で、言った。

「記憶を？」

「見せしめ、ですわ。アイネの『庶民ギルド』が完全に消えたことを示すための。『神聖力』を利用したアイテムによるものです」

『神聖力』は確か、ゲームで言えば僧そう侶りよ系の力だっけ。

　つまり、回復系や致死魔法、精神系のマジックアイテム──ってことか。

「『イトゥルナ教団』の仕業ですわ」

　……あいつら、やっぱり滅ぼしとけばよかった。

「今のアイネは記憶をなくしたせいで混乱しているのでしょう。『なぁくん』というのは、幼いころに死んだアイネの弟の名前ですわ。『ナイアス』って言うんですけれど、あなたと雰囲気が似てるんですわ」

　アイネさんが妙にお姉ちゃんぶってたのはそのせいか。

　でも……聞いちゃったな。事情。

　ギルドとは、仕事だけの関係にしておきたかったのに。

「なぁくん？　なにか困ったことでもあるの？」

　気がつくと、アイネさんが心配そうに僕の顔をのぞきこんでいた。近い近い。

「……あの、僕は『なぁくん』じゃ……」

「悩みごとならお姉ちゃんに相談して。お姉ちゃんはなぁくんのためにいるんだよ？」

「だから……」

「なぁくん、どこにもいかないよね？　お姉ちゃんがんばるから。なぁくんのためにギルドを守るから……なぁくんがお姉ちゃんの側そばにいてくれるなら、なんでもするよ？　そうだ『契約』しよう？」

「『契約』？」

「お姉ちゃん、なぁくんの奴隷になってあげるの！　なぁくん、言うこと聞いてくれる奴隷が欲しいって言ってたよね？　お姉ちゃんがそうなればずっと一緒──」

「錯乱しないでください！　『契約のメダリオン』出さないで！」

　しないから。そんな『契約』しないから！

　レティシアも止めろよ。なんでそんな温かい目で見守ってるの。

「いえ、こんな幸せそうなアイネは久しぶりに見ましたので」

「そもそも奴隷って……なぁくんってその頃何歳だったの？」

「６歳くらいの頃にそんなこと言ってましたわ」

「どんだけませた子どもだったんだよなぁくん!?」

　レティシアはアイネさんが笑ってればそれでいいみたいで、穏やかにうなずいてる。

　アイネさんはアイネさんで、今にも僕が消えちゃうって思ってるのか、不安そうな顔で、僕の肩をがしっ、と摑つかんだ。

「そうだ。一緒にお風ふ呂ろに行こう？」

「いきなり!?」

「なぁくんの身体を洗ってあげるの、お姉ちゃん、だぁいすき。なぁくんも好きだよね？」

「そんな経験、生まれてから一度もありません」

「なぁくん、お風呂嫌いだったっけ？」

「嫌いじゃないけど女の子と入るのはちょっと」

「そっかぁ。だからいつも、目隠しして両手を縛った状態じゃないと一緒に入ってくれないんだね？　もう、なぁくんってば、照れ屋さんなんだからぁ」

「それは照れてるんじゃなくて本気で嫌がってたんじゃ!?」

「でも、どうしてアイネ、おじいちゃんのギルドにいるんだろう？」

　はじめて自分の居場所に気づいたように、アイネさんはまわりを見回した。

「おじいちゃん──あれ？　おじいちゃんいない？　お父さんとお母さんはずっと昔に死んで──なぁくんとアイネはおじいちゃんに──あれ？」

　アイネさんは頭を押さえて、うずくまる。

「なぁくんがいなくなったら──ギルドだけが思い出の場所──絶対に守る。そのためにがんばってがんばってがんばって……あれ？　なに言ってるんだろう……そうだ、お茶を煎いれて落ち着くの……待ってて、なぁくん」

　アイネさんの笑顔が、すごく、痛々しかった。

「わたくしを放置しすぎですわよ、アイネ」

「あ、ごめんね。レティシア」

　レティシアの方を見て、アイネさんはふんわりとした笑みを浮かべた。

「レティシア、仲間外れは嫌いだもんね。じゃあ一緒になぁくんの奴隷になろう？」

「仲間外れは嫌いですが奴隷になる気はありません！」

　ばっ、と、レティシアは僕の方を睨にらんだ。

「なりません。なりませんからねっ！」

「そもそもアイネさんを奴隷化する気もねぇよ。こんな……」

　記憶をなくしてるところにつけ込んだりしない。

　アイネさんはティーセットを手に別の部屋へ行った。お茶を煎れてくれるらしい。

　もうすぐここは『貴族ギルド』の手に渡るのに──

　ブラックなギルドに全部奪われて──奪われたことさえ忘れてる。

「レティシア。アイネさんの記憶を戻す方法は？」

「『イトゥルナ教団』の代表者がアイネの記憶を結晶化して、ある場所に隠しましたの。それを取り戻せば元に戻るはずですわ」

「わかった。いますぐ取り戻しに行こう」

　アイネさんには借りがある。

　それが記憶を奪われて、僕を死んだ弟と勘違いして……あんなの、見てられない。

　正義の味方を気取るわけじゃないけど、記憶を取り戻す手伝いくらいしてもいいだろ。

「それが簡単なら、わたくしがもう動いていますわ」

　レティシアは腰のレイピアを、かちゃ、と鳴らした。

「どうすればいいのか、わたくしもわからないのですわ。『庶民ギルド』のメンバーはちりぢり。あんな状態のアイネを放ってもおけない。アイネの記憶は強力な魔物──『鋼のガーゴイル』に守られている……。ああもう……やることが多すぎですわ」

　レティシアは青い髪を搔かきむしる。

「わたくしに『鋼のガーゴイル』を倒す力があれば、あなた方に遠慮なくサポートをお願いいたしますわ。その力がないから……」

　がん、と、レティシアはテーブルに拳こぶしを打ち付けた。

「ないから……『庶民ギルド』の高レベル冒険者が戻るのを待っているのですわ……」

「『鋼のガーゴイル』って？」

「全身鋼で出来ていて、魔力で動く彫像です。伯爵はアイネの記憶を隠した塔に『鋼のガーゴイル』を放ったのですわ。町を騒がせた者への罰として」

「動く彫像……もしかして『鋼のガーゴイル』って『ガーディアン』の一種？」

「よくご存じで」

「背中に翼が生えてて、剣と楯たてを持ってる？」

「それは本当に上位の『天使ガーディアン』です。『鋼のガーゴイル』は翼の生えた獣の姿をしています。上位種に比べれば弱いですけれど、相手をするにはレベル10は欲しいところですわ……」

　ってことは、館の地下にいる『天使ガーディアン』を倒せるなら『鋼のガーゴイル』も余裕だってことか。

　……だったらなんとかなるな。

「ただし、敵はそれだけではないのです。『鋼のガーゴイル』の他にも、狂犬と呼ばれる冒険者までいるのです。まったく『貴族ギルド』はどこまでアイネを追い詰めれば気が済みますの……？」

「狂犬？」

「さっきも言いましたでしょう？　『貴族ギルド』の助っ人ですわ」

　レティシアは頭を抱えた。

「元々は国王陛下のところにいたらしいんですけど、人の話を聞かない乱暴者だから、払い下げられたのだとか」

「……国王陛下が」

「そいつは自分を伝説の英雄だと思い込んでるのですわ。まぁ、確かにわたくしも知らない強力なスキル持ちですけれど」

「……人の知らないスキル持ち」

「名前は確か『タナカ＝コーガ』でしたかしら。姓が前なんて変わってますわよね」

「……姓が前で、タナカ」

　どうしてだろう。

　すごく悪い予感がする。

「なんだ、まだここにいたのか『庶民ギルド』の奴らは！」

　１階でドアを蹴け飛とばすような音がした。

　階段を踏みしめる重い足音も。

「邪魔するぜ！　勇者さまのお通りだ！　出迎えやがれクズども！」

　２階の事務所に上がってきたのは、鎧よろいを着た少年だった。

　黒髪で。

　黒い目をして。

　僕と同じくらいの年頃で。

　僕の世界にいたら、普通に高校とかに通ってそうな感じだった。

「国王に勇者として認められた男、このタナカ＝コーガの名において命ずる！　『庶民ギルド』の残りカスは今すぐ無条件降伏して俺の下につくか、問答無用で潰つぶされるか選びな！」

　鎧を着た少年──タナカ＝コーガはマントをひるがえして、宣言した。

　僕には中二病コスプレ野郎にしか見えなかったけど。









第５話「勇者が来たので奴隷と一緒にやっつけることにした」








「いやがったな『庶民ギルド』の残りカスが」

　タナカ＝コーガが僕を見た。

　奴が背中にかついでるのは両刃の大剣。鎧も宝石がちりばめられた高た価かそうなものだ。

　でも見覚えないな。こいつ。

　名前からして、てっきり僕と同じ『来訪者』だって思ってたんだけど。

「『庶民ギルド』の冒険者は全員身動き取れねぇようにしろって命令されてるんでな。悪いけど、手足ぐらいは折らせてもらうぜ」

　タナカがこっちを見た。

　僕と目が合ったけど「あ、お前は」ってこともないみたいだ。

「……現れましたわね。狂犬タナカ＝コーガ」

　レティシアがレイピアを構える。

　けど、彼女を押さえて僕は一歩、前に出た。

　こいつの正体が気になるから、ちょっと話をさせてもらおう。

「タナカ＝コーガ……本名だよね」

「ああ。言っとくが『狂犬』じゃねえぞ」

　タナカはレティシアに向かって歯をむき出した。

「俺は『貴族ギルド』でも、冒険者ランキング１位をもらってる。伯爵様の命令で、ダンジョンにミノタウロス討伐に行ったのは俺様だ！　倒したのは４体。そのうち１体は捕獲に成功してる」

　……ミノタウロスって、こないだ町で暴走してたやつだ。

　あのレベルの魔物を、４体も相手にしたのか、こいつ。

「王都で行われた御前試合ではレベル10の冒険者を３人再起不能にしてるぜ。この前は『大怪魚』の討伐にも参加するはずだった。お前らが束になってかかっても相手になんかならねぇよ！」

　タナカは威嚇するみたいに大剣を、ぶん、と振った。

「そう。俺は──から来た勇者だ！」

「勇者って、もしかして王様に選ばれた？」

「そうさ。お前を再起不能にする者にして──だ！」

　口は動いてる。

　でも、言葉が途中で、ぶつん、と途切れてる。間に入る言葉はたぶん『異世界』と『来訪者』。

　見覚えがないってことは、こいつは僕たちとは別に召喚された『来訪者』なのか？

「もしかして王様に世界を救うと『契約』した？」

「よく知ってるな！」

「そうか。王様に選ばれて『契約』しちゃったのかー」

「ああ、『世界を救うには君の力が必要だ』『ぜひ、わが軍団で働いてくれ』『詳しい事情は「契約」した後で説明しようじゃないか！　信頼関係は大切だからな！』ってね」

「説明は『契約』の後だったのか……」

「気分良く仕事をするには、職場の空気が大切だからな」

「空気読んじゃったのか……」

「上の人間の考えを察して先回りするくらいの力がなけりゃ、勇者はつとまらねぇよ」

「その勇者が、どうしてこんなところに？」

「俺の能力は、通常の勇者のレベルではおさまらなかったのさ」

　勇者の中ではなじめなかったらしい。

「だから王様は俺を、貴族の方に紹介したのさ。俺の能力なら世界を救うよりも、その人の下で働く方がふさわしい、ってさ！」

　王様から貴族に売り渡されたらしい。

「その貴族からもらったのがこの鎧さ。なんと数十万アルシャはするらしいぜ」

「……そうなんだ」

　鎧の、首をカバーする部分。よく見ると首輪のかたちをしてる。

「俺は命をかけて、この装備に見合う働きをするって、きっちり『契約』したのさ！」

「うん……すごいね」

　聞いてて悲しくなってきた。

　なんだこの多重契約。どうして誰も止めなかったんだ……。

　つまりこいつは、魔王を倒すって『契約』して、この世界から離れられなくなった。

　その流れで貴族に身売りされて、装備をもらって、それに見合う働きをするって『契約』した。

『来訪者』『異世界』って言葉が出ないのは、『命令』されて、言葉を出せなくなってるからか。

　そうだよなぁ。

　別世界からチートキャラ呼び出して戦わせてるなんて、あんまりいい話じゃないし。

「…………がんばって生きてください。タナカさん」

「お、おぅ？」

「勇者としての能力を持っているあなたなら、きっと強く生きていけると思う」

「わ、わかってるじゃねぇか！」

「そんなかっこいい鎧を着てるんだから、大丈夫だよね」

「そうだろう！　なんたって魔法耐性の鎧だからな！　勇者って最高だよな！」

「遠くで幸せになってくれることを願ってる。じゃあな」

「ああ、それじゃ……って違う！」

　立ち去りかけたタナカが、剣を床にずん、と突き立てた。

　ちぇ。

　うまく乗せてその隙に逃げようと思ってたんだけど。駄目か。

「ダンジョンでは戦い足りなかったのさ。『庶民ギルド』の奴らがあっさり逃げちまったからな」

　タナカが剣を振り上げた。

　僕とレティシアも武器を構える。チートキャラは相手にしたくなかったんだけど。

「ってことで、ここにいたのが運の尽きだと思え！　死なない程度に死ねよ！」

「なぁくんに手を出さないで！」

　いきなりだった。

　アイネさんがティーセットを放り出し、僕とタナカの間に立ちはだかった。

「アイネさん!?　なにを──」

「なぁくんを傷つけさせたりしない！　『虹にじ色いろ防壁ＬＶ６』！」

　次の瞬間、部屋を七色の防御壁が横断した。

「全属性防御魔法かよ。すげえな。だけど、こっちには魔法抵抗があんだよ！」

　でも、タナカはガントレットに包まれた手を伸ばし──

　アイネさんの作り上げた防御壁を、ぐにゃり、と、引き裂いた。

「どけ。記憶を無くした残りカス！」

　止める暇もなかった。

　タナカがアイネさんを突き飛ばした。アイネさんはそのままテーブルに叩たたき付けられて──崩れ落ちる。

「やめなさいタナカ！　これ以上の乱暴は──！」

　飛び出したレティシアのレイピアが折れた。

　動きが速すぎる。こいつ、加速系のチートスキル持ちか？

「お前にはなんか親近感あるけどな！　でも、ついでに消えろ！」

　タナカ＝コーガがこっちを見た。

　──来る。




「発動！　『超越感覚ＬＶ１』！」

　僕がスキルを起動した瞬間、世界がブラックアウトした。




　まっくらだった。

　光も、音も、匂いも、味覚も、皮膚感覚もない。

　宇宙空間に放り出されたみたいだ。放り出されたことないけど。

　……やっぱり、気持ち悪いな。

　だから使いたくなかったんだよ。

　ハイリスクで。

　ハイリターンで。

　自分が、なにしてるのかも、わからない。こんなスキル。

　………………なんだか、頭のあたりが気になってきた。

　僕は首を左右に振る。

　腕を振り上げる。

　バランスが取れなくて、ふらつく。

　膝ひざをついたのがわかる。なんとなく。

　身体からだが、ゆれる。まわってる。腕を振る。そのまま倒れる。

　だめだ、これ。限界。吐きそう。

　スキルを。

　オフに。

　できない。

　時間制限──自動解除──だから。

　だめだ。

　本気で、気持ち悪くなって──

　────

　────────っ！







「──は！　はぁ。あ。あ」

　感覚が戻った。

　きもちわるい……吐きそう。床がぐるぐる回ってる。

　何秒経たった──？　たぶん、30秒くらい。このスキルをテストした時はそうだった。

「タナカは!?」

　いた。

　階段の近くにいたあいつは、僕の後ろにある壁の下で倒れてる。

　よし、成功した。

「あ、あなたは……!?」

　レティシアがアイネさんを抱き起こしながら、僕を見てた。

「あなたは駆け出し冒険者じゃなかったんですの!?　タナカの連撃を紙一重でかわして、奴の腕を摑つかんで吹っ飛ばすなんて!?」

「へー、僕はそういうことしたのかー」

　首を傾けたときに剣をかわして、

　腕を振り上げたときに、タナカの腕に触れて、

　身体がぐるん、と回転したときに、あいつの突進力を利用して投げ飛ばした──らしい。

　あー、もう。気持ち悪い。

　身体動かないし。なんだこのハイリスク・ハイリターンなスキル。




『超越感覚ＬＶ１』

『沈黙』することで、五感を一時的に遮断することができる。

　その間、第六感が研ぎ澄まされ、身体は危機に反応して勝手に動く。

　使えるのは一日一回。稼働時間は30秒。




　究極の危機回避スキルだけど、発動中に自分がなにをやるかわからない。

　しかも身体に負担がかかるせいで、使用後３分は動けなくなるっておまけつきだ。

　セシルとリタには、自分たちが側そばにいないときは使っちゃ駄目って言われてたのに。

「取引しませんか、レティシア」

　僕はレティシアに言った。

「これから僕たちはあなたに能力を見せる。そのことを内緒にしてくれたら、アイネさんを助けるのに協力してもいいです」

「……え？」

「『契約』は僕たちが『鋼のガーゴイル』を倒せるかどうか、実験してからですけど」

「な、なにを言ってますの!?　目の前にタナカがいますのよ？」

　レティシアは、まだ立ち上がれずにいるタナカを指さした。

　異世界からやってきたチートキャラ（推定）か……。

　強いけど、どうにかなりそうな気がするんだよなぁ。

　レティシアとの交渉は、あいつを片付けてからにしよう。落ち着かないからね。

「スキル起動！　『高速分析ＬＶ１』！」

　僕の視界に数個のウィンドウが開いた。

『レティシア＝ミルフェ』『アイネ＝クルネット』『タナカ＝コーガ』そのほか。

　戦ったせいで、タナカのステータスが少しだけわかるようになってる。




『タナカ＝コーガ

　職業：剣士

　武器：はがねの大剣グレートソード

　防具：祝福された鎧よろい（魔法減衰効果あり）』




　さすがにスキルまではわからないか。

「……てめぇ」

　タナカが頭を振って起き上がる。

　右腕が変な方向に曲がってる。

　さすがチートキャラ。

　攻撃の勢いを利用してぶんなげると、本人の腕を破壊するほどの突進力なのか。すごいな。

「勇者の俺になにをしやがった！　この世界のキャラが俺に勝てるわけねぇんだ！」

「たいしたものだね、勇者さま。僕の一撃を受けて起き上がるなんて」

「馬鹿にしてるのか」

「してないよ。お前の力には驚いてる。その鎧もかっこいいし」

　これは噓うそじゃない。

　加速スキル。魔法の鎧。善玉でも悪玉でも、物語ならタナカは主役を張れるレベルだ。

「ところでさ、勇者さまはこの世界が好きなのか？」

「ああん？」

「この世界に不満はないのか？」

「ねぇよ。俺はこの世界に来て、はじめて正当に評価されたんだ。俺が前にいた──じゃ、俺を認めない奴らばっかりだったからな。満足してるさ」

「僕はひとつ、不満があるんだ」

「……なんなんだお前は」

「ほら、この世界ってドライヤーがないだろ？」

「……はぁ!?」

　タナカの目が点になる。大剣を摑みかけた手が、止まる。

　やっぱりこいつ、ノリがいいな。

「僕の仲間は髪の長い女の子ばっかりだから、洗った後で乾かすのに時間がかかるんだ。ふたりで桶おけにお湯をもらってきて、部屋で洗ってるんだけどさ。もちろん服は着てるよ？　じゃないと僕が部屋の外に出なきゃいけないし。それに着衣で髪だけ洗うってのも萌もえるシチュエーションだと思わないか？」

「……お前……まさか」

「でも、ドライヤーがないから、ふたりとも髪を乾かすのに時間かかるのが困るんだよなー。もっと簡単にならないかなー、って思ってたんだよ」

「お前は俺と同じ──、違うのか？」

「あ、そういうのはどうでもいいんだ。僕は今、洗い髪の魅力について話してるんだよ」

「…………いや、なに言ってんだよ」

「だから、髪を乾かすのって大変だけど、湿った髪を結ってる姿も可愛かわいいって話だろ？　首筋とかうなじとか、よく見えるし。褐色の肌も白い肌も、どっちもいいよね」

「お前本当になんなんだ。俺と同じ──なのか？　本当に」

「お前こそちゃんと話聞けよ。この世界で勇者になることなんかより、セシルとリタの隠れた魅力の方がずーっと重要だろ？」

「意味わかんねぇんだよ！　お前は──か？　こっちの人間なのか!?」

「お前こそ、この感覚がわからないなんて、本当に勇者か？」

　いいと思うんだけどなぁ。結った髪って。

　ほら。たとえば今、窓越しに見える姿とか。

　街路樹の枝に猫みたいな格好で立ってて、今まさにジャンプしようとしてる。

　獣耳はぴん、と立ってて、尻しつ尾ぽは膨らんでる。結った髪がもうひとつの耳みたいだ。

　うん。

　間に合った。時間稼ぎ成功。

　リタなら気づくよな。ギルドの様子がおかしいことくらい。

　人の気配ないし。タナカは殺気を振りまいてるし。

　リタは『気配察知』持ってるんだからさ。

「よく来た、我が奴隷、リタ＝メルフェウスよ」

　僕は窓の外に向かって、告げた。

「では、我われが所属するギルドの少女を傷つけた敵を討て！」

「心得ましたご主人様っ！」

　格子窓を破って飛び込んできたリタの蹴けりが、タナカ＝コーガの背中を撃った。

「──ちぃっ！」

　振り向きざまにタナカが剣を振る。

「なっ!?」

　リタは流れるような動きでそれをかわし、肘ひじを奴の手首に叩き付ける。

　衝撃。ガントレットに包まれたタナカの手首が震える。落としそうになる大剣を、タナカが慌てて握り直す。でも、リタの攻撃は止まらない。『神聖力』に包まれた爪先が、タナカの喉のどをかすめる。タナカが目を見開いてる。けど、甘いよ。

　この世界にだってチートキャラはいるんだ。

「……よくも私のご主人様に刃を向けたな！」

　リタが、ぞくん、とするほど、殺気に満ちた声で、吠ほえる。

「ただじゃ殺さない。身体中の骨を砕いて、自分のしたことを後悔させてやる！」

「リタ！　そいつの固有スキルは『倍速』だ！」

　僕の『高速分析』のウィンドウにタナカの能力が表示される。

　交戦を続ければ続けるほど、相手の能力を解析できるらしい。

　主従契約のせいで、リタの戦闘情報が僕にも伝わってくる、ってことか。

「右腕はさっき潰つぶしといた！　そっちが死角だ。あと、鎧が硬いから露出してるところを狙って！」

　タナカは身長と同じくらいのサイズの大剣を、通常の２倍、３倍の速度で振ってくる。

　要は、１ターンに２回攻撃できるようなものだ。

「わかった！　危ないからナギはさがってて！」

「了解！」

　僕はアイネさんとレティシアを連れて、階段までさがる。

「そいつは魔法が使えない！　戦士系だ！　あと、素早さが高くて知力が低い！　ぶっちゃけ頭は悪い！　あと、挑発にも弱いと思う！」

　その間も『高速分析』でタナカのスキル、ステータスを丸裸にしていく。

「ありがと！　あと、遅れてごめんね！」

「大丈夫！　計算してた！　リタたちがお風ふ呂ろにかける時間は分刻みで覚えてるから！」

「それってえっちくないっ!?」

「奴隷の生態を理解するのも主人の務めだから！」

「もっとえっちくなってる気がするんだけど!?」

「じゃあこれからは気にしないようにする！」

「それはやだっ！」

　リタは、だんっ、と大剣を避よけて宙返り。僕の目の前に着地する。

「ナギにいろんなこと知られるのは恥ずかしいけど、気にしてくれないのはもっとやだ！　あれ？　じゃあ私どうしたらいいの!?」

「わかった。帰ったら話し合おう」

「不公平なのはだめ！　セシルちゃんも一緒だからね！」

「いちゃいちゃすんじゃねえ！」

　がいん、と、タナカが大剣で壁を叩たたいた。

「なんなんだてめぇは！　そいつの仲間か!?」

「私の大事な人を殺そうとした奴と話す口はないわ」

「てめえもだ！　さっきからぐちゃぐちゃと！　文句があるなら俺と戦え！」

「無茶言うなよ。僕はチートキャラじゃないんだから」

　僕は一歩、左に動いた。




「それに──静かにしてたら、セシルが魔法を詠唱しながら近づいてきてるのがバレるじゃないか」




「『其そは我が怒り。其は我が血潮の現れ。其は熱を宿した数多あまたの刃──』」




『高速分析』は、近くにいる相手の状態をリアルタイムで観測できる。




「『怒りは正当なる報復を与え、我が敵の終しゆう焉えんまでその拳こぶしは止やむことはない。一切の妥協はなく。一切の慈悲もない。ただ滅せよ。滅せよ。滅せよ。すべてを灼やき尽くし、末期の刃を撃ち放て──』」




　だから、気づいてた。

　セシルが『古代語魔法』を詠唱しながら、階段を登ってきてることくらい。

　湯上がりのセシルは、銀色の髪を三つ編みにしてる。かわいい。

　けど、怖いくらいの殺気を放ってる。はふー、はふー、って荒い息をついてる。

　絶対この敵は殺すって、真っ赤な目をつり上げてる。




「『火炎の精霊よ百万の息い吹ぶきで我が敵を滅せよ』──『炎の矢フレイムアロー』！」




　セシルの古代語魔法『炎の矢』が完成する。彼女の背後に円形の魔法陣が生まれる。

　そこから飛び出した炎の矢が、タナカに着弾。火の粉を散らす。

「レベル１の火炎魔法がどうした!?」

　顔をガントレットでかばったタナカが、にやりと笑う。

「俺の鎧には魔法減衰効果があんだよ！　炎の矢なんざ蚊に刺されたくらいにしか感じねぇよ！」

「────」




　ずどどどどどどどどどっ！




　セシルが無言で腕を振る。

　魔法陣が連射する『炎の矢』が、再びタナカに着弾する。

「だから！　効かねえって言って──」




　ずどどどどどどどどどがががががががっ！




『炎の矢』は止まらない。

　弧を描き、包囲するような軌道でひたすらタナカに向かって連射し続ける。

　４発──８発──16発。同時発射する矢の数が秒刻みに増えていく。

「無駄──蚊に刺された程度──無駄──」




　ずどどどどどどどどががががががががががががががががががががががが！




「この鎧は──魔法を６割──減衰──」




　ずどどどどどどどどどがががががががっががっがががががががががががががががが！




「おい──これ──いつまで────」




　ずどどどどどどがががっがががががががががががががががががががががっがががががががっがががががががががががががががががががががっがががががががっがががががががががががががが！




「やめ──おい──これ────地味に痛──動けねぇ──」




　ずどどどどどどがががががががっがががががががっがががががががががががががががががががががっがががががががっがががががががががががががががががががががっがどががががががっががががががががががっがががががががっがががががががががががががががががががががっがががががががっがががずどどどどどどがががががががががががががどどどがががががっがががががががっががががががががががっがががががががっがががががががががががががががががががががっがががががががっがががががががががががががが!!




「やめてやめてやめてやめて！　いたいいたいいたいいたい！　やめて──死んじゃう──！」

「はふー、はふー、うがー！」

「セシルストップ！　もういい！」

　セシル、真っ赤な顔してる。魔力使いすぎの兆候だ。

「ナギさまを傷つけました。ナギさまを殺そうとしました。この人はナギさまを殺そうと──っ！」

「傷ついてないから！　ほら。僕は無事。傷ひとつない」

「……ほんとう、ですか」

「ほんとほんと。ほら、元気」

「あとですみずみまで確かめさせてくれますか？」

「わかったからストップ！　このままだとセシルがぶっ倒れるから！」

「……わかり、ました」

　炎の矢の奔流が止まる。

　セシルはふらふらと僕の前まで来て、くたん、と膝ひざをついた。

　古代語魔法『炎の矢』の効果は超速連射。しかも魔力が尽きるまで撃ち続けられるってことか。

「わたしの知らないところで、ナギさまが、傷つくのは、やです」

「……だいじょぶ、どうしてもって時は逃げるからさ」

「うー。ふー。うがー……」

「どうどう」

「はふ……すぅー……」

　僕の腕の中で、セシルはまた、眠ってしまった。

　……やっぱり、いろいろと考えなきゃいけないな。

　お風呂で別行動とるたびに、ふたりが心配して焦って慌てて済ませて……ってのも大変だし。

　どこかお風呂のついたアパート……じゃなくて宿舎とか借家とかあればいいんだけど。

「ねぇ、ナギ。こいつどうする？」

　振り返るとリタが、倒れたタナカを見下ろしてた。

「…………こわいこわいこわいちっちゃいここわいこわいちっちゃいのにつよいこわいこわいこわいこわい…………」

　タナカはあちこち火傷やけどして、髪は半分くらいが焼け焦げて、煙を上げてる。

『祝福された鎧』は魔法減衰効果を持つ。

『炎の矢』なんて、蚊に刺されたくらいにしか感じないらしい。

　だけど、大量の蚊にたかられて刺され続けたら人間は死ぬんだ。

　まさか身動き取れなくなるくらいに『炎の矢』の乱打を食らうとは思ってなかったんだろうな。格ゲーで端に追い詰められて削り殺されるようなもんか。現実にやられたら恐怖だよな……。

　合掌。

「こいつ、とどめさしていい？　いいよね？」

　リタが倒れたタナカの頭の上で、脚を振り上げてた。

「足が汚れるからやめとこうよ。お風呂入ったばっかりなんだし」

「はぁい。ご主人様」

「タナカ＝コーガの雇い主は伯爵、だったっけ」

　僕は呆ぼう然ぜんとこっちを見てるレティシアに向かって言った。

「え、ええ。『貴族ギルド』の長、リギルタ伯爵ですわ」

　レティシアは少し呼吸を整えてから、言った。

「じゃあ、僕らがこいつを痛めつけたことがばれたらどうなる？」

「……どうにもならないと思いますわ」

　レティシアは疲れたみたいに首を横に振った。

「こいつはリギルタ伯爵が裏で雇ってる人間です。返り討ちに遭ったからって、貴族側が文句を言うわけにもいかないでしょうね」

　そこはちょっと同意できない。

　裏で動いてる人間なら、裏でこっちに仕返ししてくることだってある。

　結局、僕たちはメテカルを出るしかないわけだ。

「……しょうがないなぁ」

　よっと、と、僕はセシルの身体をリタに預けた。

　ふたりとも、汗びっしょりだ。せっかくお風呂に入ったのに。

「ひとつ、相談があるんだ、レティシア」

　僕は倒れたままのアイネさんを椅子に座らせる。

　気を失ってる──いや、眠ってるみたいだ。

「僕はアイネさんに借りがある。ひとつは内緒でクエストを紹介してもらったこと、ひとつはスキルをもらったこと」

「……だから？」

「助けたい。だけど『鋼のガーゴイル』と戦うなら、こっちも命がけになる。だから、代わりに聞いて欲しいお願いがあるんだ」

「助けは……願ってもないことですわ」

　レティシアは転がってるタナカを見た。

　僕たちの実力──というか、セシルとリタの実力はあれでわかるはず。

「それで、お願いとはなんですの？」

「僕たちは安定した住すみ処かが欲しいんだ。安くて長期間借りられる家を紹介してもらえないかな。できれば部屋が３つ以上あって、お風呂がついてるところがいいんだけど」

「港町イルガファに、わたくしの別荘がありますわ」

　少し考えてから、レティシアは言った。

「死んだお母様から受け継いだもので、所有権はわたくしにあります。父もその屋敷のことは知りません。よろしければ、あなたたちにお貸しします」

「家賃は？」

「大事に使ってくれるのなら、いいです」

「ありがと。助かる」

　これで住処がゲットできる。さすがにいつまでも放浪生活ってわけにはいかないからね。

「次に『祝福された鎧』を裏でさばけるルートとか知らない？」

「『祝福された鎧』？」

「こいつの」

　僕はタナカ＝コーガを指さした。

「こいつはまだ同じことしそうだし、武装解除しといた方がいいだろ？　でも、装備品捨てるのはもったいないし、手数料含めてレティシアと半々でいいからさ、売って現金化できないかな？」

「……まぁ、ないこともないですわ」

「任せていい？」

「ええ。ただ、わたくしの分はいりませんわ。半分は、アイネに」

　レティシアは椅子にもたれて眠るアイネさんを見た。

「あの子、最後まで『庶民ギルド』のメンバーのことを気にしてましたの。みんながこの町を出て、新しい生活を始めるための資金をあげたい、って。手数料はそれに使いますわ」

「手数料は７割でいいや」

「優しいんですのね」

「借りを作りたくないだけだよ。一応、僕も『庶民ギルド』のメンバーなんだから」

　どうせ『祝福された鎧』なんて、ルートのない僕たちには危なくて売れないからな。

「最後に、依頼を正式に受けるのは、明日あしたの昼頃まで待って欲しい」

「アイネの記憶は……時間が経つと蒸発しますの……」

　悔しそうに、レティシアは言った。

「『イトゥルナ教団』が使ったのはそういうアイテムだそうですわ。タイムリミットは３日後まで。それまでに取り戻せば、記憶は完全な状態で復元できます。でも、それを１秒でも過ぎれば、アイネの記憶は完全に消えてしまうのですわ……」

　レティシアはテーブルに手をついて、うなだれてる。

「きついよな。親友との思い出が数年分消えちゃうんだから」

「わたくしはアイネの弟──ナイアスが死んだ時、彼に『アイネはわたくしが守る』って約束したんですわ……あの子が、安らかに眠れるように」

「アイネさんがレティシアを信頼してるのは、見てればわかるよ」

「貴族とは民を守るものなのです」

　レティシアは淋さびしそうに、折れたレイピアを見つめてる。

「でも、『貴族ギルド』ではそれができない。だからわたくしは『庶民ギルド』に加入したのですわ。アイネもナイアスも、そんなわたくしを受け入れてくれました。貴族を嫌う他の冒険者を説得してくれたのですわ。その２人に、わたくしは報いたいのですわ」

　……すごいな、レティシア。

　貴族だけど。立場が上の人間だけど、すごくまともだ。

　元の世界から通して、そういう人にはじめて出会ったような気がする。

「３日後だよな。アイネさんの記憶が消えるのは」

「ええ」

「わかった。間に合わせる。でもその前に今回のクエストがクリアできるかどうか、僕と仲間のスキルをチェックしておきたいんだ。こっちも仲間に犠牲を出すわけにはいかない。だから正式に仕事を受けるのは、明日の昼まで待って欲しいんだ」

「わかりました。けれど……あなたたちは何者ですの？」

　レティシアは言った。

「ただの低レベル冒険者ではないですわよね？」

「レベルが低いのは本当だよ」

　僕は言った。

「だけど、パズルのピースが嚙かみ合ったときだけ、他のひとにはできないことができたりする。今回はアイネさんを助けるために、パズルをこの状況に合わせてみる」

「……意味がわかりませんわ」

　大丈夫、僕だってよくわかってないから。

　さて、と、宿に戻ってセシルを休ませて、それからふたりにこれからのことを話さないと。

「それじゃ、よろしくお願いします、雇用主さま」

　レティシアに頭を下げて、僕たちはがらんとした『庶民ギルド』の建物を出た。









第６話「はじめての３人共同作業トリプル・ストラクチヤー」








「と、いうわけで、定住するために働こうと思うんだ」

　宿に戻って、セシルが目を覚ましたあと、僕は今回の事件について話した。

『庶民ギルド』が潰つぶされたこと。アイネさんの記憶が奪われたこと。

　そしてアイネさんの幼なじみのレティシアが、彼女を助けるために協力して欲しがってること。

「記憶を抜き出すアイテム……聞いたことあるわね」

　話を聞いたリタが、首を傾かしげた。

「確か『清浄なる杖つえ』だったはず。過去を消して、まっさらになって女神に仕えたい信者とかに使用するものね。結晶体になって抜き出された記憶は、３日くらいで空気に溶けて消えちゃうの」

「……それを悪用かよ。ったく、悪趣味もいいとこだよな」

「思い知らせてやらないとね」

　リタ、怒ってるな……かなり。

　下手すれば自分だって奴隷化されて記憶消されてたかもしれないんだから。

「はい！　わたしもお手伝いしたいです！」

　セシルが、しゅぱっ、と勢いよく手を挙げた。

「もともと魔剣を呼び出したのは、わたしの同族ですから。そのせいで不幸になっちゃった人を助けたいってナギさまがおっしゃるなら、わたしは全力で働きます！」

　ふたりともやる気まんまんだ。

　そして、僕の目の前には４個のスキルクリスタルが並んでいる。

　アイネさんにもらった「ドブそうじＬＶ１」。

　レティシアにもらった「魔導歌唱ＬＶ１」「遅延魔法スローＬＶ１」。

　ギルドからの帰り道に買ってきた「盗技ステイールＬＶ１」。

「これを組み合わせて、どうやって『鋼のガーゴイル』を攻略するか……」

　今回のクエストの目的は、アイネさんの記憶を取り戻すこと。

　敵は『鋼のガーゴイル』。スペックは次の通り。




『「鋼のガーゴイル」

　魔力で動く彫像。翼とかぎ爪を持つ。

　火炎魔法無効。物理ダメージ減衰。

　ただし「ガーディアン」の中では低レベル』




「あのさ、ふたりとも」

　僕はベッドに座り、リタとセシルを見た。

「こないだ、リタで『能力再構築スキル・ストラクチヤー』の実験をしてて、気づいたことがあるんだ」

「……わぅ!?」

「真っ赤にならなくていいから。おしおきとかもうしないから！」

「……わぅん」

　胸を押さえて震えるのやめてください。こんな時だけ子犬っぽくならないで。

「発動。『能力再構築スキル・ストラクチヤー』」

　スキルを起動すると。僕の前にウィンドウが表示される。

　前と同じだ。自分の中にあるスキルをイメージすると、概念分解される。

　だけどよく見ると……レベル２になってからウィンドウが少し大きくなってる。

　具体的には、スキルをもうひとつ乗せられそうなくらい。

「セシル、リタ、ちょっと手伝ってくれないかな？」

「あ、はい？」

　セシルが不思議そうな顔してる。

　あ、そっか。ふたりにはウィンドウは見えないんだっけ。

「クエストをクリアするために、僕たちをパワーアップできるかどうか確かめてみたいんだ。ほら、クリアすれば家が借りられるわけだし、自炊もできるし落ち着いてお風ふ呂ろも入れるようになるしさ」

「……お風呂、ですか」

　セシルがなぜか考え込むように首を傾げる。

「ゆっくりお風呂、ですね？」

「うん、ゆっくり」

「わたしたちみんなで、ですよね？」

「うん、セシルたちみんなで」

「……わかりましたっ！」

　それから、ざざざざざーっと、膝ひざ立だちのままこっちに来る。

「は、はい、どうぞ、ナギさま」

「あ、ずるい！」

　ふわふわ、ぱたぱた。

　リタも子猫みたいな動きで僕に駆け寄ってくる。

　ふたりとも覚悟を決めたみたいに、目を閉じる。

　僕はベッドを降りて、ふたりの前で膝をついた。

　深呼吸して。

　ふわり、と、僕はセシルの胸に右手を当てた。

「……んっ」

　ぴくん、とセシルがみじろぎする。

　僕はセシルのスキルと、インストールしたばかりの自分のスキルを呼び出す。




（１）『盗技ＬＶ１』

『手技アーツ』で『武器』を『奪う』スキル




（２）『動物共感ＬＶ３』

『動物』と『気持ち』を『通わせる』スキル




「大丈夫？　セシル」

「……あ。ん……はぁ。だいじょぶ、です」

「うん……じゃあ、リタ」

「…………え？　え？　ええええええっ！　一緒に!?」

『能力再構築ＬＶ２』のウィンドウには、まだ余裕がある。

　リタはびっくりしてるけど、このスキルは僕たちの命綱だから、理解しておかないと。

「……や。こら。ナギっ……ちょっとぉ……」

　僕はリタの胸に、左手で触れた。

　くすぐったそうに身をよじるリタ。だけど、離れようとはしない。

　僕はリタのスキル『歌唱ＬＶ５』をウィンドウに呼び出す。




（３）『歌唱ＬＶ５』

『歌』で『人の心』を『動かす』スキル




　……できた。

『能力再構築ＬＶ２』の効果がわかった。

　今まではふたりでしか『再構築』できなかったのが、３人でできるようになってる。

『能力再構築』は自分と奴隷の魔力を混ぜ合わせることで、より高度なスキルを生み出すことができる。

　じゃあ、３人の魔力を組み合わせたら、どうなるんだろう……。

「うん。実験終了」

　僕はふたりの胸から、手を離した。

「……ひゃい」「……は、ふ。うん」

　セシルとリタは一緒に、はぅ、ってため息をついた。

　ＬＶ２の使い方はわかったけど、やっぱり問題がありそうだ。

　僕はふたりが落ち着くのを待って説明を始める。

　まず、第一の問題はセシルとリタの、身体からだの負担。

　僕と一対一で魔力をやりとりしてる時も、ふたりはかなりつらそうだった。

　３人で魔力を交換したらどうなるかわからない。

　もうひとつは、物理的な問題。

『再構築』をするには、ふたりと身体を触れ合わせなければいけない。

　スキルは人の胸にあり、心臓の近くを接触させるのが一番魔力を交換しやすい。

　だから手で触ってたんだけど、セシルとリタの胸に触れながら『能力再構築』のスキルの『概念』を動かすのは無理だ。僕の手は２本しかないんだから。

　最後に、これは安全な場所で行いたいってこと。

『再構築』の間は３人とも無防備な状態になる。

『貴族ギルド』が踏み込んでくるとは思えないけど、万一の用心はしておきたい。

「……ってことなんだけど」

「心配性なご主人様ねっ」

　話を聞いたリタはふふん、と、鼻を鳴らした。

「必要なことなんでしょ？　だったらやりなさいよ。身体の負担なんか、どんとこーい、よ」

「ふたつ目の問題ですけど、ナギさまの手が使える状態で魔力を交換できればいいんですよね？」

　セシルはなぜかほっぺたを赤くして、むん、と、拳こぶしを握った。

「魔力についてはわたしが専門です。考えがあります。このへんはリタさんと相談しておきます」

「最後の問題は場所だけど、あの地下室を使おうと思う。セシルにしか開けられない、秘密の場所があるだろ？」

　というよりも、他に心当たりがない。

　だから、セシルの同族が残してくれたあの場所を利用させてもらおう。

「わかりました。あの場所ならぴったりだと思います」

「そうね。ナギが『再構築』したスキルの実験もできるもん」

　セシルとリタは同時にうなずいた。

　時間は……今から行けば夕方までには着けるか。

「じゃあ準備して、夜までには着きたいから。すぐに出よう」

「はい！」「了解っ！」

　そして僕たちは出かけることにしたのだった。










　所要時間は、２時間と少し。

　僕たちは魔法使いの屋敷の地下にある隠し部屋にたどりついた。

　ここは昼も夜も変わらない。壁がほの白く発光している。

　入り口は『古代語』で封印しているから、人が入ってくる心配はない。

『天使ガーディアン』は、こっちが部屋に入らない限りはなにもしない。それに扉にかけられた古代語の封印は、セシルにしか解けない。出てくるのは無理だ。

「ありがとうセシルの同族の人。ありがたく使わせてもらうよ」

　部屋の床には腰ぐらいの深さまである川が流れてる。たぶん、近くで湧いてる温泉が流れ込んでるんだろう。そのせいか、部屋の中は春みたいに、あったかかった。

「これで安全性の問題はクリア」

　あとは『再構築』のときに、魔力をどうやって交換するか。

「それについては、セシルに考えがあるって言ってたよね」

「はい」

　セシルはなぜか、もじもじしながらうなずいた。

「リタさんと打ち合わせしました」

「うん。完かん璧ぺきだもん」

「ですのでナギさま、ちょっとここに座っていただけませんか？」

　セシルとリタが、そろって部屋の中央──温泉が流れてるあたりを指さした。

「ここに座ればいいのか？」

　僕は靴を脱いで、川のほとりに腰掛けた。

　なんか元の世界の足湯に入ってるような気分だ。温泉なんか行ったことないけど。

「もうちょっと前です」

「あと、先に謝っておくわ。ごめんなさい。ご主人様」

　──え？

　リタが僕の背中を、ぽん、と押した。

　じゃぶん。

　バランスが崩れて、僕は温かい川の中に座り込む。

　抵抗できなかったのは、視界が真っ暗だったから。

　リタが気配も感じさせずに、布のようなもので僕に目隠しをしたからだった。

「あ、あの。ちょっと、ふたりとも、これ、なに？」

「風邪ひかないように、です」

「魔力の伝達を高めるためには、接触部分を多くした方がいいでしょ？」

「でも、ですね。まだちょっと、恥ずかしいので」

「見えないと『再構築』スキルが使えないようなら、目隠しを外してあげるけど」

「もしかしたら使えるかもしれないので、試してみてください」

「……これから強敵と戦わなきゃなんだから、ナギは……体力使ったら、だめだもん」

「セシル……リタ？　……言ってる意味がよくわからないんだけど……？」

　しゅる、と、衣ずれの音がした。

　セシルの小さな手が後ろから、僕の上着のボタンを外していく。なにこれ。

　自分の上半身がむき出しになったのが、感覚でわかる。

「ちょっと待った。ふたりともなにする気──」

「えい」「とぉ」

　温かいものが前後から、僕の身体を挟みこんだ。

　どくん、と、鼓動が直接、皮膚に伝わってくる。

　背中に触れているのは、ささやかだけど柔らかいふくらみ。

　細い腕が、ぎゅ、と僕を後ろから抱きしめてる。

　胸に触れているのはボリュームのある、熱を帯びたもの。

　ちゃぷ、って水音がするのはたぶん、尻しつ尾ぽが揺れているから。

　……リタと、セシルが、僕を挟みこむみたいに、前と後ろから……抱きしめてる。

　ふたりとも、はだけた胸を、押しつけるような格好で。

「こ、これで魔力の接続ができると思います」

　背後からセシルの声がした。

「スキルは胸の中にあります。そして、心臓の辺りに、一番強い魔力の流れがあるんです」

「だ、だから、お互いにこうやって身体を押しつければ……その」
















「手を使わなくても、魔力の接続が、で、できるはず、なんです」

「……なるほど」

　僕は『能力再構築ＬＶ２』を起動した。

　真っ暗な視界の中に、ウィンドウが現れた。

　あ、見えるのか。これは。

　元々僕にしか見えないものだから、視界が塞ふさがれてても関係ないんだ。

「も、もしもこの状態で『再構築』できないなら、め、目隠しを外してください。わたしはいいです。わたしの身体なんか見ても、ナギさまはなんにも感じないと思いますから……」

「わ、わ、私だって平気だもん！　どうってことないもん！　どんとこーい、だもんっ！」

　ふたりとも、どんな格好してるんだろう。

　直接いろいろ当たってる。背中にはセシルの、つん、とした部分が触れてて、前からはリタがおっきなふくらみを押しつけてる。ふたりの熱と鼓動が、はっきりわかる。

　目隠しを外したらすごいことになるんだろうな……なるけど。

「この状態で、大丈夫だ」

　これ以上、理性を削られたら、仕事どころじゃなくなるから。

　本当は『庶民ギルド』と『貴族ギルド』の争いには、あんまり興味がないけど。

　アイネさんを助けて、別荘に住む権利をもらうってのなら悪くない。

「それじゃ『能力再構築スキル・ストラクチヤー』を開始する！」




（１）『盗技ステイールＬＶ１』

『手技アーツ』で『武器』を『奪う』スキル




　僕は自分の中からスキルを召喚する。

　これは『盗技』──一定の確率で、相手の武器を奪うスキルだ。

『能力再構築』を起動すると、自分の魔力とセシル、リタの魔力が繫つながってるのがわかる。

　ふたりとも何も言わない。

　息づかいだけが伝わってくる。熱い。

　僕はセシルから、さっきインストールしたばかりのスキルを呼び出す。




（２）『遅延魔法スローＬＶ１』

『魔法』で『反応速度』を『遅くする』スキル




　どくん。

　セシルの心臓が、跳ねた。

「はぅんっ！　あ……あ……くっ。あ……」

　僕を抱きしめてる腕に、ぐっ、と力がこもる。

　次は、リタのスキルだ。




（３）『魔導歌唱ＬＶ１』

『歌』で『魔力』を『高める』スキル




　これもコモンスキル。歌うことで、仲間の魔力を増幅させる。

　リタにはぴったりだけど、このままじゃ『鋼のガーゴイル』への決定打にはならない。

「…………な、なぁんだ。こ、このていど。どってことなかった、わね」

　僕の肩に額を押しつけて、リタがつぶやく。

「もっとすごいかと、思ってた……このくらいなら……いくらでも……」

「いや、まだスキルを表示させただけだから」

「…………わぅんっ!?」

　ちゃぶん、とリタの身体が揺れる。

「あ……あう。動かないでください、リタさん。魔力の接続がずれちゃいます……ぅ」

「ご……ごめん。だって……あの、その」

「繫ぎ直すときに……あの、ぴりぴりしちゃいます……から」

「……は、う。うん。ごめん……」

　あふー、あふー、って、荒い、リタの呼吸。

　それが落ち着くのを待って、僕はスキルの文字に手をかける。

　暗い視界の中、『魔力』の文字に触れる──

「ん──────っ！」

　──っ!?

　熱い息と、かぷり、という感触。

　甘あま嚙がみ？

「んっ！　ん、ん────ぁ──あ、あ、あ」

　リタが僕の肩を軽く嚙んでる。温かい舌が、僕の皮膚に触れる。

「んっ。だ、だいじょぶ。だから、続けなさい──ナギぃ」

「う、うん」

『魔力』の文字を揺らしながら、リタのスキルから外していく。

　ゆっくりと。

「──はぅ、あ」

　少し動かしたらなめらかになったから、素早く──

「──わぅっ！　やだ……これ、こないだとちがぅ──ぁ！」

　リタがだだっ子みたいに首を振る。

　金色の髪が僕の顔に当たって──あ。

　目隠しがずれた。

　最初に見えたのは、ぼんやりと宙をさまよってる、リタの視線。

　……目隠しがずれたの、気づいてない？

　というか、そんな場合じゃなさそうだった。

　リタの背中は、真っ赤にほてって、はだけたローブが、お湯の中で揺れてる。

「……ナギぃ……だめ……これ……魔力……こないだより強い……せつないよぉ……」

　見とれてる場合じゃない。

　僕はリタから外した文字を、セシルの『遅延魔法』に当てた。

「………………ふわ、ぁ。なんだか……ふわふわ……しますぅ」

　背中越しに、セシルの熱っぽい声がした。

「セシルのスキルは、概念をふたつ書き換えるけど……いい？」

「…………わたし、は……なぎ……ひゃまの……もの……ですぅ」

　ことん、と、小さな頭が、僕の背中に押しつけられる。

「…………からだのそとも…………なかもぉ……だから」

「…………うん」

　だけど、セシルは小さい分だけ、僕たちより体力がない。

　短期決戦で済ませた方がいい。

「いくよ、セシル」

「…………ふぁい…………なぎひゃま……きて……」

　ふたつの概念を同時に動かす。

　リタの『魔導歌唱』から抜き出した『魔力』と、

　僕の『盗技』から抜き出した『奪う』を、

　セシルの『遅延魔法』の中に──押し込む。

「……あ……ん……あぁ…………ああっ、あ！」

　僕の背中で小さな身体が、がくがく、と、震えてる。

　ちゃぷ、と、水音がする。

　まわりでお湯が、ちゃぷ、ちゅく、ちゃ、と、波打つ。

「やっ──や────あ」

　セシルの細い指が、僕の背中を引ひっ搔かいた。

「ナギさまと──リタさんが──はいって──────つよ……あ、ああっ！」

　概念はまだ完全にセシルの中に入ってない。

　ふたつの概念は『遅延魔法』の概念を押し出しきれずに、入り口で引っかかってる。

　いっぺんにやったせいか。文字が斜めになってる。

　僕は引っかかった部分を指で押してみた。

「……あぅ…………あっ！」

　よし。動く。

　今度はもうちょっと力を入れて──

「…………ひゃぅん！　ひゃ……ふわ……ひぅ……ん」

『能力再構築ＬＶ２』で３人のスキルを変更できるようになったけど、まだ、慣れてない。

　動きが固い。ぎこちない。

　こんなんじゃセシルとリタに負担がかかるばっかりだ。

「なぎ……さま……なぎ、ひゃまぁ！」

　セシルが僕の背中に、小さな身体をこすりつけてる。かすかな膨らみと、突起がこすれて、セシルがまた声を上げる。セシルのお腹なかも、腰のあたりも、僕にぴったりとくっついてる。セシルが動くたびに、ちゃぷ、ちゅく、って水音がする。止まらない。

「…………わかんない……です。なぎひゃまと……りたひゃん……わたしのなかに…………どこまでがわたしで……どこからがなぎひゃまなのか…………もう、わかんなぃ……あ、ああああっ！」

　文字が、セシルの中に入った。

『遅延魔法』、ひとつ目の概念を書き換えた。

　あとひとつ！

　セシルは細い身体をぎゅっ、ぎゅぎゅ、って押しつけてくる。

　はぅ、はぅ、っていう、熱い息がくすぐったい。ずっと。

「だめ……ふしぎです……わたし…………あつくて……こわいのに……しあわ……せ……しあわせに…………なっひゃい……ます…………なぎひゃま…………なぎひゃま…………ぁ！　あうっ!!」

「もうちょっとで終わるから」

「……ください……なぎひゃまを、ください……すき……なぎさま、ひゅき……あ、ああああっ！」

　僕はセシルの中にふたつ目の概念を、押し込んだ。

　きつい。ぎりぎり、動かせるくらいだ。僕はセシルの中をゆっくりと進んでいく。文字の隙間に触れるたび、セシルが「あっ、はぁ。あ」って荒い息をついてる。小さな身体をゆさぶってる。僕は少しずつ、少しずつ。文字を揺らしながら、セシルの奥を目指す。

「……あ、あんっ！」

　そしてやっと、ふたつ目の概念はセシルとひとつになった。

「────は、あ。はぁ、あ。ナギひゃまが……います……わたしの…………なか……」

　セシルは僕の肩のあたりに、ぐりぐりと頭をこすりつけてる。

　息を吸うタイミングで身体が小さく、跳ねて、

　息を吐くタイミングで、くたり、と脱力する。その繰り返し。

　僕とリタの魔力が、セシルの中でぴりぴりと跳ね回ってるのがわかる。

「ん！　んぁ。ん────────────っ！」

　リタは僕の肩に歯を立てて、身体の中を駆け回る魔力に耐えてる。

　主従契約のせいか、リタには僕を傷つけることはできない。

　だから、甘く嚙んで、放して──歯を立てて──の繰り返し。

　開きっぱなしの口からこぼれた唾だ液えきが、僕とリタの間を流れ落ちる。

　それがまた、僕たちの間で水音を立てる。

　ずっと終わらないんじゃないかって思うくらいに、繰り返す。

　３人分の呼吸も。

　熱も。

　魔力も。

　声も。

　温ぬるい水流が生み出す、湿った水音も。

　ちゃぷ、ぴちゃ、ちゅく、ぴちゃん。

「はぅ……はぁ…………あ、あん！　なぎ、ひゃまぁ──」

「んっ！　ナギ──ごしゅじん、さま────これ──すごい──こわい──あぁっ」

「がんばって、ふたりとも」

　もうちょっとで、終わる。

　セシルから取り出した文字を、僕は自分とリタのスキルに押し込んだ。




「実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤー』!!」




　ぴりっ、と、僕の背中にも電流が走る。

『能力再構築』に守られてるはずの僕にもわかるほど強い、魔力のほとばしり。

　それが一気にふたりへと流れ込んでいく──

「──なぎひゃま！　あ────や────あ──あああああああっ！」

　セシルの両腕が、ぎゅ、と、僕を抱きしめた。

　熱が伝わってくる。

　僕たちは限界まで密着してる。

　セシルには僕の背中のかたちが、僕にはセシルの胸のかたちが──わかる。

「ん────あ──ん────っ！　ん────っ！」

　リタの背中が、ぴん、と、弓なりになる。

　真っ赤にほてった身体が揺れる。

　僕とリタのお腹のあたりで、ちゃぷ、ちゅ、と水音。何度も、何度も。

　金色の尻しつ尾ぽがぱたぱたと動いてる。千切れるんじゃないかって思うくらい。

　セシルとリタは僕を抱いたまま、しばらく硬直して──

「…………ひゃ……ぅ。なぎひゃま……ぁ」

「…………わぅ……わぅん……ぁ」

　それから、くたん、と、僕に寄りかかるみたいに、脱力した。

「……お疲れさま」

　とりあえず手が空いたから、僕は再び目隠しをつけた。

　だってほら、ふたりとも力つきて動けないし。

　声と、体温と──その、汗のにおいとかだけでも刺激強すぎるのに、視覚まで入って来たらえらいことになりそうだし。とても綺き麗れいななにかが見えそうだし。明日あしたは仕事だし。

　…………………………それはともかく。

　僕と、セシル、リタのスキルは完全に書き換えられた。

『盗技ＬＶ１』

『遅延魔法ＬＶ１』

『魔導歌唱ＬＶ１』

　──この３つのスキルを組み合わせて、変化したスキルは──




『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』

『堕だ力りよくの矢ＬＶ１』

『無む類るい歌唱ＬＶ１』




　効果は……とりあえず、ふたりが落ち着いてから確認しよう。

　そして、実験する。

　隣の部屋にいる『天使ガーディアン』──『鋼のガーゴイル』の上位種に通じるかどうか。

　僕たちの冒険に、安心できる拠点をプラスするために。









第７話「ガーゴイルをバッテリー切れにして粉砕する」








「お待ちしてましたわ──って、なんでそんなにボロボロですのっ!?」

　うん。言われると思ってた。

　僕もセシルもリタも、髪はぼさぼさだし、服はあちこち千切れてるし。

　僕のレザーアーマーには小さな爪つめ痕あとまでついてる。ショートソードは根元で折れて、残ってるのは柄つかと鞘さやだけ。それを手に持ってぶらぶらさせてたら、レティシアだって突っ込みたくなる。セシルなんて、リタの背中で休みながらここまで来たくらいだから。

　僕たちは昨日『能力再構築スキル・ストラクチヤー』を済ませたあと、隣の部屋でスキルの実験をした。

　そのあとは隠し部屋に戻って、朝まで仮眠。

　夜明けを待って、レティシアと合流するために、大急ぎで町に戻って来た。

　ちなみに宿の荷物は魔法使いの館に行く前に、彼女に預けてある。

　アイネさんと一緒に、安全な場所に避難させてくれるって話だったから。

「でも、あなたの武器は？」

「……忘れてた」

　僕はまっぷたつに折れたショートソードを放り投げた。

　どうせ金物相手で折れると思ってたから、もう一本買っといたんだっけ。

　レティシアも武器はレイピアから、頑丈そうなロングソードに切り替えてる。『鋼のガーゴイル』対策だ。お互い、ちゃんと考えてるってことか。

「本当に大丈夫ですの？」

「うん。ちゃんと実験は済ませてきた。なんとかなると思う」

　無理はしない。

　できることを楽して済ませて最大限の成果を、ってのが僕たちのモットーだからね。

「じゃあお仕事しようか。セシル、リタ」

「はいですっ」「りょーかいっ！」

　そして僕たちはアイネさんの記憶奪還に向かうことになった。










　アイネさんの記憶が消えるまでのタイムリミットは、あと２日。

　記憶の結晶体が隠された見張り塔は、メテカルから歩いて数時間のところにある。

　あらかじめ場所とルートを調べておいてくれたレティシアに話を聞いて、地図を確認して、そしてもう一度装備とスキルを確認してから、出発。

　僕たちは夕方少し前に、目的地にたどりついた。

　場所は街道から少しはずれた、森の中。

　背の高い木々に隠れながら近づくと、石造りの塔が見えてくる。

　元々、この国が統一される前に造られたもので、現在はほとんど放置されてるらしい。

　高さはだいたい20メートルくらい。円筒形で、格子のついた窓がある。そのまわりには矢を撃ち出すための隙間。ただし、壁にからみついた蔦つたで塞ふさがってるものもある。整備はされてないみたいだ。ゴロツキに占拠されてるくらいだから、当然か。

　アイネさんの記憶を宿した『結晶体』は、あの塔の中だ。

　僕たちは無言で、ゆっくりと塔に近づいていく。

「──しーっ」

　リタがぴくん、と獣耳を立てて、唇に指を当てた。

　見張りがいる。木々の向こうで、誰かが焚たき火びをしてる。

「聞いたか？　『庶民ギルド』の冒険者たちって結局、どっちでもよかったらしいぜ……」

　声が聞こえてきた。

　塔の入り口で焚き火を囲んでいる男は５人。ひそひそ声で話してる。

「魔剣を手に入れたら『庶民ギルド』の救世主としてでかい面して、失敗したら『貴族ギルド』につく。最悪、逃げればいい、だろ？」

「あいつらコーガさんにあっさり降伏したんだよな？　悪いのは『庶民ギルド』のギルドマスター見習いだって言ってさ」

「アイネちゃんにそそのかされた、だっけ？　よく言うよな」

「魔剣を手に入れれば『庶民ギルド』の利益になるって、さんざん詰め寄ったんだろ？」

「しかも、魔剣を手に入れるためにってことで、ギルドの経費で装備まで新調させたらしいぜ」

「さすがにばつが悪いんだろうな」

「『イトゥルナ教団』が彼女の記憶を奪ったあと、あからさまにほっとしてたもんな……」

　……うわ。

　僕はレティシアの顔を見た。

　彼女もはじめて聞いたらしい。びっくりしてる。

「まぁ、俺らは仕事だからしょうがねぇよな？」

「そうだな。『貴族ギルド』の下働きクビになったら、行くところねぇしな」

「そもそもガーゴイルを運び込んだのは俺らだけど、起動したのは伯爵様だし」

「前金もらって逃げたらあの狂犬タナカ＝コーガが追ってくるだろうからな！」

「まぁ、しょうがねぇよな!?」




「「「「「はーっはっはっはっはっ」」」」」




　よし、襲撃しよう。

　僕は合図した。

　リタが音もなく木陰から飛び出す。容赦ない回し蹴げりが、ふたりの男を蹴り飛ばす。

　さらにふたりの肩を、レティシアのロングソードが貫く。

　最後のひとりが立ち上がる。武器を手にしようとしたところで、セシルの『炎の矢フレイムアロー』が顔面に直撃。さらにリタの拳こぶしをみぞおちに食らって、悶もん絶ぜつ。

　僕は持って来たロープで、倒れた男たちを縛り上げて、ついでに目隠ししていく。

　はい、おしまい。

「もぐーもぐー」って言ってる男たちを無視して、僕たちは塔を見上げた。

　塔は５階建てで、最上階に衛兵の控え室があるらしい。

　たぶん、アイネさんの記憶を隠してるとしたら、そこだ。

「じゃあ、さっさとお仕事しよう」

『庶民ギルド』の内幕なんか、僕たちには関係ない。

　こっちはきちんと報酬が出て、就業条件に噓うそがなくて、対等に扱ってもらえるなら働くだけだ。

「リタとレティシアは前衛。僕とセシルが後衛」

　僕は言った。

「あとは作戦通りに。『天使ガーディアン』を倒したのと同じやり方で行くよ」

「はいです！」「りょーかい！」

「ちょっと待ってください。『天使ガーディアン』を倒した!?　『ガーディアン』最高位のあれを？　あなたたち一体なにを!?」

「「「せーのっ！」」」

　僕たちは塔に飛び込んだ。










「これが『鋼のガーゴイル』か」

　すごいなー。でかいなー。

　身長は３メートルくらい。コウモリみたいな翼が生えてる。

　両手にはでっかいかぎ爪。革の鎧よろいくらいなら防御無効でダメージが来そうだ。

　拠点防衛型ってのは噓じゃないらしく、僕たちが塔に入ったとたん、わらわらと集まって来た。おまけに入った瞬間、背後の扉が閉まるっていう、ゲームでおなじみのトラップつきだ。

『鋼のガーゴイル』の数は４体。

　動きはそんなに速くないけど、威圧感がすごい。

　レベル10推奨ってのは噓じゃない。おまけに見るからに固そうだ。

「それじゃ、リタ。よろしく！」

「了解！　ご主人様がくれたスキルを見せてあげる！」

『鋼のガーゴイル』に向かって走りながら、リタが『再構築』したばかりのスキルを起動する。

　大きく息を吸い込み、綺き麗れいな声で歌い出す。




『無む類るい歌唱ＬＶ１』（ＵＳＲウルトラスーパーレア：リタ／セシル）

『歌』で『反応速度』を『高める』スキル




「──歌を捧ささげましょう。素直になれない私の思いをこめて。愛いとしい方に、不器用ながらも全力の愛を──それが力になるのなら、私のすべてを──」

　リタの声が、僕たちの神経にしみこんでいく。

『神聖力』と歌が混ざり合った波に、身体からだが熱くなる。

「誰よりも速く、誰よりも強く──思いを感じ取れるような速度を──みんなに！」

　リタが歌い上げた瞬間──身体と感覚が、加速した。

「ＧＹＡＡＡＡＡＡＡ!!」

『鋼のガーゴイル』が翼を広げて、こっちに飛んでくる。

　大丈夫──見える。まるでスローモーションみたいだ。

　僕はショートソードを握りしめたまま『鋼のガーゴイル』の爪を避よけた。

　こっちの動きが速くなってる。でなかったら今のでまっぷたつだ。

　リタの『無類歌唱』は味方全員の反応速度を上昇させる。

　五感でなにかを『感じて』『判断して』『行動する』──その一連の流れがほぼ倍速になってる。ゲームで言えば『祝福ブレス』とか『加速ヘイスト』とか、そういう能力だ。

　まるで僕たちだけが別の時間軸で動いてるみたいだ。

「な、なんですかこれは！」

　あ、レティシアに説明するの忘れてた。

「見える！　速い！　気持ちいいけど気持ち悪いですの！」

　がいん！

　レティシアのロングソードが『鋼のガーゴイル』の爪を叩たたき割る。

　物理ダメージ減衰といっても、少しは通るのか。

「わたしのご主人様に──近づくなぁ！」

　リタが『鋼のガーゴイル』に回し蹴り。『神聖力掌握』で強化された踵かかとの一撃に、敵がよろめく。

「今だセシル！　撃っていいっ！」

「『汝なんじの妙たえなる流れを我は喰くらう』──『堕だ力りよくの矢』!!」

　セシルの指先から、漆黒の矢が飛び出した。

　リタが射線から待避。

　黒い矢は『鋼のガーゴイル』に当たり、爆はぜた。

　ダメージはたぶん、通ってない。

　だけど、『鋼のガーゴイル』が羽ばたいて立ち上がる動きが、遅くなってる。




『堕力の矢ＬＶ１』（ＵＳＲ：セシル／リタ）

『魔法』で『魔力』を『奪う』スキル




　セシルの新しい魔法は、漆黒の矢を撃ち出す。

　そして、それが当たった相手から、魔力を奪う。こっちがもらうわけじゃなくて、消しちゃうだけだけど。それで充分。『ガーディアン』系の相手をするには最強の魔法だ。

『鋼のガーゴイル』は魔力で動いてる。

　火炎魔法は効かないし、物理ダメージだって減衰する。

　だったら、耐久力をゼロにするより、燃料の魔力を奪った方が早い。

「セシル！　おかわり！」

「『堕力の矢』！　『堕力の矢』！　『だりょくのや────っ』!!」

　ぺち、ぺち、ぺちん！　ぺちぺちんっ！

　黒い矢が次々に『鋼のガーゴイル』に着弾。

　奴らの動きがどんどん遅くなっていく。

　まるで機械のバッテリーから、どんどん電力を奪ってるみたいに。

「全員ダッシュ！　上の階に行くよ！」

『鋼のガーゴイル』の燃料をゼロにする必要なんかない。

　目的はこいつを倒すことじゃなくて、アイネさんの記憶を取り戻すことなんだから。

　僕はショートソードを振り回して走り出す。

　威い嚇かくも兼ねて。当たらないけど問題なしだ。

「このガーゴイルっ！　まとわりつくんじゃないわよ！　寝てろっ！」

『神聖力』を宿したリタの拳が進路上の『鋼のガーゴイル』を叩いた。

　動きの止まった敵に、再び『堕力の矢』が命中する。『鋼のガーゴイル』の動きが遅くなる。リタがさらに蹴りを叩き込む。

　けど『鋼のガーゴイル』の翼が、それを防いだ。『鋼のガーゴイル』は死角から尻しつ尾ぽを繰り出す。リタが空中でさらに蹴りを繰り出す。けど、『鋼のガーゴイル』が拳で、リタを突き飛ばす──

「だめ！　ナギ────っ！」

　前衛が抜かれた。

『鋼のガーゴイル』が２体まとめてこっちに来る。

　はじき飛ばされたリタは床に転がって、別の一体の爪を避けてる。

　レティシアは別の一体と交戦中。セシルは僕の後ろ。

　２体の『鋼のガーゴイル』は、スローモーションで近づいてくる。

　このスピードなら、僕の腕でも大丈夫か。

「セシル！　危ないから離れてて！」

「は、はいっ！　お気をつけて！」

　自分用のスキルの使い方は『天使ガーディアン』を相手にした時に覚えた。

　じゃあ、せーのっ、で、




「解放！　『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』!!」




　タイミングを合わせて振ったショートソードが、巨大化した。

　サイズは、20倍か30倍くらい。

　刀身が『鋼のガーゴイル』たちの胴体を打つ──食い込む──両断する！

　まっぷたつになった『鋼のガーゴイル』たちが崩れ落ちる。

　同時にショートソードはこっぱみじんになり、反動で僕の身体が後ろに転がる──っと。

「ナギさま！」

「だいじょぶ！」

　ごろごろ転がった僕を、ちっちゃなセシルが身体で止めてくれた。

　なんとかなったか……。

　すごく疲れるスキルなんだけど、これ。




『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』（ＵＳＲ：セシル／リタ）

『手技アーツ』で『武器』を『遅くする』スキル




『遅延魔法』ってのがある。

　あらかじめ呪文を唱えておいて、好きな時に発動する魔法だ。

　これは、その剣術版。

　何度剣を振っても、振ってないことにしてその威力をためておける。

　僕は塔に入った時から、ずっと剣を振ってた。

　リタの『無類歌唱』の効果で加速してるから、だいたい50回くらいは振ったはず。

　ただし『遅延剣術』発動中は、敵に剣を当ててもダメージは与えられない。文字通りのゼロダメージ。僕の腕がむちゃくちゃ疲れるだけ。

　ひたすらためて『解放』した時に、今まで振った分の攻撃力がまとめて炸さく裂れつする。

　ショートソード50発分の攻撃を食らった『鋼のガーゴイル』はまっぷたつになったけど、僕の剣も砕けた。安物だからね。しょうがないね。

「セシル、とどめだ。やっちゃえ！」

「『だりょくのーやぁ』！　『だりょくのやっ』！　『だりょくのやあああっ』!!」

　ぺち、ぺち、ぱしゅ！

　威力なんか全然なさそうな黒い矢が、残り２体の『鋼のガーゴイル』を叩く。

　ぱち、ぱち、ぱしゅん！

　とうとう飛べなくなった『鋼のガーゴイル』が床の上で膝ひざをつく。

「このまま前方を警戒しつつ突撃！」

　僕はセシルの手を引いて走り出す。

「これで全部とは限らない。油断しないで！　リタはレティシアのガードをよろしく！」

「りょーかーいっ！」

「いや待って。待ってくださいの！　なにが起こってるのかさっぱりわからないんですけど！」

「アイネさんの記憶を取り戻したあと、余裕があったら説明する！」

「なかったら!?」

「僕たちは謎のパーティってことで」

「わたくし、納得できないことは嫌いですの！」

　先頭を走りながら、レティシアは叫んだ。

「『貴族ギルド』だって、やり方に納得できないから敵対してたんですわ。でも、今一番納得できないのはあなたたち。どうしてこれだけの力を持つパーティが無名ですの!?」

「それは……ひのふの……５日くらい前に出来たばっかりだから」

「パーティ名は？」

「『外なる九つのナイン告死姫たちアポカリプス』──いや、やっぱりなしで」

　これは元の世界で作ったゲームのタイトルだ。

　縁起が悪いし。久しぶりに口に出して気づいたけど、中二病まるだしですごく恥ずかしい。

「あなたたちなら『貴族ギルド』を押さえることができますわ。狂犬タナカ＝コーガと『鋼のガーゴイル』を無力化した最強のパーティ！　そういうものがいるとわかれば、伯爵たちも警戒するはずですもの！」

「えー」

「この町最強のパーティとして伝説を残せますのよ!?」

「やだ！」

「子供ですかあなたは!?」

「謎のパーティとして『貴族ギルド』の抑止力にするのはいいけどさ、伝説とかいらない。僕は普通にのんびり暮らせればそれでいいんだ！」

「奴隷の少女たちのことも考えてあげなさい！　あなたはそれでよくても、彼女たちはその優れた力を活用することもなく、ただ無駄にすることになりますのよ！」

　走りながらレティシアはセシルとリタに向かって語りかける。

「あなたたちは後悔しませんの!?　自分たちの力で世界を変えたいとは思いませんの!?」

「それはわたしの一族がずっと昔に捨てた道です」

「私は遠回りするのやめたんだもん。世界より家族の方が大事だもん！」

　全会一致。

「わかりません！　理解できませんわーっ！」

「だって、英雄とか勇者をやりたい人はほかにもいるし」

　王様とか。

　タナカ＝コーガとか。

「たまには自分のことしか考えないチートキャラがいてもいいと思うよ」

　しゃべりながら駆け上がる階段の突き当たり。

　最上階の扉を開くと……あった。

　部屋の中央に無造作に置いてある、金色の結晶体。

　尖とがった水晶みたいな形をしてる。あれが、アイネさんの記憶か。

「よし、回収！　全員撤退！」

　僕たちは結晶体を袋に入れ、最上階の部屋を出た。

　あとは塔を出て、森を抜けて、レティシアが準備してくれた隠れ家に行けば、クエスト完了だ。

　退路は──大丈夫か。『鋼のガーゴイル』は全部、戦闘不能にしたから。

　外のゴロツキたちも、目隠しして縛り上げたはず。でも、増援が来てる可能性もあるから。

　僕たちは、４階の部屋の窓から外を見た。

「ナギ。あいつがいる！」

　リタが心底嫌そうな声で言った。

「……げ」

　塔の前に、アルギス副司教が立ってた。『イトゥルナ教団』の幹部だ。

　手には杖つえ。あれが、アイネさんの記憶を抜き出したマジックアイテムか。

　悪い顔してるなー。そっか、あいつが裏で動いてたのか。

「よし、ザコキャラがいるから適当にぶちのめして中央突破しよう」

「「おー」」「え？　あ、はいですの」

　僕たちは打ち合わせしながら、階段を駆け下りる。










『イトゥルナ教団』の幹部、アルギス副司教がここに来たのは、定期的な見回りのためだった。

　だが、見張りが倒され、侵入者がいるという話を聞いたとき、彼の表情は変わった。

「侵入者はおそらくあの青い髪の少女、レティシア＝ミルフェですね。思い知らせてやりましょう」

　彼は、ほくそ笑む。小さくつぶやく。

　侵入者は捕らえて、記憶を奪い──奴隷化して楽しませてもらおう、と。

　あの少女が後ろ盾でなければ、アイネ＝クルネットも奴隷にできたのだから。

「では、さっさと働いてください。侵入者を捕らえた場合は、報酬を２倍支払いますよ？」

　彼の指示で、まわりの男たちが、巨大な楯たてを構える。

『鋼のガーゴイル』の攻撃を防ぐためのグレートシールドだ。

　男たちが塔に向かって歩き出そうとしたとき──




　彼らの視界が、真っ白になった。




　巨大な光の玉に包まれているのだと気づいたのは数秒後。

「ぐぇっ！」

　周囲で悲鳴が上がる。ずん、と、グレートシールドが倒れるような音がする。

　楯は決まった方向からの攻撃を防ぐためのものだ。

　どこから攻撃が来るのかわからなければ、ただの重い荷物でしかない──

「聞きなさい！　『貴族ギルド』のゴロツキたち！」

　光の外から、レティシア＝ミルフェの声が響いてくる。

「『鋼のガーゴイル』は謎の最強パーティ『外なる九つのナイン告死姫たちアポカリプス』が、一体残らず殲せん滅めつしましたわ！」

「『外なる九つの告死姫たち』!?」

　アルギス副司教の身体が震え出す。

「わからない……なんだ。なんなのですか、これは!?」

「あんたの声を、また聞くことになるとは思わなかったわ」

　すぅ、と、野生動物のような動きで、目の前に誰かがやってくる。

「──結局、あんたなんかに権力を持たせてる、教団が腐ってるのかもね」

　その声を聞いた瞬間、アルギス副司教の全身に鳥肌が立った。

「まさか──リタ＝メルフェウス──!?」




　副司教が手にしていた『清浄なる杖』が、折れる。

　彼のみぞおちに、リタの拳こぶしがめり込む。身体が後ろ向きに吹き飛ぶ。




「だから！　あのパーティ名はなしだって言っただろ！」

「どうせ意味不明なんですからいいじゃありませんの」




　そんな声が聞こえて、アルギス副司教の意識が──途切れて──




　気がつくと、彼は木の根元に倒れていた。

『清浄なる杖』は、粉々に砕けていて、神官服は土まみれでボロボロだった。

　はっきりしない頭で考える。侵入者が無事に脱出し、『杖』が破壊されたということは──

「……アイネ＝クルネットの記憶が持ち去られた……」

　アルギス副司教の身体から、力が抜けた。

　使命に失敗した。教団の秘宝も破壊された。人生終わった。

「……私は悪くない」

　彼はだだっ子のように首を振る。

「私は悪くない。私は悪くないぞおおおおおおお────────っ！」

　これは事故。通りがかりの魔物に嚙かみつかれたようなもの──そう自分に言い聞かせながら。









第８話「もらった屋敷にはオプション契約がついていた」








「……なんとかなったか」

『鋼のガーゴイル』は倒した。『貴族ギルド』に協力してたアルギス副司教はぶっとばした。記憶を奪うアイテムも破壊した。そして、アイネさんの記憶も取り戻した。

　アイネさんに記憶の結晶体を持たせたら、すぐにそれは彼女の中に溶けて消えた。

　レティシアは「アイネ──っ！　よかったですわ！」って抱きついて、話しかけて、アイネさんの記憶が戻ってるのを確かめた。

　こうして僕たちのクエストは完了したんだけど……。




　ぼ────────っ。




　アイネさんはあれからずっと椅子に座ったまま、宙を眺めてる。呆ぼう然ぜんとしてるみたいだ。

　そりゃそうだよなぁ。

　記憶は戻ったけど『庶民ギルド』の権利を全部なくしちゃったんだから。

　ここは、レティシアが用意してくれた隠れ家。

　彼女の知り合いの道具屋の倉庫だ。

　セシルとリタは、イルガファへの旅に必要なものを買いに、レティシアは道具屋と話をしに行ってる。僕が残ってるのは「なぁくん」がいた方が、アイネさんが落ち着く、って言われたから。

　でも、アイネさんは椅子にだらりと腰掛けて、ぼーっとしてるだけだった。

「……助けてくれてありがとうございました、ナギさん……」

　しばらくしてから、アイネさんはやっと口を開いた。

「でも……アイネは、これからなにをしたらいいんでしょう……」

「『庶民ギルド』を取り返すのは──」

「無理です。『契約』しちゃいましたから」

　アイネさんはさみしそうにつぶやいた。

『庶民ギルド』メンバーを助ける代わりに、アイネさんがギルドのすべての権利を手放す契約。

　それはもう完了しちゃったから、どうしようもないらしい。

「ナギさん……今だけでいいですから『なぁくん』って呼んでいいですか」

「うん」

「なぁくん、アイネは少し、おかしいの」

　アイネさんは首を傾かしげて、僕を見た。

「『庶民ギルド』がなくなったのに、つらいはずなのに、楽になってるの。おかしいの……」

「そういうのは……僕にも経験あるな」

　僕の場合は、ブラックなバイトが終わって楽になった、だけど。

　明日あしたから働かなくていいって解放感は同じかもなぁ。

「アイネは弟ナイアスが死んでから、あの子との思い出の場所を守ること──ギルドの跡継ぎになることだけ考えてきたの。だから、これからなにをすればいいかわからないの。なぁくん」

「今までどれくらい働いてきたの？」

「一日22時間かなぁ」

「……睡眠時間は？」

「睡眠？　なにそれ？　食べもの？」

　ちょっと待った。

「アイネさん」

「なぁに？　なぁくん」

「記憶なくしてた時のこと覚えてるよね？」

「はい。あの時はなぁくんに甘えちゃったの。ギルドマスターの後継者失格なの……」

「あのときしっかり寝てたよね？」

「そっかぁ、あれが『眠る』なの……？　そういえば仕事してると、時々意識が遠のくことがあったの。それがまとめてやってきたみたい。あれが、睡眠ってこと……なの」

「あの、ちょっと……」

『庶民ギルド』って、登録してる僕たちにはホワイト企業だったけど。

　そこで仕事してるアイネさんにとってはどうだったんだ？

「試しに、一日のスケジュールを言ってみて」

「朝４時に建物と前の道の掃除。それからやり残した書類の整理をして、ギルドのみんなに出すお菓子を作るの。それを朝ご飯代わりにつまんで、クエストに優先順位をつけて、クエストボードに掲示。冒険者のみんなが集まってくるのが９時くらいだから、そのあとみんなの相談に乗ってるうちにお昼かなぁ。お菓子の残りをつまんで、午後からは『貴族ギルド』からのクレーム対応。町の人たちからのクレーム対応。新人冒険者の人たちのオリエンテーションをして、夜になったら酒場が開くので、従業員のひとたちと話をするの。だいたい冒険者のみなさんはケンカしちゃうから、アイネが仲裁をして、ギルドが閉じたら会計なの。収益を計算したあと、余ったお金で『貴族ギルド』のクエストの報酬不足を補うの。こっちのギルドは赤字になるので、商人のひとたちに援助をお願いするお手紙を書いて、そのあとは建物のお掃除を夜明けまで──」

「うわああああ！　やめてやめてやめて！」

　痛い！　聞いてるこっちの心が痛い！

　なんだそのワーカホリック。というか自主的ブラック労働！

「他の従業員のひととかいないの!?」

「１階の酒場の人には給料を払ってるの。それと、たまに後見人の伯父さんが自主的に手伝ってくれるよ？　でも、どうしても細かいところはアイネじゃないとだめなの。クレーム対応はアイネじゃないと怒る人もいるから……」

　知らなかった。

『庶民ギルド』がホワイトだったのはギルドメンバーに対してだけで、アイネさん自身にとっては超絶ブラックギルドだったのか。

　一般人向け冒険者ギルド、通称『庶民ギルド』は、アイネ＝クルネットのブラック労働によって支えられています。ワンオペによる経費節減により、『貴族ギルド』のピンハネに対抗し、冒険者の皆さまの生活を支えています──って。

　これ、どうがんばってもアイネさんは救われないよね。

「本当はずっと前から、『庶民ギルド』のみんなは、『貴族ギルド』に全面戦争を仕掛けたいって言ってたの」

「……前から？」

「うん。半年くらい前までは、血の気の多いひとたちがたくさんいたの。でもね、アイネがみんなをなだめて、『貴族ギルド』に取られてるクエスト料の穴埋めをして、争いを止めてたの。今は大変だけど、アイネががんばってがんばって成長したら、『貴族ギルド』を止めるから、って」

「その人たちは？」

「いつかアイネが成長したら戻って来るって、別の町に行っちゃいました」

　なんだよ、その孤独すぎる戦い。

　じゃあ、アイネさんがいなかったら、血で血を洗うつぶし合いになってたってことか？

　今回の『魔剣争奪クエスト』だって、アイネさんがいたからまだ怪け我が人レベルで済んでたわけで。

　そんなふうにひとりで戦ってたアイネさんから『貴族ギルド』は、なにもかも奪ったのか……。

「全面戦争になったら、おじいちゃんに託された『庶民ギルド』がなくなっちゃうから」

「思い出の場所だったんだっけ」

「守りたかったの。両親を亡くしたアイネとナイアスを育ててくれた、おじいちゃんとの思い出の場所だったから。あの場所でアイネは仕事を覚えて、レティシアと出会って……弟のナイアスとお別れをしたの」

　小さい頃に病気で死んだアイネの弟は、最後に『庶民ギルド』が見たいって言って、アイネさんとレティシアと一緒に、ここに来た。

　そして「ギルドをお願いするね、お姉ちゃん」と告げて、息を引き取ったんだってアイネさんは言う。ナイアスを追うようにして亡くなった、彼女の祖父も、同じだったって。

『庶民ギルド』はアイネさんにとってそういう場所で。

　だから、なにがあっても守りたかったんだって、アイネさんはぼんやりと、つぶやいた。

「これはアイネの戦いで、レティシアにも手伝ってもらうわけにはいかない、ことだから……へっちゃらなの。眠れないことくらい。食費を削ってお金をつくって、争いを止めるくらい」

「……そんなこと続けてたら死んじゃうよ」

　睡眠時間２時間で、ギルドを運営し続けるなんて無茶苦茶だ。

「まぁ『貴族ギルド』のピンハネがなければ、人を雇えてたんだろうけどさ」

「それもありますけど、根本的にお金が足りなかったのは、伯父さんの金遣いが荒かったせいです」

「そんな伯父さんは追放しよう」

「アイネにとっては唯一の身内ですから」

「アイネさん放って逃げちゃったけどね」

「ナギさんのような、優しい冒険者のひととも出会えました」

「ダンジョン拒否して別のクエストやってたけどね」

「でも、他のみなさんみたいにクエスト料を倍にしろって言いませんでした」

「言われてたの!?」

「パーティ全員分のお弁当が欲しいとか、お酒をつけて欲しいとかも言いませんでした。ナギさんのおかげで、自分の食費を切り詰めることも、酒屋さんに土下座することもありませんでした」

「断ろうよ！　というかそいつら除名しようよ！」

　見張りのゴロツキたちが言ってたことは本当だったのか。

「でもアイネは、今回の『魔剣クエスト』で、みなさんに迷惑をかけてしまいました」

　アイネさんは木製のカップに入った、冷めたお茶を口に含んだ。

「たくさんの人が怪我をしました。町を出なきゃいけない人たちだっています。アイネなら、それを防ぐことができたのかもしれないのに……」

「しょうがないよ。タナカってチートキャラがいたんだから」

「それでも、です。アイネはギルドの次期後継者だったんです」

　カップを摑つかんだアイネさんの手が震えていた。

「アイネに力があれば……『魔剣を手に入れて貴族ギルドに思い知らせれば、あいつらからのクエスト料を５倍くらいにふっかけられるんじゃ？』って盛り上がってたみなさんを止めることができてれば……誰も傷つかずに済んだのに……」

「そいつらの自業自得だと思います」

　奥が深いな、異世界。

『庶民ギルド』が一方的に正義ってわけじゃなかったのか。

「もう限界だったんだよ、アイネさん。『庶民ギルド』をなくして良かったとまでは言わないけどさ。もう、楽になっていいと思うよ？」

「でもおじいちゃんの『庶民ギルド』を守るのは、弟のナイアスとの約束だったの……」

「……ああもう」

　僕はまわりを見回した。

　誰もいないよな。セシルとリタは外に行ってるし、レティシアはまだ戻って来てない。

「もういいんだよ『お姉ちゃん』」

　僕はアイネさんの手を握った。

「……なぁくん」

　細い指が、ぎゅ、って、僕の手を握り返す。

「お姉ちゃんはナイアスとの約束を果たしたんだよ。できることは全部やった。あとはもう、自分のために生きていいんだ」

「……いいの？」

「いいに決まってる。もしもナイアスが許さなくても、僕が許す」

　アイネさんの実の弟のナイアスが「ブラック労働をしてでもギルドを守って」って思ってたわけない。もし思ってたとしたら、それは僕が否定する。そんな呪縛なんかぶっこわす。

　だって、そうじゃなかったらアイネさんがなんのために生きてるのかわからないじゃないか。

　ただの歯車になって、まわりから追い立てられて、終わりも見えない状態で働き続ける──そんなの、元の世界の僕と同じだ。逃げる余力があるうちに逃げないと、そのうち、逃げるって選択肢があることだって忘れてしまう。

　元の世界だろうと、この世界だろうと、そんなの、絶対に間違ってる。

「アイネの就業時間は終わったんだよ。もう、いいんだ」

「………………ありがと。なぁくん」

　アイネさんは僕の手を胸に当てて、不思議なくらい安らかな笑顔を浮かべた。

「……ほんとは、わかってたの。アイネの好きだった『庶民ギルド』は、もう……別のものに変わっちゃってたんだって。でも、アイネは……自分では終わらせることができなくて……だから……」

　アイネさんが僕の胸に頭をくっつけてきたけど、そのままにしておいた。

　泣いてるのがわかったから。

「『庶民ギルド』はなくなったけど、アイネはこれからしたいことを探せばいいよ。レティシアだって、手伝ってくれるはずだからさ」

「その通りですわ、アイネ」

「──────っ!?」

　心臓が止まるかと思った。

「ど、どこにいたんだ。レティシア」

「外でドアに耳を押しつけてましたの」

「趣味悪いな！」

「いい雰囲気でしたので」

　青色の髪を搔かきながら、真面目な顔でレティシアは言う。
















「ナギさんの言う通りですわよ、アイネ」

「……レティシア」

「あなたは精一杯やりました。ギルドのために自分の全部を使い果たしてまで。今なら、わたくしの忠告も聞いてくれるでしょう？　もうあなたは、自分のことを考える時が来たのですわよ」

「……ありがとう、レティシア」

　アイネさんはエプロンに包まれた胸を押さえた。

「でも……わからないの。『庶民ギルド』がなくなったアイネはからっぽで、なんにもないの」

「あ、それはおいといて、大事なことを忘れてましたわ」

　アイネさんのセリフを無視して、レティシアが僕を見た。

「ナギさんへの報酬が先ですわ。『契約』しましょう」

「今アイネさん結構大事なこと言ってたよね？　いいのか？」

「こういうことはきちんとしないと落ち着かないので」

　レティシアは服の襟元から『メダリオン』を引っ張り出した。

「アイネの記憶を取り戻してくれて、ありがとうございました。あなたへの報酬は次の通りですわ。

『レティシア＝ミルフェはソウマ＝ナギに、イルガファにある別荘の権利を譲り渡す。

　含まれるのはレティシアが所有する建物、家具、それに付属するものすべて。

「契約」をかわして、わたくしたちふたりがこの倉庫を出たあと、すべての所有権はレティシアからナギに移動する。

　ただし、譲渡後も大切に扱うこと。建物や調度品や付属するものを意図的に壊したり傷つけたりした場合は、所有権は無効とする』

　以上ですわ」

「貸してくれるんじゃなかったっけ？」

「考えが変わりましたの。屋敷はあなたに差し上げますわ」

　レティシアは腰に手を当てて胸を張った。

「あなたたちはそれだけの価値があることをしたのです。その対価だと思えば別荘のひとつくらい、惜しくないですわ」

　すげー。太っ腹だ。

　レティシアみたいなのを本当の貴族、って言うのかもしれない。

「でも、なんで『この倉庫を出たあと』？」

「まぁ、一区切り、ってことですわね」

「一区切り？」

「ここを出て、みんなでイルガファに向かう。それをクエスト終了の合図といたしましょう」

「……なんか引っかかるな」

「嫌ならいいんですわよ？　失礼ですわね。こちらは礼を尽くしているというのに」

「あ、ごめん」

　確かに失礼だった。

　レティシアの提案は……うん。別におかしいところはないな。

　別荘は母親の遺産だって言ってたし、大切に使うことって条件がついてるのもうなずける。

　今までも、レティシアは約束を守ってくれてるし、いいかな。

「わかった。『契約コントラクト』しよう」

「『契約』」

　僕たちは『メダリオン』を打ち合わせた。

　これで正式に契約完了だ。

　そっかー。僕もこれで家を持つことになるのか……すごいな。

　元の世界ではアパートを転々としてたのに。

　異世界に来て良かった。扶養家族ができたけど。

　まぁ、これ以上は増える予定もないし……。

「次はアイネ、あなたですわ」

「……え？」

「わたくし、アイネにお仕事を紹介したいんですの。そうですわね。別荘のメイドなんていかがかしら？」

　はい？

「ちょうど、これから人に譲ろうと思っている別荘がありますの。でも、その相手があんまり生活力がなさそうな人で、掃除とかちゃんとしてくれるかどうか心配なのです。ほら、譲るとは言っても、母の形見ですもの。やっぱり綺き麗れいに使って欲しいですわ」

　あの、レティシア？

　なんで「してやったり」って顔で笑ってるの？

　アイネさんも、どうして真剣に聞き入ってるのさ。

「アイネなら家事は得意でしょう？　わたくしの母の形見のお世話をしてくださらないかしら？」

「でも……アイネは」

「なにをしたらいいのかわからない、ですわよね？　だったら、やりたいことが見つかるまで、とにかくなにかしなさい。今のあなたが急に止まってしまったら、それは高速回転している水車を急停止させるようなもので──きっと、壊れてしまいますわ。無理矢理にでもなにかした方がいいんですのよ」

「でもね、なんだかふわふわして、落ち着かないの」

「じゃあ、わたくしがあなたに鎖をつけて差し上げます。別荘の付属品になりなさい、アイネ」

　レティシアは『メダリオン』をアイネさんに向けた。

　──って。

「ちょっと待った！」

「なにか不審な点でも？」

「付属品ってなんだよ」

「使用人……まぁ、この場合はメイドですわね」

「いや、親友を使用人扱いっておかしいだろ」

「あなたがアイネを大切に扱えば済む話ですわ」

「僕が？」

「ええ、あくまでアイネは別荘に仕えるメイドになるんですもの。当然、別荘の所有者のものになるのですわ」

　……最初からそのつもりだったな、レティシア。

　僕がレティシアから受け取るのは、別荘の建物、家具、付属するものすべて。

　別荘に仕える使用人がいるなら、それだって含まれる。

「もちろん。アイネの意思は尊重しますわ」

　親友の目を見つめながら、レティシアは言う。

「けれど、今のアイネには『からっぽ』を埋めるなにかが必要だと思いますの。それがナギさんのメイドになることなら、それもいいと思いますわ」

「……メイドは……いやなの」

　ぼんやりしてたアイネさんの目に、意思の光が灯ともったように見えた。

　よかった。

　そうだよなぁ、いきなり僕の使用人になれなんて言われたら嫌だよな。やっぱり、アイネさんは常識人だから──

「もっとなぁくんに近いもの……どれいが、いいの」

　──って、そんなこと全然なかった!?

「……アイネ、本気ですの？　いくらなんでもそれは……」

「だって、メイドは家のために働くものだから。なぁくんとの距離を感じるから。アイネはもっと近いものになりたい。深いところで繫つながりたいの。なぁくんとずっと寄り添う存在になりたいの」

「そうですか。まぁ、アイネがそう言うなら」

　よわっ！　レティシア弱っ！

　アイネさんに対して素直すぎるだろ、レティシア。

　もしかして……だからアイネさんのブラック労働を止められなかったのか？

「せっかく重労働から自由になったのに、なんで奴隷になんかなりたがるんだよ？」

「だってこれくらいしか、アイネにはあげられるものがないの」

　アイネさんはすっ、と立ち上がる。

　僕の目の前で膝ひざをつき、祈るような目で見上げてくる。

「ギルドマスター見習いとして、働いてくれた冒険者には適切な報酬を、だよ？」

「でも、奴隷だよ？」

「なぁくんなら、いいよ」

「そこまで信頼されることした覚えないんだけど……」

「なぁくんはさっき、奴隷の女の子たちにお使いを頼んだよね？」

「うん。レティシアから、タナカの鎧よろいを売ったお金をもらったし、旅に必要なものもあるし」

　あとセシルとリタの服とか、着替えとか、そういうの一切合切。

　僕にはなにが必要かよくわからないから「よろしく」って丸投げしたんだけど。

「普通、奴隷におさいふをまるごと預けたりしないよ？」

「……え？」

「どうしてもってときは指輪を使って『命令』するけど、なぁくんはしてないよね？　それはあの子たちがお金をごまかしたり、使い込んだり、逃げたり……そんなことするってまったく考えてないってことだよね？　心の底から信頼してるってことだよね？」

「わが奴隷セシルとリタに命ずる！　おやつは20アルシャまでにするがよい！」

「指輪触ってないから意味ないの」

「だってお使い頼むのにわざわざ命令とかしないだろ。買い物に行け、しかしお前たちを信用しないなんてそんなのありえないって」

「それが、あの子たちがなぁくんの側そばで笑ってる理由なんだよ」

　僕の手を取って、アイネさんはほほえむ。

　なんだか、もう全部決めちゃったみたいな顔で。

「それが、アイネがあの子たちと同じものになりたい理由なんだよ？」

「アイネさんがなくしたものは？　いいの？」

「家も『庶民ギルド』もなくしたけど、一番大切なもの──おじいちゃんやナイアスとの思い出は、ここにあるの。なくなったり、してないの」

　そう言ってアイネさんは、エプロンに包まれた胸を押さえた。

「アイネの中の『庶民ギルド』を、なぁくんが終わらせてくれたから、わかったの。アイネにとって大切なのは家族との思い出だって。すべてをなくしても、新しい家族ができるなら、それでいいの。だからアイネのすべては、なぁくんにあげたいの」

　どうしよう。

　アイネさんはすっかりその気だ。

　確かにパーティメンバーとしては欲しい人材なんだけどさ。タナカとの戦闘では防御魔法使ってたから、セシルが魔法を使うまでの後衛防御としてはもうしぶんない。ギルドマスター見習いやってたなら、魔物の情報や他の町の事情にだって通じてるはず。

　料理も得意。おまけに経理だってこなせてしまう。

　いつの間にか栗色の髪を後ろできっちりと結んで、エプロンを着け直した、ご奉仕準備完了の「お姉ちゃん」。

　問題は僕がだんだん人として間違った方向に突き進んでるってことなんだけど……。

「勝負はつきました」

　不意に僕とアイネさんの間に、レティシアが割って入った。

「わたくしは、アイネの意思を尊重しますわ」

「いや、だって僕の別荘だろ」

「それは、わたくしとあなた、ふたりがこの倉庫を出た瞬間に発動する『契約』です」

　謀はかられた。

　そういうことか。やるな、レティシア。

「気づかなかったでしょう？　ナギさんは賢いですけれど、優しい人ですもの。こんなふうに、あなたがわたくしを信じてくれる人だから、わたくしもアイネをあなたに預ける気になったのですわ。それがアイネの幸せだと、わたくしも信じられますもの」

「なぁくんは、アイネが一緒だと、いや？」

　まるで迷子の子供みたいな顔で、アイネさんが僕を見た。

「アイネ、がんばってごはんを作るよ？　洗濯もするよ？　掃除もするよ？　だめ？」

「僕は、アイネさんの弟の『なぁくん』じゃないよ？」

「知ってるの」

　アイネさんは、ふわり、と笑った。

　まるで、重い荷物をおろしたみたいに。

「ナギさんは、アイネを助けてくれたすてきな冒険者の『なぁくん』だよ」

　嫌？

　アイネがそばにいたら、だめ？

　記憶は戻ってるはずなのに、小さな子供みたいな声で、聞いてくる。

　……だめじゃない、よな。

　よく考えたら、レティシアから『祝福された鎧』を売ったお金をもらってるし、

　これからは住む家もあるわけだし、

　扶養家族がひとり増えても、なんとかなる。

　僕は、多少はごはんも作れるけど、この世界はなにが美お味いしいのかわからないし。

　セシルやリタに着せる服のセンスもないし──つまり。

「いいよ。アイネ。一緒にいよう」

「うん、わかった」

　アイネさんはレティシアに向き直る。

「「『契約コントラクト』」」

　ふたりの少女の声が重なる。

　しゅる、と音がして、首輪がアイネの白い首に巻き付く。

　契約の指輪はレティシアの左手に。黒いクリスタル。

　たぶん、この倉庫を出た瞬間、僕の手に移動するんだろうな。

　ここん。

　倉庫のドアを、誰かがノックした。

「ナギさまー」

「ただいま戻ったわ……って、奴隷がまた増えてる!?」

　戻ってきたセシルとリタが、アイネの首輪を見て荷物を取り落とした。

　セシルは呆ぼう然ぜんと突っ立ってる。

　リタは鼻をくんくんさせながら、アイネに顔を寄せる。

　それから僕のにおいをかいで、アイネの匂いをかいで、うん、とうなずいて、

「ナギ、ちょっと表に出ましょうか」

　大きな胸を揺らしながら、リタは腕をぐるぐる回す。

　なんだその「かかってこいや」ってポーズ。

「リタ、誤解してるだろ」

「なにが誤解よ。アイネさんに首輪がついてるじゃない。ナギのにおいするじゃない」

「僕の指輪をよく見て。クリスタルはふたつ──セシルとリタの分しかないだろ？　アイネさんはレティシアの奴隷になったんだ」

「あ、そうなの」

　リタはぽかん、とした顔になる。

「なぁんだ。びっくりした」

「びっくりさせてごめん」

「ナギがまた奴隷を増やしたのかって思っちゃった。そうなの。アイネさんは、レティシアさまの奴隷になったのね？　ナギのじゃないのね？」

「うん。そうだよ。この倉庫を出るまでは」

「なぁんだ。この倉庫を出るまでは……って、えええええええっ!?」

　あ、やっぱりごまかせなかった。

　リタは金色の髪を振り、こほん、と咳せき払ばらいしてから、優しすぎる笑顔で僕に迫ってくる。

「説明してくださいませんか、ご主人様。これは私たちの家族計画にも関係する問題なんですから、ね？」









第９話「はじめての合体魔法（の提案と未遂）」








「……アイネさん、苦労されたんですね」

　話を聞いたセシルは目をうるうるさせながら、アイネを見た。

　アイネは相変わらず、半分ぼーっとした顔で、

「たいしたことないよ？　他にすることなかっただけだもの」

「いえそんな。ギルドをひとりで切り盛りする経営力、人々とお話する会話力、全部、わたしなんか敵かなわないです。アイネさんには十分『ちぃときゃら』の資格があると思います。それで……あの」

　セシルは自分の身長と、アイネの身長を比べてため息。

　ついでに自分の胸をぱたぱたと叩たたいて、

「アイネさんは、ギルドのみなさんの相談に乗ってきたんですよね？」

「そうだよ？」

「……わたしの話も聞いてもらえますか？」

　セシルはアイネの手を引っ張って、倉庫の隅に。

　ふたりでしゃがみこんで、なにかぼそぼそと話してる。よく聞こえない。

「……胸」「家族」「……ちっちゃい」「自信がない……」

「だがそこがいい……」「子守はアイネが得意」「栄養のバランスを考えてあげる」「隙を見て……」

　なんか不穏な単語が聞こえてくるんだけど。

「あの、ふたりともなにを話して……」

「アイネさんはすばらしい方です！」

　セシルは目を輝かせて僕を見た。

　褐色の肌も、赤色の瞳ひとみも、なんだかつやつやしてる。

　まるで希望の未来を夢見てるみたいだった。

「わたし、全面的にアイネさんを受け入れます。リタさんも話を聞いてもらうといいです！」

「え？　私も？　まぁ……せっかくだから」

　ぼそぼそ、ぼそぼそ。

　倉庫の隅でしゃがみこみ、額をつきあわせて相談する奴隷少女ふたり。

「……かわいい服」「誘惑」「距離を近づけたい」「雰囲気が出るような……」

「裁縫は得意」「偶然を装って」「密室に誘い込む」「部屋のコーディネイト……」

　がばっ！

　リタがすごい勢いでこっちを振り返る。

「ナギ！　すごい人を見つけてきたわねっ！　この人は私たちの仲間にするべきよ、絶対！」

「だからなんの話をしてるんだよっ!!」

　ご主人様を放置して３人で盛り上がるのやめてください。

「わたしのことはセシルと呼んでください。わたしもアイネさん、って呼びますから」

「私のことはリタでいいわ。私もアイネって呼んでいい？」

「ありがとうなの。セシルさん、リタさん」

　がしっ。

　固く手を握り合う３人。

　いきなり友情が成立していた。

「わたしたちの幸せな未来のために。ナギさまのためにー」

「「おー」」

　仲良くなったのはいいんだけどさ。

　なんか危険な包囲網が作られてるような……。

「あ、そうだ。忘れてた」

「どしたの、リタ」

「今の話に比べればどうでもいいことだけど『貴族ギルド』が『魔剣探索クエスト』やるみたい」

「あの話まだ続いてたのか……」

　魔剣のことなんか忘れかけてたよ。

「あれは『庶民ギルド』のメンバーが待遇改善のために始めたクエストだろ？　いまさら？」

「『貴族ギルド』と『イトゥルナ教団』、それと元『庶民ギルド』の人たちが、せっかく準備したんだから魔剣を手に入れて王様に献上しようってことにしたんだって。町の人たちが言ってた」

「数日後に魔剣探索記念パレードをやって、そのあとみんなでダンジョンに潜るみたいです」

　リタのセリフを、セシルが引き継いだ。

　セシルは僕の服の裾すそを、ぎゅ、と握ってる。

　不安になったときの癖だ。こういう時のセシルは、複雑そうな顔してる。

　魔剣レギナブラスは魔族が召喚したものだから、色々考えちゃうんだろうな。

「『貴族ギルド』の伯爵は覚悟を示すって言ってたわ。魔剣を手に入れるまで一歩も退ひかないとか、『イトゥルナ教団』と『契約』したとか」

「なんで魔剣なんか欲しがるんだろうなぁ」

「王様に献上して爵位を上げてもらおうってことじゃない？」

「リタは爵位とか欲しい？」

「いらない。私の大事な人は、そんなもの欲しがらない人ばっかりだもん。爵位をもらうために時間を使うくらいなら、ナギを抱っこして一緒にごろごろしてた方がましよ」

「僕を抱き枕代わりにすることを除けば全面的に同意」

「相応ふさわしくない人間が無理に持つと破滅するんでしょ？　もう王様やってる人がもらっても意味ないし。ほっといた方がいいと思うんだけどな、私は」

「だよねぇ」

　僕は英雄の器じゃないから、持ってて破滅するのもいやだ。

　できるだけ関わりたくない。関わりたくないんだけど……。

「みんなに協力して欲しいことがあるんだ」

　魔族の遺産をこの町に残しておくのは、すっきりしない。

　いつか思い出して「やっぱりあの時、回収して封印しておけば」ってなったら困るし。

　セシルのことだから、魔剣を巡って血が流れたら気にするだろうし。

　それに、

「僕は『貴族ギルド』の伯爵に一泡吹かせてから町を出たいと思う。それで、アイネとレティシアに聞きたいんだけど、伯爵ってどんな奴？」

「見栄っ張りなの」

　アイネは言った。

「自分が話題の中心にいないと許せない人ですわ」

　レティシアは言った。

「プライドがすっごく高くて、王様に信頼されてるのが自慢みたい」

「王と一緒にこの国を造った先祖を誇りにしてるわね。だから冒険者のまねごとをしてる」

「思いつきで動くから、アイネはいつも振り回されてたの」

「いつも自分が町の人々の注目の的だと思い込んでるみたいね。今回のパレードも、そういうことなんでしょ」

　ふたりの話と、セシルとリタが教えてくれた『魔剣探索イベント』の話をまとめると──

「結局、伯爵って人は英雄になりたいのかもな」

　冒険者気分でクエストについてきていたとか。

　魔剣を取られそうになったら慌てて邪魔しに来て、『庶民ギルド』を潰つぶした。

　そして今度は、大量の冒険者に守られながら、自分で魔剣を取りに行く。

「状況だけ見ると、見栄っ張りの英雄志願って感じだよね」

「……言われてみればその通りなの。すごいの。なぁくん」

　まぁ、そういう人は元の世界にもいましたから。

「たとえば、町をあげてパレードやって、たくさんの冒険者を引き連れてダンジョンに入ったのに、肝心の魔剣が消えてたら、すごい赤っ恥だよな」

　考えたら楽しくなってきた。

　これはただの、僕の趣味──というか、わがままだ。

　次の町に行く前にちょっとだけ、伯爵って奴に一矢報いたい。

「『魔剣召喚スクロール』を使われるんですか、ナギさま？」

「うん。せっかく『天使ガーディアン』倒したんだから、使ってみようよ」

「ナギさまがそうおっしゃるなら」

　セシルがバックパックから巻物を取り出し、差し出した。

　リタ、アイネ、レティシアにもわかるように、僕はそれを掲げた。

「これは魔法使いの屋敷で見つけた遺産。詳しいことは言えないけど、その人は魔剣レギナブラスを手に入れようとしていた。これはこの研究成果」

『天使ガーディアン』が守ってたのはこれだった。

　あの魔法使いは、最後まで魔剣にこだわってた。

　一生をかけて、全精力をつぎ込んで、魔剣を呼び寄せる魔法を完成させた。

　もっとも、その頃には身体からだが弱って、自分では召喚できなかったらしいけど。

「こいつを使って魔剣レギナブラスに、ダンジョンの上層まで来てもらう」

　そして封印する。

　屋敷の地下にあった宝箱に放り込んで、そのまま放置。

　あとは地下の入り口をセシルに封印してもらえば、誰も手が出せなくなる。

「魔剣レギナブラスは、主を探して移動する『さまよえる剣ワンダリング・ソード』なんだろ？　だったら上のフロアまで来てもらおうよ。最下層まで潜るのはめんどくさいからさ。

　スクロールの使い方と詳しい説明は、セシルから」

「はい。えっと、この『魔剣召喚スクロール』は『門』を開いて、魔剣を自分の近くまで呼び出すものです。とある魔剣の研究者さんが人生かけて編み出したものなんですけど、けっこう厳しい条件がついてます」

　両手でスクロールを抱えたセシルは、真面目な顔で語り始める。

　魔剣召喚の条件は３つ。

　その１。召喚の場は、できるだけ魔剣に近い座標であること。

　現在、魔剣はダンジョンの最下層近くにある。儀式はその直ちよく上じようあたりでやるのが望ましい。

　要は、釣り糸を垂らして引っ張り上げるようなイメージだ。

　その２。召喚の場には、魔力がたっぷりと満ちあふれていること。

　そういう場の方が、召喚用の『門』が安定しやすいらしい。

　最後に、スクロールの使用者の魔力キャパシティが十分であること。

　つまり、それだけの大魔法ってことだ。ゲームでも召喚魔法ってのは大体高レベルだから。

『古代語』で書かれてるこの魔法はセシルにしか使えない。だから、セシルに十分な魔力があれば──

「──ということで、わたしの魔力だとぎりぎり足りないかもしれないんです……」

「大丈夫。そのことについては僕に考えがある」

「そうなんですか、じゃあ安心ですね！　さすがナギさまです！」

「待ってください。ちっとも安心できませんわ」

　レティシアが手を挙げた。

「まず第一に、そのスクロールが本物である保証はどこにありますの？」

「書かれてる呪文の検証はしました」

　セシルが僕の代わりに答える。

「内容は間違いなく、魔剣の召喚を行うものでした。ちょっと特殊な言語なので、専門の魔法使いさんじゃないとわからないものなんですけど……」

「じゃあそれはいいとして。次にダンジョン攻略について」

　こほん、と咳せき払ばらいして、レティシアは青い髪を搔かいた。

「魔剣の存在する座標の真上で、魔力に満ちている部屋なんて──」

「ダンジョンの第３階層には、魔力を宿した温泉が湧き出る泉が、数カ所あるの」

　アイネが、レティシアの言葉の後を継いだ。

「その中に、探知魔法でわかった魔剣の座標の真上に近いものがあったはず。魔剣の反応はダンジョン下層の東南のあたりからだったから……」

「第３階層の魔力の泉は３カ所……魔剣の座標に近いのは東南の一番奥のやつ、かな？」

「よくわかるね、ご主人様」

「『庶民ギルド』で資料を見せてもらった時に覚えた」

　資料室にはダンジョンの資料もあったから。ついでに。

　マッピングは得意なんだ。

　ゲーム作るとき、いちいちダンジョンのマップを呼び出すのはめんどくさいし、全部頭に叩たたき込こんだ方が早いし。

「というわけで、第３階層くらいなら僕たちでも行って来れると思うんだ」

「あとは、速度の問題ですわね。『貴族ギルド』が動く前に片をつけないと」

「第１、第２階層に出てくるのは弱いモンスターだったよな。そいつらをあっさり片付けられれば攻略速度をアップできるはずだ。僕の方でなんとかするよ。前に、低レベルモンスター対策ってのをやったことがあるから」

「第３階層はゴブリンの巣ですわ。ここはどうクリアしますの？」

「合がつ体たい魔ま法ほうを使う」

　僕は言った。

　レティシアの……そして、みんなの目が点になった。

　あー、説明不足だったか。

　これは『魔剣召喚スクロール』を使う時にもやろうと思ってた。今回の切り札だ。

「具体的に言うとセシルが僕と合体しながら魔法を使うってことだ」

「にゃ、ナギひゃま!?」

　あ、嚙かんだ。

　なぜか真っ赤になったセシルが、震えながら僕を見つめてる。あれ？

　よくあると思うんだけどな。合体技や合体奥義、合体魔法とか。

　この場合は互いの魔力を繫つなぎ合わせるから「魔力合体」だ。

「ふたりで合体して魔力を共有すれば、セシルの負担も少なくなると思う。『魔剣召喚スクロール』を使う時も、同じ手が使えるはず。だから、ダンジョンで魔法を使う時に僕とセシルが合体する」

「お外でですかっ!?」

「危険がともなうのは承知の上だ。だから、その間はみんなにサポートしてもらう」

「みなさんの目の前で!?」

「うまく行けばダンジョン攻略もスピードアップできるはずだ。新たなる力を手に入れた僕たちの姿を魔物たちに見せつけてやろう」

「み、み、見せつけるんですかぁっ!?」

「もちろん、僕の魔力なんかたかが知れてる。だから場合によってはアイネにも一緒に魔力合体してもらうことになるかもしれない。僕が間に立って、セシルとアイネを合体させれば、魔力の供給も問題ないと思う」

「にゃ、ナギさま!?…………ナギひゃま……なぎ、ひゃまぁ…………ぁ」

「ああっ！　セシルちゃんしっかりしてえええええええっ!!」

「これなら『魔剣召喚スクロール』も使えるはずなんだけど……」

「ナギ！　ナギやめてとめて！　セシルちゃんはもう限界よっ！」

　気がつくと、リタが目をつり上げて、ついでに尻しつ尾ぽも膨らませてこっちを見てた。

　セシルは真っ赤な顔で、ちっちゃな身体をさらに縮めて座り込んでるし。

　レティシアは恥ずかしそうに両手で顔を覆ってる。

　アイネだけが普通にうなずいてくれてるけど、でも「アイネはすべてを受けいれるの……」って、不思議なくらい優しい顔をしてるのは……なんで？

「……あれ？　ひょっとして、この世界に『合体魔法』ってないのか？」

「ないわよ？」

「リタ、別の意味に取ったりしてないよね？」

「別の意味ってなんでしょうかご主人様。セシルちゃんにはあまりにハードルが高すぎるんじゃないでしょうかご主人様。セシルちゃんの忠誠心と羞しゆう恥ち心しんを試してるんでしょうかご主人様。そういうプレイなんでしょうか私の愛するご主人様。………………しょ、しょうがないわねっ……セシルちゃんの精神の安定のためにも、こ、こ、こ、ここは私が代わりにご主人様とがった……」

「待って落ち着いて説明させて」

　合体魔法ってのは僕のゲームにもあったもので、ふたりの魔力を共有するシステムだ。

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』を使ってる時に思いついたんだ。

　このスキルを使えば、魔力の共有ができるんじゃないか、って。

「大丈夫。僕が考えてるのは、全年齢向けの合体魔法だから」

　せいぜい15禁。ちゃんと、夕方のお茶の間で放送できるレベルだ。

　僕はみんなにわかるように説明を始めた。

　ダンジョンを高速で攻略して、魔剣を召喚するまでの作戦。

　その切り札「合体魔法」についてのすべてを。









第10話「『庶民ギルド』の記憶と、アイネの英雄」








　なぁくんのパーティの仲間になった、その日の夜──

　アイネは久しぶりに、おじいちゃんと弟のナイアスの夢を見ました。




「ふたりとも、今日はどんなお話が聞きたいかな？」




　ふたりがまだ、生きていたころ。

　夜の『庶民ギルド』で、おじいちゃんはよくアイネたちにお話をしてくれました。

　──この世界に伝わる、古き竜の神話を。

　──王様がこの国を打ち立てた時の伝説を。

　──うちのギルドから生まれた、英雄に近い冒険者の物語を。

　真っ暗な中で、小さなランプをともして。

　アイネとナイアスは眠くなるまで、おじいちゃんのお話を聞いてたの。




　だから、ふたりがいなくなったあとも、アイネは夜の間、ずっとランプをつけてた。

　眠れなかったのは、忙しかったからだけじゃないの。

　真っ暗闇が、こわくて。

　ひとりぼっちが、こわくて。

　小さな灯りをともして仕事をしていれば、側そばでおじいちゃんとナイアスが見守ってくれてるような気がしてた。だから眠らずに……がんばってたの。

『歴史に残る英雄が、再び「庶民ギルド」に現れるまで、伝統の火をそのままに……』

『ギルドをお願いするね。お姉ちゃん』

　アイネはおじいちゃんとナイアスの言葉を、守れるって信じてたの。




『庶民ギルド』は、このメテカルができた少しあとに、アイネのご先祖様が作ったもの。

　おじいちゃんがいた頃は、メテカルの領主さんもまだ元気でした。貴族のひとたちと、おじいちゃんとの人脈もあって、『貴族ギルド』と『庶民ギルド』は仲良く冒険をしていました。

　貴族のひとはいばってたけど、それはあの人たちの病気みたいなもの。

　アイネは別にどうでもよかった。レティシアみたいに、好きになれるひともいたから。




　──おかしくなったのは、いつからだったっけ。




『貴族ギルド』を、王都からやってきたリギルタ伯爵様が取り仕切るようになってから？

　おじいちゃんが亡くなって、貴族への発言力がなくなってから、かな。

　それからのことは、アイネはあまり覚えていません。

　毎日が、飛ぶように過ぎていったから。

　朝起きて、ギルドを開く準備をして、ギルドのお仕事をして、経理の仕事をして、商人さんと会って、お掃除をして、片づけて、経理の仕事をして……その繰り返し。

　びゅんびゅんとまわる、風車みたいな毎日だったの。

　レティシアは止めてくれたけど、やめられなかった。やめちゃったら、今までの努力が全部むだになっちゃうって思ったから。ナイアスとおじいちゃんとの思い出の場所がなくなっちゃうって、思ったから。

「こんなことを続けても、ナイアスもおじいさまも戻ってはきませんのよ？」

「『商人ギルド』と協力して、共同経営にするべきですわ」

「人が雇えないように、『貴族ギルド』が圧力をかけているのですわ。子爵家にも……。とにかく、わたくしがなんとかしますから、アイネはもう少し自分を大切に……」

　ぐるぐる、ぐるぐる。

　ぐるぐる、ぐるぐる。

　毎日はめぐって、レティシアの言葉も、めぐって。

　そんなとき、アイネはソウマ＝ナギさんに出会いました。




「僕たちは初心者だから、ダンジョンの奥に潜ったら間違いなく死ぬと思うんです。『魔剣争奪』以外のクエストを紹介してもらえませんか？」




　へんなひと。

「無理」「できない」なんてこと、どうしてそんなに簡単に言えるの？

　だめなのに。

　アイネはそんなこと、口に出せない。

　口に出したら、みんなにギルドマスターの資格なしって思われて、ギルドを奪われるかもしれないから。仕事をなくしちゃうかも、しれないから。

　それに、ギルドに来る人はみんな自信たっぷりで、ソウマ＝ナギさんみたいに、素直に「できないことはできない」って言える人ははじめてだったの。

　でも──そんなこと言ってるわりには、ソウマ＝ナギさんはすごく危なっかしくて。クエストのことも知らないみたいで、メテカルの地理についても、さっぱりで。

　ほっといたらすぐに死んじゃうような気がして、目が離せなくなったの。




　その後『魔剣争奪』クエストがはじまって──

　アイネが必死で守ってきた『庶民ギルド』は、あっさりとこわれちゃった。

　もう、あとかたもなくて。

　どうしたら元に戻せるかも、わからなくて。

　自分がそこでなにをしたかったのかも、もう、忘れてて。

　記憶はソウマ＝ナギさんとレティシアが取り戻してくれたけど、アイネにはもう、なんにもなくなってた。

　でもね、ソウマ＝ナギさんは言ってくれたの。




「もういいよ。がんばったね。お姉ちゃん」って。




　その時、アイネは気づいたの。

　ずっと誰かに、そう言って欲しかったんだ、って。

「もう、いいんだよ」「もう、眠る時間だよ」「もう、がんばらなくていいよ」

　そんな言葉が、ずっと欲しかったんだって。




　だから、もういいの。

『歴史に残るような英雄』は最後まで現れなかったけど──

『アイネを救ってくれる英雄』は、現れたから。

　だからアイネは『庶民ギルドのお姉ちゃん』じゃなくて、その人だけのお姉ちゃんに──

　ううん……家族よりももっと深い繫つながりを望んだの。

　今度は、置いていかれないように。

　深く深く繫がって、消える時は一緒に、いなくなれるように。




「僕は、アイネさんの弟の『なぁくん』じゃないよ？」




　知ってるの。

　ソウマ＝ナギさんを、ナイアスの代わりにするつもりはないの。

　それは、アイネの心が知ってる。

　ときめくところが、違うから。

　ナイアスを想おもうときより、ずっとずっと、アイネの心の深いところが、ときめくから。




「ナギさんは、アイネを助けてくれたすてきな冒険者の『なぁくん』だよ」




　──こうして、アイネはなぁくんの奴隷として、お仕事をすることになったの。

　メテカルでの居場所はなくして、追われる身になったけど、ぜんぜん怖くないの。

　逆に、わくわくしてる。

　持ってたものは全部なくしちゃったのに、楽になってるの。

　これって、なぁくんの魔法なのかな？

　不思議なご主人様のなぁくんには、そういう力があるのかな？

　なんてね。

　そんなことは、少しずつ、わかっていけばいいだけのお話。

　アイネはずっと、なぁくんの側にいるから。

　ちっちゃくて可愛かわいいセシルさんや、なぁくんの側にくっついて離れないリタさんみたいに、なぁくんの一部として、寄り添っていくんだから。

　さてと。

　ギルドのお仕事はなくなったけど、アイネはまだまだ忙しいの。

　セシルさん、リタさんともっともーっと仲良しになって、伯爵さまに一泡吹かせるために、ダンジョンに潜って、それが終わったらレティシアも一緒に港町イルガファに移動。着いたら新しい生活拠点を確立させて……。

　でも、それがうれしいの。なぁくんの側で働けることが、すごく、しあわせなの。

　だってこれは、アイネが選んだことだから。

　受け継いだんじゃなくて、いちからはじめる、ことだから。

　ねぇ、なぁくん。

　アイネを助けてくれて、ありがとう。

　アイネと出会ってくれて、ありがとう。

　そして──さよなら『庶民ギルド』──思い出の場所。

　いつか、通りかかったときに、また会おうね。




　そうしてアイネは過去に手を振って、次の場所へ向かいます。

　なぁくんと一緒に。みんなでごろごろできる、優しい場所を作るために。




　アイネのすべては、そのためにあるんだから。









第11話「眠れない奴隷のお悩み解決も、ご主人様のお仕事だった」








　ばしゃ。

　真夜中。眠れなくて外に出たら、物陰から水音がした。




　僕たちは今、道具屋の２階を借りている。

　もともとは住み込みの従業員が泊まるためのスペースだけど、レティシアが交渉して使えるようにしてくれた。道具屋の店員たちは１階で眠っている。僕たちのことは知らないふりをしてくれてるみたいだ。

　ばしゃん。

　また、音がした。アイネがいる倉庫と、道具屋の建物の間からだ。

　背の高い樹きが生い茂ってて、陰になってるあたり。

　……誰かいるのか？

「……わぅ」

「リタ？」

「わぅぅっ!?　ナギ!?」

　リタだった。

　枝の間から差し込む月光を浴びて、金色の髪が揺れるのが、かすかに見えた。

　目を凝らすと、闇夜に白い肌がぼんやりと浮き上がってる。

「リタ、怪け我がでもしたのか？」

「どうして？」

「傷口を洗ってるのかと。でも、怪我をしたら申告しろって言ったよね？」

「違うもん。あんなので怪我なんかしないもん」

　木陰から顔だけ突き出して、リタはこっちを見てた。

　むき出しの肩は真っ白で、かすかに震えてる。この世界でも夜は寒いからね。

「……においを、落としてただけ」

「におい？」

「アルギス副司教に、触っちゃったから」

　あー、あいつか。

　アイネの記憶を奪うのに、あいつも関わってたんだよな。

　リタに「殺さない程度にぶちのめして。アイテムもできればぶっ壊して」って指示したのは僕だ。でもリタはあいつの奴隷にされそうになったことがあるから……そっか、触るのも嫌だったのか。

「あいつのにおいが、まだ残ってるような気がするの」

　物陰で、「すんすん」と鼻を鳴らす音がした。

「だから身体からだを拭ふいてた、ってこと？」

「……気になって眠れないんだもん」

「獣人の嗅きゆう覚かくってのも、色々たいへんなんだな……」

　元の世界だったら、脱臭剤や芳香剤があるんだけど。

　この世界じゃ香水でにおいをごまかすくらいしか思いつかない。

「じゃあ、リタの好きなにおいで上書きするってのは？」

「……上書き？」

「香水……はさすがに買えないから、草か花のにおいとか、お茶のにおいとか、そういうのであいつのにおいを上書きすればいいんじゃないかな」

「なるほど。さすがご主人様……」

「で、リタの一番好きなにおいは？」

　しばらく、返事はなかった。

　暗闇の中で、リタの金色の尻しつ尾ぽが、恥ずかしそうにぴこぴこ動いてる。

「…………ナギのにおいが、好き」

　しばらくして、暗闇から、かすかな声がした。

「……ご主人様のにおいが、欲しい、です」

「うん。わかった。あげるからこっち来て」

　リタに『イトゥルナ教団』退治を頼んだのは僕だからね。そのせいでリタが眠れないのなら、なんとかするのはご主人様の務めだろ。でないと、僕がブラックな雇い主ってことになっちゃうし。

「…………そっち、明るいもん。こんな格好、見られるの、やだ」

「じゃあ僕がそっち行く」

「…………うん……」

　許可をもらったので、僕は暗がりに向かって歩き出す。

　10歩進んだところで、樹の陰に隠れてるリタが見えた。真っ赤になった顔と、肩だけが幹の陰からはみ出してる。手に持ってるのは濡ぬれた布。かすかに見える胸のあたりには、ちゃんと下着をつけてる。当たり前か。

　僕は目を閉じて、リタの方が動くのを待ってみる。ととん、と地面を蹴ける音がして、リタが僕に身体をくっつけたのがわかった。湿った腕と腰が手に触れる。ちょっと冷たい。

「ご主人様」

「うん」

「ご主人様のにおいをいただいても、いいですか？」

「いいよ。リタの好きにして」

「…………わぅぅ」

　くんくん、すんすん。

　僕の首筋に熱っぽい息がかかる。くすぐったい。

　リタの手──たぶん、アルギス副司教をぶんなぐった方──が、僕の胸のあたりに触れてる。リタの目は、とろん、としてる。寒いのか、長い睫まつげが震えてる。

　……それが見えてるのは、僕が半分目を開けてるから。

　外だから。なにがあるかわからないから、しょうがないよね。

　リタの金色の髪は月の光をかすかに受けて、きらきらと輝いてる。下着姿のリタは、まるでマーキングするみたいに、冷えた身体を僕に押しつけてる。くんくん、すんすん。月の下で聞こえるのは、リタが鼻を鳴らす音だけ。

　そういえば、リタはアルギス副司教に触れたことが気になってたんだよな。

　だったらリタの手に、僕のにおいを上書きしないと終わらないか。

　僕はリタの手を取って、両手で挟みこむ。

　これで敵をぶんなぐってたとは思えないほど、華きや奢しやな手だった。とりあえず包み込んで、それから「はーっ」て息を吹きかける。２回。３回。獣人の習性はまだよくわかってないけど、においを上書きするならこれでいいと思う。

「においを上書きしようと思ったんだけど、これで合ってる？」

「…………うん。ありがとう……ご主人様」

　リタはうっとりした顔で、自分の手に鼻と、唇を近づけた。

　それで落ち着いたのか、リタは僕から身体を離した。

　かすかな月明かりの下で、金色の髪を身体にからめて、金色の尻尾をぶんぶん振ってる。

「こういう時は相談すること。僕は異世界から来たせいで、リタたちのルールはよくわかってないんだからさ。奴隷のトラブルを解決するのも、ご主人様の役目だろ？」

「……はい。ご主人様」

「こんな真夜中に、下着姿で身体を拭いてる必要なんかないから。リタならなにがあっても大丈夫だとは思うけど。いや下着姿のリタを見れて良かったけど。すごい得した気分だけど。これは別」

「はい……ごめんなさい。今後は下着姿でこっそり身体を拭いたり……って、わううううぅっ!?」

　リタの顔が、ぼっ、と真っ赤になった。

　あ、そういえば、見てないことにしてたんだっけ。

　僕とリタはしっかりと目が合っちゃってる。僕は思わずリタの爪先から両脚。白い布に包まれた下腹部、白いお腹なか。なんとか下着におさまってる大きな胸──綺き麗れいな首筋──真っ赤になって震えてる顔と金色の髪まで、全部スキャンするように見てから──僕は、

「よし、怪我はないようだな。リタ＝メルフェウスよ」

　とりあえず、ごまかすことにした。

「奴隷の体調管理もご主人様の役目だろ。ついでにリタに怪我がないかチェックさせてもらった」

「……え？」

「ガーディアン、ガーゴイル、『イトゥルナ教団』と、今回は強敵相手が続いたから」

「……え、あ……うん。だいじょぶ……うん」

　ふわり、と、リタは地面に置いたままのローブを拾い上げた。

「大丈夫そうで安心した。これで落ち着いて眠れそうだ」

「……うん。私も」

　リタは自分の手のひらを胸に当てて、それから指先に鼻を近づけた。

「ナギのにおいで、いっぱい。大丈夫。眠れそう」

「そっか」

「ありがとうございました。ご主人様……おやすみなさい」

　リタはローブを身体に巻き付けて、僕に一礼。

　それから、素早く道具屋の裏口へと駆けていった。










　翌朝。

「おはようございます、ナギさま！」

「…………おふぁよう……ナギぃ」

　元気に手を挙げるセシルの隣で、リタがぼんやりとつぶやいた。

　僕と目が合うと「あわわ」って視線を泳がせて、横を向く。なんだかぼーっとしてる。

「……眠れなかったの」

「そうなの？」

「……ナギのにおいでいっぱいで。包まれてるみたいで……しかもナギってば、夢の中で…………私にあんなことするんだもん……」

　リタは、ふわぁ、ってあくびをして、それから真っ赤な目で、僕を見た。

「…………あんなすごいことされて、眠れるわけないじゃない」

　そんなこと言われても。

　……夢の中の僕は、リタになにをしたんだろう。









第12話「ダンジョン攻略前半戦『魔物はすぱーんっと飛ばすもの』」








　ダンジョンの入り口は山の中腹にあった。

『貴族ギルド』の見張りはいない。さすがに数日でダンジョンの最下層まで行って魔剣を取ってくるのは無理だから、そんなの必要ないって思ってるのか。

　まぁいいや。警戒だけはしておこう。

「参考までにお伺いしたいのですけれど」

　ダンジョンの入り口で、レティシアは言った。

「もし、魔剣を召喚できなかったらどうするつもりですの？」

「もちろん、そのまま帰るよ？」

「は、はぁ？」

「……なんでぽかん、って顔してるの？」

「あなたの目的はリギルタ伯爵に一泡吹かせることじゃなかったんですの？」

「うん。でもそいつは僕の宿敵ってわけじゃない。せいぜい『ほっとくと気になるなにか』──たとえば、部屋の隅に転がってる食べかけの弁当箱とか、投げたけどゴミ箱に入らなかった紙くずとか、その程度のものだよ」

　言いながら、僕は装備品をチェックする。

　ショートソードよし。革の鎧よろい、よし。バックパックよし。スキルのセットも、よし。ホウキよし。おんぶ用の紐ひもよし。

　うん。準備はしっかりできてる。

「僕にとって一番大事なのは、みんなで平和に次の町に行くことなんだ。危なくなったら引き返すし、途中でめんどくさくなったら帰ろうかなって思ってる」

「……ぷっ」

　レティシアはなぜか、口を押さえてふきだした。

「ふ、ふふふふふふふふっ！　なるほど。あなたにみんながついていく理由が、なんとなくわかりましたわ」

　レティシアは鞘さやに入ったロングソードを、かちゃ、と鳴らした。

「でも、わたくしはあなたの奴隷にはなりませんわよ？」

「ならなくていいです」

「わたくしの目的は真の貴族になることです。父や伯爵のように身分を利用するだけではなく、民に慕われる真の貴族に。ですので、奴隷としてあなたに仕えることはできませんの。ですけど……」

　レティシアは、ふふん、と笑った。

「あなたのことはアイネの次くらいに好きですわ。親友になってもいいですわよ？」

「そうなの？」

「もちろん。わたしだけあなたと無関係では、仲間外れになってしまいますもの」

　レティシアは頰を赤く染めて、僕に向かって手を差し出した。

　どこまでぼっちが嫌いなんだ子爵令嬢。

「それじゃ、これから、よろしく。レティシア」

　僕は彼女の手を握った。

　そういえば、親友ができたのってはじめてだ。

「はい。もちろんわたくしは正義の貴族ですので、あなたが奴隷をいじめていたら、容赦なく征伐いたしますから、そのつもりで」

「しないから安心してくれ」

「もちろん、同意の上でそういうプレイをされるのであれば見逃しますわ」

　器がでかいな、レティシア。

　あと、アイネの方をちらちら見てるのはどうして。しないから。そういう趣味ないから。

「そうだ。これをアイネに渡しておく。今回のキーアイテムだ」

　僕は道具屋に手配してもらったホウキをアイネに渡した。

「使い方はさっき教えた通りに。撃ち漏らした奴はリタと僕でなんとかする」

「わかりました、ご主人様」

　むん、と、腕を曲げるアイネが着てるのはメイド服。

　ゆったりした奴で、中には鎖かたびらがついてるらしい。かくまってくれた道具屋に、アイネに似合うものを──ってお願いしたらこれをくれた。

　こうして見ると似合いすぎるほど似合ってる。

「前衛はリタ、アイネ、レティシア。後衛は僕とセシル。第１階層と第２階層はこれでいく。いいかな」

「はいです！」「りょーかい」「わかったの」「了解ですわ」

　それぞれの答えが返ってくる。

　僕たちにとっては、はじめてのダンジョンだ。

　中はヒカリゴケのせいで明るいって言うけど。

　マップは頭に入ってるし、最短距離でさっさと終わらせよう。

「それじゃ、魔剣横取り作戦の開始だ。いくよ」










　ダンジョン第１階層と第２階層は、もともと鉱山だったらしい。

　中は岩肌が露出していて、そこにへばりついた苔こけが薄青く発光してる。

　じめじめしてるのは、どこからか水が漏れてるからだろう。

　僕たちが二列縦隊で進んでいると──魔物の群れが現れた。

　曲がり角から出てきた黒い影は、全長１メートルの魔物。そいつは──

「まかせて、なぁくん！」

　僕が魔物を確認する前に、アイネのホウキが弧を描いた。

「『魔物一掃ＬＶ１』!!」

　しゅぱっ、しゅぱっ、ひゅーん。

　行く手を塞ふさいでいた魔物が宙を飛んだ。




『ジャイアントトード。

　大ガエル。水辺やじめじめしたところを好む。

　なわばりに入って来る人間を追い出そうとする習性がある。

　特技は巨体とジャンプ力を利用した体当たり』




　宙を飛んだジャイアントトードはダンジョンの壁に激突。

　べちゃ、と、潰つぶれて、落ちた。はい終了。

「このまま前進」

　僕たちは早足で進みはじめる。

　先頭に立ったアイネのホウキが、ダンジョンの床を、壁を、片っ端から掃いていく。

　そのたびに魔物が宙を舞い、壁に叩たたき付けられて動かなくなる。




　僕は昨日、スキル屋でふたつのスキルクリスタルを買った。

　店の商品のほとんどはダンジョン探索をひかえた『貴族ギルド』に買い占められてたけど、低レベルのコモンスキルが少しだけ残ってた。

　僕がこの世界に来た時に持ってた『強打ＬＶ１』と『掃除ＬＶ１』も。

　この組み合わせは前にもやったことがある。




（１）『低レベルモンスター』を『掃除用具』で『綺き麗れいに片付ける』スキル

『魔物一掃ＬＶ１』：掃除用具で周囲の低レベルの魔物を遠くへ吹き飛ばす。




（２）『部屋』に『強力なダメージ』を『与える』スキル

『建築物強打ＬＶ１』：部屋の壁や内装に強力なダメージを与える。破壊特性『煉れん瓦が』『木の壁』




『建築物強打』は必要ない。売るのは物騒だから（不法侵入に使えるし）取ってある。

　僕たちの目的はダンジョン攻略のスピードアップだから、必要なのは『魔物一掃』の方。こいつが低レベルモンスターを吹っ飛ばせることは実験済みだ。

　ちなみにアイネにインストールしたのは、「仕事がしたい」っていう、本人の希望があったから。




「『魔物一掃ＬＶ１』！　『魔物一掃ＬＶ１』！　『まものいっそーなのっ』！」

　しゅぱっ、しゅぱっ、しゅぱぱぱぱっ。

　ひゅーん、ひゅーん、ひゅーん。




　大ネズミ、大コウモリ、緑色したスライムまで。

　アイネのホウキに触れた魔物たちが、面白いくらいに宙を舞う。

　ひゅーんと飛んで、岩壁に激突して落ちてくる。地下道じゃなきゃ数百メートルは飛んでるんじゃないかな。すごい。

『魔物一掃ＬＶ１』の成功率は30％から50％くらい。

　飛ばなかった魔物（いきなり仲間が吹っ飛んで呆ぼう然ぜんとしてる）は、リタとレティシアと僕で処理していく。

　魔物の出現率は意外と低い。というか、坑道の隅に隠れてじっとこっちをうかがってる奴はいるけど、こっちに近づいてこなくなってる。第１階層ってこんなものなのかな。

「……魔物だってこんなデタラメなスキルの相手するのは嫌よねー」

「……ダンジョン攻略って概念が崩壊しそうですわ」

　ぶんぶんホウキを振り回すアイネの後ろで、リタとレティシアがつぶやいた。

　しょうがないだろ、まともに攻略したら時間かかりすぎるんだから。




『魔物一掃ＬＶ１』のおかげで、ダンジョン攻略ＲＰＧは敵出現のタイミングに合わせてホウキを振るだけのアクションゲームになったから、第１階層を１時間足らずで突破。

　僕たちは、地下第２階層に続く階段を降りた。

「少し休憩する？」

　僕が言うと、アイネは、ぶんぶんぶんぶんっ！　って、首を横に振った。

「アイネ、今、充実してるの」

「充実？」

「生きてるって実感。今まで、冒険者のひとたちのバックアップばっかりしてきたから」

　アイネは特注品のホウキ（柄は鉄。刷は毛けの部分は獣毛）を、ぎゅ、と握りしめた。

「大事な人のために自分の全部を使ってるって感覚が、きもちいいの」

　はぁはぁと熱い息を吐きながら、せつなそうに胸を押さえてる。

「なぁくんがアイネを使ってくれてます。なぁくんがアイネにお願いしてくれてます。『ぞくん』ってするの。きもちいいの。なぁくんの視線とか言葉とか命令とか、全部の全部がアイネにとっての……ごほうび」

「ア、アイネ？」

「もっとアイネを使って。身体からだと心の全部を使いつくして。ご奉仕させて。アイネの全部がなぁくんのものだってわかるように。もっともっともっと」

「ワーカホリックが抜けてないよ!?」

「だって、仕事は完かん璧ぺきにしないとクレームがくるの」

　アイネは不思議そうに首を傾かしげた。

「クエストの紙に誤字があるとクレームがくるの。魔物の狩り残しがあったりすると依頼者が怒るの。自腹でもう一度クエストを依頼しないといけなくなるの。仕事はしっかりしないとだめなの。だからアイネは一生懸命戦うの。そうじゃないといけないの」

「これは仕事じゃないから」

「……え？」

「魔剣を取りに行くのは、僕の趣味にみんなを付き合わせてるだけだよ」

　たぶんアイネは、まだ『庶民ギルド』で22時間ブラック労働してた感覚が抜けてない。

　レティシアが「高速回転する水車」って言ってた通り。働くことに中毒してる。ハイになって心と身体が暴走してる感じだ。僕も経験あるけどさ。

　やっぱり、アイネはもう、限界だったんだ。

「魔剣を手に入れようとしてるのは、伯爵に一泡吹かせたいっていう僕の趣味なんだ。真剣にやるけど、必死にはならなくていい。ゲームみたいなものなんだから」

「じゃあ、アイネはどうすればいいの？　なぁくん」

「自分のペースでやればいいんじゃないかな」

「失敗したら？　魔物を飛ばし損なったら？　みんなに迷惑かけたら？」

「後ろで僕たちがフォローするから、だいじょぶ」

「アイネは、自分のしたいようにしていいの？」

「当たり前だろ」

「疲れたら休みたいって言ってもいい？　仕事の途中でお水のみたいって言っても、甘えるなって言われない？　立ってるのつらいからしゃがんだら、怠け者って怒鳴られたりしない？」

「しない」

　っていうか、どんだけアイネをこき使ってたんだ、アイネの伯父さんと『庶民ギルド』の冒険者たちって。

「さみしいから、なぁくんに頭を撫なでて欲しいって言ったら、してくれますか？」

「うん……って、え？」

「いろいろなくしてさみしいから、頭を撫でて欲しいです、ご主人様」

　メイドさんが、僕を見てた。

　上目遣いで、不安そうにホウキを握りしめて。

「……よしよし？」

　さわさわ、さわさわ。

　純白のヘッドドレスを乗せたアイネの髪に、僕は触れた。

　まるで高級羽毛布団に手を乗せたような、やわらかい感触。

「んっ」

　って、アイネはせつなそうに目を閉じて、喉のどを鳴らした。まるで猫みたいに。

「……はぅ……」

「あの、そろそろ」

「アイネのすみからすみまでがなぁくんにふれてほしがってます」

「淡々となに言ってるの!?」

「思ってることは言って欲しいって、なぁくんは言いました」

「言ったけど」

「だからアイネは胸の中から言葉があふれてきて、こぼれそうになってるの」

「……ダンジョンを出てからにしようよ」

「うん。わかったの。じゃあ休憩はおしまいね」

　アイネはほどけかけた髪を、ていねいに結び直した。

　メイド服のエプロンを整えると、大きな胸が、ふわん、と揺れる。アイネは両手をもじもじと絡めながら、すぐ近くで僕を見上げてる。

「なぁくん──ご主人様、ひとつだけ覚えておいて欲しいの」

　ホウキを構え直して、アイネは言う。

「お姉ちゃんアイネにとって、なぁくんにされることは、ひとつの例外もなくごほうびなんだよ？」

　僕の耳元でささやきながら、アイネは笑った。

　……なんか危険なスイッチが入ったみたいに。









第13話「ダンジョン攻略後半戦『ゴブリンは撃ち払うもの』」








　第２階層も問題なくクリアして、僕たちは第３階層に入った。

　ここからは遺跡エリアになる。

　かつてこの地に存在した古代魔法文明、あるいは先住人類が作ったといわれる、地下遺跡だ。

　床はつるりとした石畳で、広い廊下の周囲には神殿のような柱が並んでる。

「ここから先が本番か」

　この階層に住んでいる魔物はゴブリン。

　時々ダンジョンから湧き出して、近くの村や、街道を通る旅人を襲う人型の魔物たち。性格は凶暴で、人間や、それに近いデミヒューマンを敵視している。

　それがこの階層にはうじゃうじゃいるらしい。

「……来た」

　広い廊下の先にある、開きっぱなしの扉の向こうから足音と、ざらついた声がした。

　現れたのは、緑色の肌を持つ小鬼たち。

　身長は１メートル弱。持ってる武器は手斧ちようなや長剣。たぶん、人間を殺して奪ったもの。

　奴らは黄色い目でこっちを睨にらみながら、ゆっくりと近づいてくる。

「ＧＩＧＩＧＩ……ヒト…………ＧＹＡＧＹＡ」

「ギギギ」「タベル」「ギギギギギッ！」

「『魔物一掃ＬＶ１』!!」

　先頭を切って走ってきたゴブリンに、アイネがホウキを叩たたきつける。

　けど、ゴブリンたちはびくともしない。

「このこのこのこの！　『魔物一掃ＬＶ１』『まものいっそうれべるいちーっ』!!」

「駄目だアイネ、下がって！」

『魔物一掃』が効いてない。

「もー！　もーっ！　子鬼のくせになぁくんの邪魔するなんてーっ！」

　アイネは床を蹴けって後退。

　代わりにリタとレティシアが前に出る。

「ギギ！」

「遅い」

　リタの拳こぶしがゴブリンの手斧を弾き返した。返す手て刀がたながゴブリンの首筋を撃つ。『神聖力』で強化されたリタの手のひらが緑色の皮膚を破り、傷口から血を噴き出させる。ひるんだところに回し蹴りが炸さく裂れつ。ゴブリンを吹っ飛ばす。

　勝てるけど、数が多い。廊下の向こうからは別の群れの足音が近づいてくる。

　時間をかけたくない。一気に行こう。

「セシル。準備して」

「は、はい。ナギさま」

　ちっちゃなセシルが、びくん、と肩を震わせた。

　すーは、すーはっ、て２回深呼吸をして、それから覚悟を決めたように、僕を見上げてくる。

「やりましょう。『がったいまほう』」

「うん。悪いけどアイネも手伝って」

　ホウキを置いたアイネが、こくん、とうなずく。

『合体魔法』──僕とセシルの魔力を繫つなぐ魔法形態だ。

　準備はそんなに難しくない。

　まずは、僕がセシルをおんぶするところから。

　僕がしゃがんで、セシルが僕の肩に手を載せる。細い、褐色の腕が、僕の胸の上で握りあわされる。うわ、やわらかい。自分の心臓がどくん、って鳴ったのがわかる。

　で、これから僕は両手で、セシルの足を抱えるわけだけど──いいのかな。

　この作戦考えたのは僕だけど。

　でも、頭の中でイメージするのと実際にやるのとでは大違いだ。

　セシルのむき出しのふとももはすべすべしてて温かくて、うかつに触れたら通報されるんじゃないかって思うくらい。いいのかな。いいんだよな。僕はセシルのご主人様だし、これは必要なことなんだし……よし。

　僕はセシルを背負ったまま、立ち上がった。

「ひゃんっ」

「ど、どしたのセシル？」

「いえ、その……ちょっとくすぐったくて」

　はう、って吐息が、僕の背中に触れた。

　こうしておんぶしてみると……軽い。うん、これならこの状態のまま走れそうだ。

「はい。動かないでねー」

　ふわり、とアイネがセシルの背中に布をかぶせてくれる。その四方についた紐ひもを僕の前で十字に結んで、と。セシルが落ちないように固定する。最後に僕の肩に日ひ除よけ用のマントをつけて、それでセシルの身体からだが隠れるようにして、完成。

　自分ではよく見えないけど、僕が背中につけたマントの隙間から、セシルが頭だけ出してる格好になってるはずだ。

　軽く揺すってみる。よし、しっかり固定されてる。

「次は魔力の接続……地下でやったみたいに、僕とセシルの魔力の流れをくっつけるんだけど……」

「わ、わかりました」

　さわさわ、さわさわ。

　マントの下で、セシルの指が僕の背中を撫なでてるのがわかる。

　僕の鎧よろいは、身体の前半分しか覆ってない。中の服を下ろせば背中が露出するはず。

　そしてセシルも──

「……え、えいっ」

　しゅる、と、セシルが服を下ろす気配がした。

　代わりに、どくん、と、音がした。

　僕と、セシルの心臓が跳ねる音。

　ぴたり、と、僕の背中にくっついてくる、やわらかいもの。

　マントで隠れて見えないけど、むき出しになったセシルの胸……たぶん。

「アイネのご主人様は天才だと思うの」

「そういうこと言わない！」「言わないでください！」

　ダンジョンを最速で攻略するにはセシルの魔法に頼るしかないけど、彼女の魔力には限界がある。

　だから『能力再構築スキル・ストラクチヤー』用の魔力を貯蔵してる僕が、外部バッテリーになる。『能力再構築』は僕と奴隷を繫ぐケーブルのようなもので、いつも僕たちは魔力のやりとりをしてる。だから、できるはずなんだ。

　これは屋敷の地下でやったのの応用。

　身体を直接くっつけて、『能力再構築』で僕たちの魔力を接続する。

「いくよセシル。『能力再構築スキル・ストラクチヤー』起動！」

「んっ……あ……はぁ。んっ」

　僕はウィンドウを呼び出し、セシルのスキルを表示させる。

　今回はスキルの再構築が目的じゃないから、触れるだけ。魔力をセシルに送り込む。

　これで『合体魔法』の準備完了。

「ん、あ、ああ。んっ。ナギ、さま」

　セシルの熱い息が僕の背中にかかる。

「セシル、いけそう？」

「ん……あ……ひゃい……はい」

　小さな身体が、僕の背中でもじもじと動いてる。

「だいじょぶ……です。やって、みます」

「わかった。アイネはセシルが落ちないようにフォローしてあげて」

　アイネはうなずいて、僕たちの後ろに回った。

　僕の合図で、セシルが呪文の詠唱を始める。

「『其そは我が怒り。其は我が血潮の現れ。其は熱を宿した数多あまたの刃──』」

　僕はセシルを背負いながら、手元に移動させたウィンドウから魔力を注ぎ続ける。

　そして、走り出す。

　ゴブリンはすでに２匹が倒されて、残りは１匹。

　逃げてくれれば楽なんだけど、そんな気配はまったくない。

　しかも廊下の出口からは、さらに数匹が顔を出してる。

「一気に走り抜ける！　セシルはしっかり捕まってて！　アイネはいざという時のために、防御魔法を準備！」

「わかったの！」

「『ただ滅せよ。滅せよ。滅せよ。すべてを灼やき尽くし、末期の刃を撃ち放て──』」

　セシルの詠唱は続いてる。前も聞いたから、わかる。あと少しだ。

「守りはまかせて！　ふたりは魔法に集中してなさいっ！」

　リタがすべてをわかってるみたいにうなずいて、僕の右側につく。レティシアは僕の左側について、走り出す。

　廊下の出口から別のゴブリンが完全に姿を現すと同時に、セシルの魔法──古代語魔法『炎の矢フレイムアロー』の詠唱が完成した！




「『火炎の精霊よ百万の息い吹ぶきで我が敵を滅せよ』──『ふれいむ！　あろ──っ』！」




　ずどん！

　セシルの背後に浮かび上がった魔法陣から、炎の矢を３本同時発射。

　進路上にいたゴブリンを吹っ飛ばす。

　さらに連射。今度は５本。２匹目のゴブリンの腕を焼き、顔面を火だるまにする。

　敵はあっという間に戦闘不能。

　頭の中にあるマップを頼りに、僕たちは先に進む。

　この第３階層は広い通路が続いている。

　そのほかにもたくさんの部屋があり、住み着いたゴブリンが勢力争いを続けているらしい。安全な場所といえば、僕たちが向かっている魔力の泉くらい。

　まともに攻略してると時間がかかるってのは、そういうわけだ。

「ギャ？　ギャギャ!?」

　ずどどどどどどどっ！

「──ギ、ギァ!?　ＧＩＡＡＡＡＡＡＡＡＡッ!!」

　ずどど、どどどどっ！

　回廊で群れていたゴブリンたちが、炎の矢の奔流をまともに食らって吹っ飛ぶ。

　地上で数発。空中で十数発。ダウンしても追い打ち数発。

　まるで、３ＤダンジョンＲＰＧが、いきなり重火器乱射ＦＰＳになったみたいだった。




「ギャ！（こっちに向かって武器を構える×６匹）」

　ずどどどどどどっ！（殲せん滅めつ）




「ギ、ギァーギッ！　ギッ！（接近するのは危険だと思ったのか矢を放つ×４匹）」

　ずどどどどどどど！（撃った矢ごと火だるまになって全滅）




「……ギ、ギギーッ！　ギギーッ！（次元が違うと思ったのか密集して突進×12匹）」

　ずどどどどどどどだだだだだだっ！（集中した火力に突き崩されて壊滅）




　僕たちの行く手を遮る敵は、あっという間に数を減らしていく。

　戦闘しながらだったら数時間はかかるはずの距離を、僕たちは数分で駆け抜けていく。

　……もう、ちょっとだ。

　息が切れてきた。身体の力がどんどん抜けていくのがわかる。

　魔力が減ってくってこういうことか。

「がんばってなぁくん。次の大部屋を抜けたら、魔力の泉に着くの！」

「だい、じょぶ」

「セシルちゃんも、あとちょっとだから」

「は、はぅ。あ、あん。あ、あ、ひゃ、ひゃい、でしゅ」

　見えた。

　この階層に巣くうゴブリンのたまり場になってる大広間。

　入り口は大きな木製の扉。

　その向こうに目的地、魔力の泉があるはず。

「『建築物強打ＬＶ１』！」

　どかん！

　僕は問答無用で扉を叩き壊し、先頭を切って部屋に飛び込む！　同時に、




　ずどどどどどどどっずどどどどどどどっどっどどどどど！　ずどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどっ！　ずっどどどっどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどががががががががが!!




　セシルを背負ったまま、前を見て右を見て前を見て左を見てもう一回正面!!

　常時連射状態の炎の矢を、部屋全体に叩き込む！

　戦闘準備中だったゴブリンたちが大量の『炎の矢』の圧力に宙を舞う。まるでマシンガンの直撃を喰くらったみたいに、空中で奇妙なダンスを踊る。ひときわ大きなゴブリンは、首に人骨のネックレスをしてる。あれはダンジョンで死んだ冒険者のなれのはてか、それとも襲われた村人の亡なき骸がらか。だったら遠慮はいらないな。僕とセシルは容赦なく、炎の矢を全力でぶつけていく。そいつは炎の矢を26発喰らったところで轟ごう沈ちんした。

　あとに残ったのは、黒こげになったゴブリンの亡骸だけ。

　部屋には大きなテーブルがあったから、それを壊したドアの代わりに立てかけて、もうひとつ、部屋の奥にあったドアを開ける。

　その先は広い通路。魔物はいない。綺き麗れいに澄んだ空気で満たされてる。

　ここが、魔力の泉か。

「……いいよ。セシル、ここまでだ」

「ひゃ、ひゃい……ふわぁ……あ、あん……ひゃ……ぁ」

　セシルを背負ったまま、がくん、と、僕は床に膝ひざをついた。

　疲れた……。

　こんなに体力を使ったのは、この世界に来てからはじめてかも。

「やっぱりダンジョン攻略って大変なんだなぁ」

　しゅる、と、僕はセシルを固定していた紐をほどいた。

　後ろでセシルが、ころん、と倒れる気配があったから、思わず振り向いたら、セシルはちょうど身体にマントを巻き付けたところで──

「お、お疲れさまです。ナギさま」

　真っ赤になって、あわあわしながら、僕を見てた。

「お、お疲れさま、セシル」

　なんかお見合いみたいだった。

　僕とセシルは床に座り込んだまま、交互にお辞儀。

　非常の策だとはいっても、僕たちはむき出しの身体をくっつけて、ダンジョンを駆け抜けてきたんだよなぁ。

　……冷静になってみると、すごく恥ずかしい。

「だ、だいじょぶです。魔力を注いでいただいても子どもはできませんっ！」

　耐えきれなくなったのか、セシルが目をつむって叫んだ。

「い、いえ、そうじゃなくて、魔力で子どもができないのは残念です……じゃなくてっ！」

「待って。落ち着いて話し合おうセシル」

「はいはい。その話は後にしましょ」

　ひょい、と、突然、リタがセシルを抱え上げた。

「ナギとセシルちゃんは休憩してて。魔力が回復したら、魔剣召喚の儀式を始めましょ」

「リタは疲れてないの？」

「ぜんぜん。私は走ってただけだもん。優秀な先輩奴隷とご主人様のおかげでね。あーあ」

　すすっ、と僕に肩を近づけてくるリタ。

「私も、魔法使いに転職しようかなぁ」

「どうして？」

「ご主人様から魔力をもらいながら戦う魔法格闘家ってかっこよくない？」

　リタの神聖力は、魔力とはちょっと波長が違う。

　というか、体内で魔力を自動的に補助魔法用の神聖力に変換してるから、今回みたいな時はバッテリー役ができないんだっけ。

　リタ、すっごく不満そうな顔してたけど。というか、今も。

「いや、リタは長年鍛えた神聖力を大事にしてるんじゃなかったっけ」

「神聖力とご主人様とくっついてるのと、どっちが大事だと思うの!?」

「神聖力だろ!?　長年の修行の成果を大事にしようよ！」

「なっとくいかないー！　うー、わぅーわぅわぅー！」

「リタえらいえらい」

　僕はリタの金色の髪と、ついでにぱたぱた揺れてる耳を撫なでた。

「リタが前衛で戦ってくれてるから、僕たちは安心して合体魔法が使えたんだからさ」

「うー。わぅー。うー……えへへ」

　なでなで、なでなで。

　ぱたぱた、ぱたぱた。

　膨らんでたリタの尻しつ尾ぽが左右に揺れ始める。

　なんだろう、このかわいい生き物。




　とりあえずレティシアとアイネに見張りを任せて、僕たちは回廊の先へ。

　そこには、魔力に満ちた温泉が湧き出す泉があった。

　魔法使いの屋敷の地下にあったのと同じ──いや、それ以上の『魔力溜だまり』。

　僕たちはそのほとりに腰掛けて、温かい流れの中に足をひたした。

　こうしているだけで、消耗した魔力が回復していくみたいだった。

　これがファンタジー世界の神秘ってやつか。

「たぶん、この地下水が屋敷の下にも流れ込んでるんだろうな……」

　やることは決まってる。

『魔剣召喚スクロール』を使って、ここに魔剣レギナブラスを召喚する。

　召喚できたら袋に入れて、魔法使いの屋敷の地下に封印する。

　召喚できなかったらほっといて帰る。

「ごめんな。僕の趣味に付き合わせて」

「魔剣を召喚して迷惑かけてるのは、わたしの同族ですから。これはわたしの問題でもあります」

「別にいいわよ。今回の事件は『イトゥルナ教団』が絡んでるんだから、他ひ人と事ごとじゃないもん。それにね、こんな景色も見れたもん」

　僕たちは温泉に足をひたしながら、ひとやすみ。

　まるで家族で湯治に来てるみたいで、くすぐったかった。









第14話「最凶の魔剣VS最強のお姉ちゃん」








　僕たちがいるのは、ダンジョン地下第３階層にある「魔力の泉」のひとつ。座標は東南の奥。

　魔力が強すぎるせいで、魔物たちは警戒して近づきたがらない場所らしい。

　部屋の中央には温泉が噴き出す泉があり、細い流れが部屋の四方に注いでる。

　僕たちは、パーティをふたつに分けた。

　部屋の中には、僕とセシルの魔剣召喚組。

　外にはリタとアイネ、レティシアの見張り組。

　仮眠で魔力を回復した僕たちは、魔剣召喚に取りかかるところだった。

「わたし、魔剣を召喚した人は、さびしんぼだったんじゃないかって思うんです」

　スクロールを手に、部屋の魔力の流れを確認しながら、セシルは言った。

「魔剣を召喚して、自分はこんなすごいことができるんだぞー。だから仲間に入れて、って言いたかったんじゃないかな、って」

「俺すげー、だから仲間に入れて、ってこと？」

「そうです。でも、魔剣は人の手に渡って、争いの元になってしまいました。だから慌てて人の手から取り上げようと思ったんじゃないでしょうか」

「本当に人間に対抗したいなら、別の魔剣を召喚すればいいだけだもんな」

　セシルの手にある『魔剣召喚スクロール』は、あくまでもレギナブラスを呼び寄せるためのものだ。別次元から別の魔剣を呼び出すためのものじゃない。

　魔法使いはあくまでも、自分が呼び出した魔剣にこだわってた。

　やり残したことを、いつ現れるかもわからない同族に託すくらいに。

　もしかしたらあの魔法使いは、魔剣を呼び出した責任を取ろうとしたのかもしれない。

「で、セシルは魔剣欲しい？」

「いりません」

「だよねぇ」

「でも、このまま放置しておくのもよくない気がします」

「争いの種になるもんな」

「隠し部屋の温泉に漬けておけば、そのうち錆さびますよね？」

「ほどよくカルシウムが付着して斬れなくなるかもしれないし」

「売ると物騒ですからね」

「それで人が死んだら寝覚めが悪いからなぁ」

「ナギさま」

「なんだよ」

「そういうところ、大好きです」

「……そっか」

　なんか照れくさかったから、僕はセシルから目を逸そらした。

「それより、早いとこ始めよう。みんなが待ってる」

「はいっ」

　セシルは遺産のスクロールを手に、部屋の中央に立った。

　そこが一番、魔力が集中しているらしい。

「魔力は足りそう？」

「この部屋の魔力で底上げできそうです。あとは……やっぱりナギさまの魔力をお借りして」

「うん。じゃあさっさと終わらせよう」

　僕はセシルの正面に立った。

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』を起動して、左手を少しだけ挙げる。

　その手をセシルが摑つかんだ。いたずらっぽい目で僕を見て、ゆっくりと、まるで宝物を扱うみたいにして、自分の左胸に押しあてる。

「『異界よりこの世界に喚よばれし、魔の力よ、呼応せよ』」

　丈の短いセシルのスカートが、ふわり、とはためく。

　細くてまっすぐな脚が、付け根近くまであらわになる。

「『我は魔族を受け継ぐもの。人を信じ、愛するもの。その人の慈悲により血を残す者にして名をセシル＝ファロット。かつてこの地に在りし者の過ちをただす。水脈によって繫つながれし地下の深しん淵えんより、魔剣をここに召喚する。我は鎮魂せり。すべての魔族の思いを受け継ぎ、鎮魂せり。そのための儀式を行う』」

　セシルの銀色の髪が、まるで別の生き物みたいにゆらめく。

　僕は『能力再構築』のウィンドウを通して、セシルに魔力を供給し続けてる。

　セシルの邪魔をしないように、目を閉じて、息をひそめる。

　詠唱は続いてる。終わらない。

『古代語魔法』だから、長い。セシルも緊張してる。一字一句、間違えないように。

「『……以上の祝祭をもってここに来たれ。来たれ、来たれ！

　異界よりこの世界に喚ばれし魔剣レギナブラスよ！　今、ここに!!』」

　セシルの詠唱が終わった瞬間──魔力が渦を巻いた。

「成功です！　ナギさま、魔剣が来ます」

　魔力の渦の中心から、漆黒の鞘さやを持つ剣が少しずつ姿を現す。

　まるで生きているみたいだった。

　鞘にはいくつもの血管が走り、どくん、どくん、と脈打ってる。

　柄つかの部分には宝石があって、魔力を受けて輝いてる。

　こういうのは直接触らない方がいいよな。

　僕は剣の真下に、口を開けた袋を配置した。

　よし、座標はぴったり。

　あとは剣が落ちてきたら袋の口を閉じればいい──

　だけど、念のため。

「セシル、『堕力の矢』を！」

「はいです！」

　セシルが放つ黒い矢が、袋の中に落ちた魔剣を叩たたく。

　これが魔法の道具を弱体化させるのはガーゴイルで実証ずみだ。

　魔剣は動かない。よし、袋の口を閉じて封印を──

「ナギさまっ！」

「──え？」

　剣が、跳ねた。

　不自然な軌道を描いて、柄が僕の手に触れる。

　ちょうど僕の手に包まれるように──

「剣のくせに死んだふりを!?」

　…………あれ？

　でも、なにも起こらない。

　これが魔剣──だよな？

　つまり、僕は魔剣には選ばれなかった？

『ねんがんの魔剣レギナブラスをてにいれた！』

『しかし、装備できなかった』ってことか。

「ナギさま……大丈夫ですか」

　セシルは僕の手の中にある魔剣を心配そうに見てる。

「だいじょぶ、なんともない。さっさとこれは袋にしまって──」

　言いかけたとき、僕の意識が一瞬、途切れた。

　膝ひざがぐらついた。足がすべった。

　魔剣の鞘がセシルの服の襟元に引っかかった。

　僕が転んで、セシルも転んだ。魔剣は僕が握ったまま。

　鞘に包まれたままの魔剣は一気に──

　セシルの服を、おへそのあたりまで引きずり下ろした──。

「ナ、ナギさま──────っ！」

　なにかが唇に触れた。

　ぷにっとした、やわらかいもの。何度か手で触れたことがあるもの。

　僕は転んで、セシルを押し倒して、胸のあたりに顔をうずめてる──!?

「だ、だめです。いえ、だめじゃないです。だめじゃないんですけど、おそとです。ここはおそとなんですっ！　リタさんもアイネさんもレティシアさんもすぐそこにいるんですっ！」

「ち、ちが、ちがっ！」

「か、覚悟を決める時間をください。いちにのさんよん、はいっ！　覚悟決めましたっ！」

「はやっ！　って覚悟なんか決めなくていい！　今、どくから」

　僕はセシルから離れようと──床に手をついて立ち上がろうとした──けど、

　また、意識が一瞬、途切れた。

　ぐるり、と視界が回転する。

　手が滑ったのが、わかった。

　反射的に、僕はセシルのふとももを押さえていて、

　片方の手は、セシルの足首を摑んでいて、

　なぜか引っ張り寄せていて、彼女のお腹なかの下あたりに、

　顔から──倒れ込んで──って、どうして!?

「ひゃんっ!?」

　顔に触れる、布一枚越しに感じるセシルの体温。

　まずい、これ、すごくまずい。

「ナ、ナギさまぁ」

「わざとじゃない。違うんだってば」

「わかります。魔力です──その魔剣からすごい魔力が──」

「な、なにごと──っ??」

　突然、泉の部屋にリタの声が響き渡った。

「リ、リタ。ちょうどよかった」

「悲鳴が聞こえたから来てみたら、なに、これ！　ナギとセシルちゃんに一体なにが??」

「リタ、頼む。僕の腕を摑んでひっぱり起こして。魔剣には触れないように！」

「触れない──って。あれ？」

　かちん。

　魔剣の鞘が、リタに触れる感触。

　ずるり、と、リタの脚が滑る音。

　噓うそだろ？

　獣人の──野生動物の運動能力を持つリタが転ぶ？

「まさか、これが魔剣の力か!?」

　あったかくて柔らかいものが──リタの身体からだが僕の上に降ってくる。

　リタは僕の腕を摑んで引っ張り起こそうとしてた。彼女は僕の腕を摑んだまま半回転。一緒に僕の身体も回転する。たとえば、柔道で襟を握ったままお互いに一回転したらどうなるか。その時、服がゆるんでたらどうなるか──ローブのようなものだったら、どうなるか。

「やだあああああああああっ」

　結果、僕がリタのローブをひっぺがすことになった。

　通常だったら絶対にありえない。リタと僕の運動能力には違いがありすぎる。

　なのに僕は片手にリタのローブ──人肌の──を摑んでて、リタは胸を押さえてうずくまってる。おっきい──って、そういうことじゃなくて。

「ふたりとも離れて！」

「なぁくん？」「なにがありましたの!?」

「アイネもレティシアも、僕に近づくな！」

　僕の指が動かない。魔剣が手から、離れない。

　これが魔剣レギナブラスの力か。

　でも、これは選ばれたものを英雄にする魔剣じゃなかったのか？

　普通、装備すると攻撃力が上がるとか、魔法の力を付加するとかするんじゃないのか、イベントアイテムってそういうものだろ？

　どうして仲間の少女を脱がす力が現れたりするんだ？

『それは、主ぬし様が選ばれたものだから』

　声がした。

　甲高い、少女の声だった。

『我は魔剣レギナブラス』

　不意に──僕の前に、赤い髪の少女が姿を現した。

　肌の色は真っ白で、目は真っ黒。闇の色。白い衣をまとってる。

　小さなからだが宙に浮かんでいる。

『我は汝なんじを主と認める。英雄となるか、破滅するか。運命を選ぶがいい』

「選ばれた？」

『しかり』

「僕は英雄の器なんかじゃない」

『いまの汝が英雄の器であるかは関係ない。それは我が欲する条件にあらず』

　赤い髪の少女、レギナブラスは言った。




『我が欲するのは、理性で情じよう欲よくを押し殺している若人わこうどの魂』




　……今、こいつなんて言った？

　りせいでじょうよくをおしころしているわこうど？

『汝は理想的な器。身近にいる少女たちを充分に意識しながら、それを押し殺して──』

「───────っ！」

　なんだこいつ。なんだこいつ。な・ん・だ・こ・い・つ！

「いらない。お前なんかいらない。さっさと袋に入って封印されろ！」

『断る。我は汝を主と認めた』

　レギナブラスはあっさり、僕の言葉を拒否した。

『我は異界より来たりし魔剣。役目を果たす』

「役目だと？」

『我はこれから汝を英雄にする。さもなくば破滅させる』

　レギナブラスは自分の力について、語りはじめた。




　魔剣レギナブラスには、人の心を操る力がある。

　それは、ほんのわずかだけれど、意識の隙間に潜り込むことができる力で──

　奴はそれを利用して、セシルとリタを脱がした。




　なぜなら、魔剣レギナブラスは、英雄を作り出すための剣だから。




『英雄は色を好む』という。

　それは逆を言えば、英雄ならば女の子をうっかり押し倒しても脱がしても「ちっ、英雄ならしょうがねぇな」って見逃される、ということ。英雄でなければ、性犯罪者として裁かれるだけ。
















　犯罪者になりたくなければ、色を好んでも許される英雄となるしかない。

　ゆえに、魔剣は所有者をそういう運命へ、無理矢理に導く。

　かつての王もそうだった。

　性犯罪者として裁かれるのを避けるために、必死で英雄を目指した。

　その結果生まれたのが「好色王アヌヴィル」であり、１００人の子を残した「紅ぐ蓮れん王フェスタリカ」だったという……。




　……つまりこういうことか。

　魔剣レギナブラスは、所有者のまわりでラッキースケベを発生させる。

　所有者は、そういうことをしても許されるほどの地位にのし上がらなければいけない。

　さもなくば性犯罪者になって破滅するしかない……って。

「最悪の魔剣だ！」

『代わりに、我は、汝が英雄になるための力を貸すことができる』

「いらねぇよ！」

『それは心を操る力だ。我はそれを使う機能を果たさなければいけない。我は汝の願いを聞き、それを叶かなえる。汝は我の「心を操るスキル」を覚かく醒せいさせる』

「お前はなにがしたいんだよ……」

『我は役目を果たすための機能体。それだけでしかない』

　レギナブラスは語り続ける。

　セシルとリタは立ち上がろうとして──倒れた。身体が自由にならないみたいだ。

　あれも、魔剣の力なのか？　一時的に心を縛って動けないようにしてるのか？

　アイネとレティシアは僕たちを遠巻きにしてる。

　なにが起こってるのかわからないのかもしれない。

『すべての人間は心の底に英雄願望を持つという』

　魔剣の少女の手が、僕の頰に触れた。

『それを充足するために、我は異界から召喚された。情欲を理性で押し殺している若者ほど、その願望が強いもの。主様が欲望のままに行動することで、我も喜びを得る』

　奴の声が、僕の頭の中に入ってくる。

　力を与える。『契約』し、魔剣を振るえ。代償として主の魔力で我のスキルを完全に覚醒させる。

　魔剣が持つスキル──それは心を操る力。

　どうせもう、逃れられない。

　それに、魔剣による支配はほんの少しだけ。

　代わりにお前は巨大な利益を得る。

「……巨大な、利益？」

『そう』

　レギナブラスが僕の顔をのぞき込む。

『主様が英雄を目指すなら、我は全力でそれを助ける。人を支配したくはないか？　世界のすべてとはいかぬが、大抵のことは叶えられるぞ。たとえば……』

　魔剣は、僕を誘惑するみたいにささやきかける。

『主様が英雄となれば、他人にどんな理不尽な命令でも下すことができるだろう』

「理不尽な命令……」




　──相そう馬まくんさぁ。明日あしたの朝からバイト出てくれない？　学校？　出席日数は足りてるんだろ？　俺って高校の偉い人にも顔が利くしさ。いいじゃないか一日ぐらい。生活苦しいんだろ？




『あらゆる人の上に立ち、見み下くだすことができるだろう』

「人を見下す……」




　──バイトのくせに、なんで偉そうに休憩なんか取ってるの？　なんで働いてねぇんだよ！　昼食の時間？　ちゃんと許可はもらってる？　そういう話してないだろ？　立場をわきまえろって言ってんだよ！　ほら、さっさと食べて働けよ！　まったく、これだからバイトは……。




『他人の日常だって支配できる』

「日常を支配……」




　──あ、今から仕事に来れるよね？　夜中だからどうだっての？　というか、今きみのアパートの前にいるんだけど。出てくるまでクラクション鳴らし続けるけど、いいの。あっそう。近所迷惑な住人だよなぁ。プップー。




『あらゆる約束を破ったとしても、裁かれることさえないのだ』




　……ごめんね、凪なぎ。必ず迎えにくるからね……

　──ごめんね、ごめん、ね。

　──凪……。




『どうだ、主様。すばらしい条件だと』

「ふっざけんなああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ────っ！！！！！」

　がつん、がつんがつん！

　魔剣の柄に頭を打ち付ける。痛い！　痛い。すっげーいたいっ！

　けど、ちょっとだけ正気に返った。

「そんなものになるくらいなら死んだ方がましだ！　僕は誰も支配しない。だらだら生きていくって決めたんだ!!　魔剣の主にも権力者にもならない!!」

『だが、もはや我と主様は繫つながっている』

　びり、と、腕に魔力が伝わって来る。

『主様は英雄にならねばならぬ。それとも犯罪者として石もて追われる立場となるか!?』

「なぁくんは、そんなふうにはならないの」

　アイネの声が聞こえた。

　メイド服のアイネが、レティシアの手を振り払って、こっちに歩いて来るのが見えた。

「なぁくんは英雄にも性犯罪者にもならないの。アイネを助けてくれたなぁくんを、石もて追われるようになんかさせない」

　しゅる。

　アイネは髪を結んでいたリボンと、エプロンの紐ひもをほどいた。

　それから腰の帯を投げ捨て、襟を広げて、着ていたメイド服を足下に落とす。

　その下に着ていた鎖かたびらも、一緒に。

「なぁくんは、アイネの家族のようなものだから。ご主人様だから」

　アイネの身体を覆うのは、うすっぺらな白い下着だけ。

　それが泉から噴き出す魔力の水滴を浴びて濡ぬれていく。透けていく。

　栗色の髪と、形のいい大きな胸と、お腹を、水滴が流れ落ちていく。

『あらかじめ脱いでおけば支配が及ばぬとでも？』

　かちゃ、と、僕の手の中で、魔剣が勝手に動いた。

　鞘さやがはずれて、黒い刀身があらわになる。

　切っ先がまっすぐ──アイネの方を──向いた。

「それがどうかしたの？　なぁくんに触れられるのも、傷つけられるのも、すべてを見られるのも、お姉ちゃんにとってはごほうびだよ？」

　でも、アイネはなんでもないことのように、首を傾かしげただけ。

　そして、ゆっくりと近づいてくる。

　僕はアイネの全部から──真っ白な肌から、重みが想像できるような膨らみから、つるん、としたお腹から──目が離せなくなる。

「だって、アイネは奴隷でお姉ちゃんだもの。なぁくんがすることはすべて、アイネの望むことだから。アイネがすべてを、許すから。誰もなぁくんを犯罪者にしたりはできないの」

『それはお前だけであろう？　他の者はどうかな？』

「わ、わたしもぜんぜん構いませんっ！」

　セシルが叫んだ。

「ちょっとびっくりしちゃっただけです！　そういうことがあるって思えばどってことないです！　たかが魔剣の分際で、わたしをみくびらないでくださいっ！」

「私は野生種だもん！　服なんかなくたってどってことないもん！　ずっとこの格好で生活したって構わないもん！　どんとこーいっ!!」

「わたくしは違いますわ困りますわっ！」

　リタは真っ赤になってるけど、それでも声を張り上げる。

　レティシアは離れててくれればいいや。

「アイネも、セシルさんやリタさんと同じ気持ちだよ？」

　アイネの瞳ひとみがまっすぐ、僕を見てる。

「もしもそれが許されないなら、みんなで山奥にこもって暮らすの。誰もなぁくんを否定しないところへ行くの。そこでみんなで仲良く暮らすの。なにがあっても、なぁくんがなにをしても、アイネは許すから。受け入れるから」

『そこまでたどりつけるかな？　主様が脱がすことになるのはお前たちだけではないぞ？　通行人、店員、貴族や姫君──近づくものことごとくが、主様の毒どく牙がにかかることになるのだぞ……？』

「平気なの。アイネたちがなぁくんをしっかり守るから。隙間もないくらいに、くっついてるから」

『守り切れるものか。我のスキルは主様に食い込んでいる。主様が我に願いを告げれば完かん璧ぺきに発動するのだ。我はひとつの機能体にしてひとつの生命体。魔剣という機能を果たすものである故に──』

　スキル──機能体──生命体──生き物。

　魔剣レギナブラスはスキルを持ったひとつの生き物。

　──だったら、なんとかなるかもしれない。

　僕は魔剣を握った左腕に力をこめる。あいかわらず手は開かない。でも、ぎぎぎ、って関節をきしませながら、なんとか床に向けることには成功する。魔剣の切っ先が、がりん、と床を打つ。今だ──

「アイネ！　僕の服を脱がして！　それから、ぎゅ、って抱──」

　しゅぱ、さささっ、しゅるっ。

　ぎゅ。

　最後まで言う暇がなかった。

　アイネは素早く僕の鎧よろいを脱がし、服を引っ張り下ろした。

　そして上半身裸になった僕を、ぎゅ、って、細い腕で抱きしめた。

　あったかい。やわらかい。そして、安心するにおい。

「だいじょうぶだよ。お姉ちゃんは、なぁくんの考えてることはわかるから」

　セシルとの『合体魔法』を見たあとだから、アイネは僕がしようとしてることをわかってくれてる。

　だから彼女は、身体を覆う邪魔な布を、脱ぎ捨てた。

「アイネ、お願いだ。僕にアイネの中を見せて」

「いいよ。全部、見せてあげる」

　僕はアイネのスキルを呼び出す。

『虹にじ色いろ防壁ＬＶ６』『料理ＬＶ９』『掃除ＬＶ９』『棒術ＬＶ２』──それと。

　……あった。

　アイネがギルドで僕にくれた、超コモンスキル。

　計算する。シミュレートする。よし……いける。

　ふたり分の魔力で魔剣レギナブラスを圧倒してやる。

「レギナブラス……お前は、自分は役目を果たす機能体だって言ったな。つまり、そういうスキルを持つ生き物ってことでいいのか？」

　僕はゆらゆらと宙に浮かぶ赤毛の少女レギナブラスを見上げた。

　彼女はもう、僕に勝ったつもりなのか、笑ってる。

『然しかり。在り方は違えど、生物であることに違いはない』

「わかった……いいだろう、レギナブラス」

『ならば望みを伝えよ、主様。我は主様のそばでその望みを叶かなえることとなるだろう』

　……ってことは「消えろ」「失せろ」ってのはやっぱり駄目か。

　だったら──

「ああ、僕の望みを伝えてやる」

『うけたまわる。代償として我は自分のスキルを完全に発動させる』

「……僕がお前に望むことはひとつだけだ」

　僕はレギナブラスの手を、ぎゅ、と握りしめた。

　よし、実体がある。

　僕は『契約のメダリオン』を取り出した。




「僕の『奴隷』になれ、魔剣レギナブラス！」

『愚かなり主様！』




　レギナブラスの首に、しゅる、と、革の首輪が巻き付く。

『奴隷』契約成立だ。

『今まで同じことを考えたものは何人もおった！　だが、心を支配するということは契約の「指輪」のことを忘れさせることもできるということである！』

　甲高い声が、部屋中に響きわたった。

『命令されなければなんということもない。また、我は主様を傷つけることもしない。主様は我を「奴隷」とする。我は心を操るスキルを覚かく醒せいさせ、主様を英雄へと導く！』

「悪いな。指輪のことなんか、とっくに忘れてたよ」

　アイネが僕を抱きしめてる。彼女の魔力を感じる──。

「お前は僕のスキルを知らない。だけど僕はお前のスキルを知ることができる」

　僕の左手は魔剣を摑つかんだまま。でも、右手は動く。

　じゃあ、僕たちの勝ちだ。

「勝負だ。レギナブラス。お前が僕の心を支配するのが先か、それとも──僕がお前のスキルを書き換えるのが先か！」

『……なに!?』

「発動『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ２』!!」









第15話「魔剣が意外と凶悪だったのでダウングレードしてみた」








　僕は手の中にある魔剣レギナブラス──宙に浮かぶ少女の本体を握りしめた。

　セシルたちと違って、こいつには遠慮する必要なんかなんにもない！

　一気に概念を入れ替えて、スキルを書き換えてやる！




（１）『人心支配ＬＶ８』（ロックスキル）

『心』を『自在』に『操る』スキル




　がつんっ！

『能力再構築スキル・ストラクチヤー』にレギナブラスのスキルが表示された瞬間、僕は文字に指を叩たたきつけた。

『は、はぅっ！』

　空中に浮かぶ少女レギナブラスの身体からだが、びくん、と、のけぞった。

　僕とアイネ、ふたり分の魔力が奴に流れ込んでいくのがわかる。

　そして僕の頭に入り込んでいた奴の支配がゆるむ。

　よし、いける！

『な、なんじゃこれは。主ぬし様、この感覚は!?』

「……聞いて、アイネ」

　僕はレギナブラスを無視して、アイネの耳元にささやきかける。

「詳しい説明はあとでする。とにかく、僕は奴隷のスキルを書き換えることができるんだ。だから、魔剣の力を封印するために、アイネのスキルを使わせて」

「どうしてわざわざ断るの？」

　心底不思議そうに、アイネは僕を見た。

「なぁくんは自由にアイネを使っていいよ。痛くても、つらくても、お姉ちゃんにとってはごほうびなんだから」

「ありがと、アイネ」

　僕はアイネのスキルを表示させる。




（２）『ドブそうじＬＶ９』

『汚れた水』を『掃除道具』で『押し流す』スキル




「アイネ、大丈夫？」

「…………………………………………ぜん…………ぜん…………へい、きっ」

　平気そうじゃなかった。

　アイネは僕を抱きしめたまま、目をぎゅ、と閉じてる。眉まゆを寄せて、なにかをこらえるみたいに唇を嚙かみしめてる。はぅはぅはぅ、って、熱い吐息が僕の耳をくすぐる。でも、アイネは震える声で、きっぱりと僕に告げる。

「…………いいの、つづけて。アイネは、なぁくん、に、えんりょ、されるほうが……やっ」

「わかった」

　僕は概念化したアイネのスキルを、ゆっくりと揺らしていく。

　レギナブラスの方は……遠慮しなくていいよな。

　こいつは僕を英雄なんかにしようとしたんだし。

「えい」

　僕はレギナブラスの中にある『人心支配ＬＶ８』の『心』を、押して引ひっ搔かいて突っつく。

『──────ひぅっ！　待って、待って、主様、待って！』

　レギナブラスの顔が真っ赤になっていく。

　奴は空中で目を見開き、ふとももをこすり合わせてる。僕がスキルの概念を動かすたびに、細い身体が反応してる。両脚の指が、きゅっ、て縮こまり、奴は刺激がどこから来てるのかを探すように身体をまさぐってる。でも、無駄だ。

　魔剣の本体がここにある限り、奴は『能力再構築』からは逃げられない。

『違う！　主様、こんなの──ちがっ、我は導くもので……こんなふうに扱われるものでは……は、ああ、なに、この感覚──!?』

「いつまでも人を見下ろしてないで降りてこい、魔剣！」

　僕はレギナブラスの概念を揺さぶり続ける。３つの概念を、順番に。

『あ、あぅっ！』

　ぱしゃ。

　浮かんでいられなくなったのか、レギナブラスの小さな身体が落ちて、温泉の流れの中に座り込む。口を半開きにして、目を見開いて、細い身体がのけぞる。レギナブラスはスカートの根元を押さえて、水の中を転がり回ってる。

『なに、これ。こんな感覚は知らない！　主様の魔力が……我の深いところに入ってくる！　じんじんする……ひびく……ひびく…………あ、はぅうううっ！』

　僕はレギナブラスに嫌なことを思い出させられたんだ……。

　ちょっとくらいは仕返しさせてもらう！

　こつん、こつん、こつん。

　僕は『人心支配ＬＶ８』の文字を、人差し指で叩いた。

　そのたびにレギナブラスは胸と、脚の付け根を押さえてのけぞる。

　濡ぬれた衣が、細い身体に張り付いてる。身体のかたちが完全にわかる。まったいらな胸も、そこにある尖とがった部分も、一応存在しているおへそも、つるん、とした両脚も。

『ひぅっ！　や、はぁん！　待って！　お願いだから待って、主様！』

　こつん、こつこつ、こつん！

『だめぇ！　剣を──剣をそんなに乱暴に扱ってはだめ…………響く…………あぅ。だめ、びりびりする。魔力が入って来るとこ──ちが────だめ…………あ、あぅっ！』

　小さなレギナブラスは、びくん、びくん、と身体を痙けい攣れんさせながら、すがるように僕を見た。

「……レギナブラス。お前は、僕を支配するって言ったよな」

『それわぁ、われがぁ、そういう、もの、だから……あ』

「お前自身がそれを望んでるんじゃないのか？」

『……ち、ちがっ。剣は……道具で……機能を果たすことで喜びを感じるもの……人のかたちを取っているのも、より人間を知るための……もの。だけど人の少女のかたちをとった……われに…………こんな機能があるなんて知らな…………んくっ！』

　レギナブラスが這はいずりながら、僕とアイネから逃げようとする。

　だけど、

「無駄だ。お前の本体はここにある！」

　僕は魔剣を握りしめ、レギナブラスの中にある『心』の文字を揺らしてやる。

『きゃうっ！』

　這って逃げようとしたレギナブラスの身体が、がくん、と、崩れ落ちる。

　まるで見えない鎖を引っ張られたみたいに。

『……ひゃ、あ……なんで、逃げられない、のじゃ……』

『人心支配ＬＶ８』の文字が、がたがたに崩れ始める。

『心』はすっかりゆるくなって、今にもこぼれ落ちそうだ。

『……集中できない……主様を止められない………この感覚から……逃げられない。我は心の底で……服ふく従じゆうを望んでおるのか……？』

　レギナブラスは、なにかを探すみたいに、空中に向かって手を伸ばす。

『あまたの王と寵ちよう姫きを導き……ずっと彼らを見ているだけだった我は、本当はこの感覚を求めていたと………………？』

　仰向けになったレギナブラスの身体。

　床に、赤い髪が花のように広がる。

　湿ってぴったりと張り付いた服は、身体を隠す役目を果たしてない。ほとんど起伏のないレギナブラスの身体は、ぴくぴくと震えてる。魔力が、あいつの中をかけめぐってる。

『うそじゃ。我は異界の魔剣……こんなものを求めていたなど……うそ……あ、や、あぁ！』

「我が奴隷、魔剣レギナブラスに問う」

『……なん、じゃ……ぬし……さま』

「そろそろ僕の心を支配するのをやめてくれないかな」

『……え……あ……え……なに……それ』

「いい加減にこれを終わらせたいんだけどさ、お前が僕を支配してるせいで、止められないみたいなんだ。だから」

　僕はレギナブラスのスキルの文字を、３つ同時にゆさぶった。

『あぅっ、あぁ!!』

　ぎゅ、と、レギナブラスが身体を丸める。

　うつろな目で、声をこらえるみたいに指をがり、と、嚙みしめてる。片手で脚の間を押さえてる。でも、僕とアイネの魔力は容赦なくあいつの深いところを叩いてる。逃げられるわけがない。僕が指を這わせるたびに、あいつは口を半開きにして、がくがくと身体を痙攣させてる。黒い目がうつろになっていく。

「お前は、僕に人を支配しろって言ったよな」

『…………ちが……こんなの…………ちがぅ』

「どこが違う？　お前が僕にさせようとしたのはこういうことじゃないのか？」

『……ご、ごめんなさいなのじゃ…………しはいは……もう……してない……ぬしさまに……スキルはもう……つかいま……せん』

　レギナブラスは、ぱくぱくと口を開きながら、許しを請うみたいに僕を見てる。

『…………もう、できない………………できないのじゃ。あたまのなか、まっしろで………………なにも…………できない…………ゆるして……ぬしさま』

「本当か？」

　ゆるゆるになった『心』を、僕は何度も揺らしていく。

　そのたびに僕とアイネの魔力を受けたレギナブラスは、身体を小さく震わせる。

『んっ、くっ。ほんとう、ほんとうじゃ、信じてください。ぬしさま、ぬし、さま……主様…………ぬしさまぁ……』

「……なぁくん。そういうの……よくない……の」

　こつん。

　はじめて見るむっとした顔で、アイネが僕の額に額を押しつけた。

「ほっとかれると、お姉ちゃんは不機嫌になるの。始めたのなら……ちゃんと最後まで……して」

　不意に、アイネが僕を押し倒した。

　ばしゃん。

　僕たちは、魔力の泉が作り出す浅い流れの中に倒れ込む。

　左手は、レギナブラスを握ったまま。

　見えるのは天井と、アイネの顔だけ。

　赤くなって、熱にうかされたような目をして、口を半分開いて、

　僕を押し倒して抱きついてる。

「こうすれば、アイネの他はなんにも見えない。だから、続けて、なぁくん」

　ぎゅ、ぎゅぎゅ、ぎゅーっ。

　何度も何度も何度も、僕がはい、って言うまで、胸を押しつけてくるアイネ。

「……つらかったら言ってよ、アイネ」

「やめないって……約束してくれるなら…………ね？　なぁくん」

　とろん、とした顔のアイネにうなずき返し、僕は『能力再構築』のウィンドウに手を伸ばす。

「…………なぁくん…………つづ……けて？」

「わかった」

　僕は『ドブそうじＬＶ９』の『汚れた水』を軽く押してみる。

「…………んっ！」

　スキルの文字はまだ外れない。アイネにするのははじめてだからか、スキルが高レベルだからか、少し固い。

　つまんで、軽く引っ張ってみる。

「──あ、あああっ!!」

　僕の背中に回したアイネの指が、ぴくん、と硬直する。

　ぽた、と、黒い目の端から、涙が落ちてくる。

　強くしすぎたのかと思った。けど、

「なぁくん…………えんりょ……するのは………………だめぇ」

　アイネは駄々こねるみたいに首を振ってる。

「…………言った、もの……おねぇちゃんには……つらい、のも……はずかしいのだって……ごほうび。えんりょ……されるの……や。やさしすぎるの…………やぁ！」

「……うん」

　僕はアイネのスキルを２本の指でつまんで、引っ張った。

「──────ぁ！」

「だ、だいじょ──」

「らいじょぶ──らいじょぶって──ゆってる、の！　つづけ──てぇ！」

　信じるしかないか。

　僕はアイネのスキルの概念を、指の腹で叩いていく。

『ドブそうじＬＶ９』の文字が、少しずつゆるみはじめる。

「ひゃん！　ふわ、あ、ああああああぅ。あう、ああ、んっ！」

　ゆるみはじめた概念の隙間に指を突っ込んで、押し出す。

　アイネは身体全部で僕にしがみついてる。隙間なんかどこにもないくらいに。僕たちはぬるいお湯の中。アイネの身体のどこが熱くなってて、どこが湿ってるのかわかる。熱はスキルの概念にまで伝わってて、熱くなってるところに触れるたびに、アイネの身体がびくん、と痙攣する。

「────アイネの中になぁくんがいる。ふしぎ…………せつないのに……あったかい…………」

　僕を押し倒して抱きしめたまま、アイネの身体は小刻みに震えてる。

　僕がいるのを確かめるみたいに、背中に、細い指を這わせてる。

「──なぁくん──なぁくん──ここに、いるよね──アイネをのこして、いなくなったりしない──よね？」

「いるよ。大丈夫」

「──しあわせ、なの。なぁくんを──かんじるから──ちゃんと──さいごまで──ああっ」

　スキルの概念が、はずれた。

　アイネの呼吸が荒くなってる。身体の動きがゆっくりになってる。限界が近づいてるんだ。

　終わらせよう。

　僕はアイネのスキルの概念と、レギナブラスのスキルの概念を入れ替える。

「うん──わかる──なぁくんがいる──わたしのなか──うれ──し────もっと──アイネを──せつなくして──っ！」

　アイネの身体がびくん、と跳ねて、力いっぱい僕を抱きしめる。

『…………こわい……あたま……まっしろで……われが、生まれ変わる…………かわっちゃう……んくっ、あ！』

　レギナブラスは声だけだけど、意識が飛びかけてるみたいだ。

　僕は入れ替えた概念を再確認。

　たぶん、これでいいはず！

「実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤー』!!」

「なぁくん、なぁくん……なぁく────────────ん、ああっ!!」

　痛いくらいに僕を抱きしめるアイネ。

　しばらくして、その身体から、くたん、と力が抜けた。

『や──あ──こわれる────われがこわれる────まりょくが────余剰まりょくが────あふれ────あぁ────っ！』

　同時に、摑つかんだままの魔剣レギナブラスから魔力があふれ出す。

　それは光る粒子になって、魔力の温泉と一緒に流れていく。

　人の心を支配するために必要な魔力と、新しいスキルに必要な魔力は、違いすぎる。

　必要なくなった魔力を捨ててる──ってことらしい。

　身体を起こすと、少女レギナブラスの姿は消えていた。

　そして、魔剣はあっさりと僕の手から離れた。

　新しくなったレギナブラスのスキルは──




『溶液生物支配スライムブリンガーＬＶ１』（ＵＳＲウルトラスーパーレア：アイネ／レギナブラス）（ロックスキル）

『汚れた水』を『自在』に『操る』スキル。

　周囲にいるスライムを呼び集めて使役することができる。

　また、剣を触れさせることで、粘液や汚水を自在に集めたり散らしたりすることもできる。




『人心支配』が危険すぎるからダウングレードしてみたんだけど──

　……使えるのかな、このスキル。

　あとは元々あったスキルがひとつ。




『自己再生ＬＶ８』（ロックスキル）

　折れても砕けても、１時間で元の状態に復元する。




　こっちの方が強そうだ。

　それと、アイネの中にあった『ドブそうじＬＶ９』も変化した。




『記憶一掃ＬＶ１』（ＵＳＲ：アイネ／レギナブラス）

『心』を『掃除道具』で『押し流す』スキル。

　ホウキやゾウキンで対象の顔をこすり、気絶させることができる。

　気絶後、十数分こすり続けることにより、対象の記憶を結晶体として抜き出すこともできる。




　これって、『イトゥルナ教団』の杖つえと同じ能力か。

　向こうがマジックアイテムでやってたことを、アイネは自力でできるようになったってことかな。

　それにしても、これでスキルを10個以上『再構築』してるのに、いまだにお金と縁がないよね。

　本当にたどりつけるのかな。夢の、働かなくても生きられるスキル……。

「それじゃ、クエスト終了、っと」

　僕は身体を伸ばした。魔剣の支配は完全に解けて、ラッキースケベの呪いも消えてる。

　セシルとリタの身体も動くようになったみたいだ。

　ふたりとも……なんだか赤い顔してるけど。

　レティシアは、床にぺたん、と座り込んで、両手で顔を覆ってる。

　でも、大きく開いた指の間から、こっちを見てるのは、なんで？

　アイネは……。

「……なぁくん」

　ぴたり。

　突然、背中にやわらかいものが触れた。

「あのね、なぁくんに『おしころしているじょうよく』って、あるの？」

　アイネが耳元でささやく。

　押し殺している情欲？　さっき魔剣レギナブラスが言ってたやつか？

「な、ないよ。あれは魔剣の誤解。手にしたものみんなに言ってるんじゃないかな」

「……もし、あったら、言って欲しいの」

「ないって！　生きるのに必死でそれどころじゃない！」

「アイネ、相談に乗ってあげるの。なぁくんの役に立ちたいの。お姉ちゃんは、なぁくんにされるたいていのことはごほうびになるって覚かく醒せいしたから。今日からは『新・アイネ＝クルネット』だよ？」

「変な方向に覚醒しないでください」

「と、いうわけで」

　ぱっ、

　と、アイネは僕の身体を放した。

　身支度を整えたセシルとリタが、こっちに来る。

「……お姉ちゃんはなぁくんを独り占めなんかしません」

　…………ってことらしい。

　なんだこの完全無欠のお姉ちゃん。

「ありがとうございました、ナギさま」

　僕の前に立ったセシルは深々と、頭を下げた。

「屋敷に住んでた魔法使いさんも喜んでると思います。わたしのご主人様が、魔剣の継承者になったんですから」

　セシル、すっきりした顔してる。

「それに、安心しました。あの魔法使いさんも、人間を滅ぼすための魔剣を召喚したんじゃないって、わかりましたから」

　魔剣レギナブラスはラッキースケベを利用して、英雄を生み出すための剣だった。

　あの館に住んでいた魔法使いが、本当に英雄になれたかどうかはわからないし、どうして魔剣レギナブラスを選んだのかもわからないけど──

　もしかしたらあの館にいた魔法使いは、自分の手で世界を変えたかったのかもしれない。

　人間と関わって、その心を操って、魔族への敵意を少しでも減らすことで。

「じゃあ、これは屋敷の下に封印しよう。セシルの同族の人への、お供え物として」

　がたがたがたがたっ！

　鞘さやに収まったままの魔剣レギナブラスが震え出す。

　うっさい。温泉に漬けて放置されないだけありがたいと思え。

「それは、ナギさまが持っていてください」

　でも、セシルはとても優しい目で魔剣を見つめて、つぶやいた。

「『能力再構築』をされたってことは、その剣にはもう人を操る力はないんですよね？　ナギさまなら、魔剣さんを優しいことに使ってくださると思います」

「でも、こいつ僕を支配しようとしたし、僕をブラックな支配者にしようとしたからなぁ」

「反省してますよね？　レギナブラスさん？」

　がたがた、びくびく。

「あなたはそういう機能体で、自分の役目を果たすしかなかったんですよね？　もう人を支配したりしないし、悪いことはしませんよね？　約束してくれますよね？」

『……約束する。我は、主様に従う』

　くいくい、こくこく。

　うなずくみたいに震えてる魔剣レギナブラス。

「わかったよ。お前を僕の奴隷として使わせてもらう。それでいいな？」

　そう言うと、魔剣レギナブラスは、かちん、と、柄と鞘を鳴らした。

『約束じゃ、主様』

　そういうことなら、いいか。

　レギナブラスも僕の奴隷だってことは間違いないんだし、目の前で奴隷がひどい目に遭わされるのは、セシルたちだって見たくないだろうし……まぁ、本当にぶち折るくらいじゃないと命が危ないって時には、容赦なく使わせてもらうけど。こいつ、自己再生するからね。

「ご主人様……」

　いきなりだった。

　服を直して、荷物をまとめたリタが、涙目で僕の前にやってきて、それから、

「お詫わびをさせてください……さっきは申し訳ありませんでした、ご主人様」

　ゆっくりと、まるでなにかの儀式のように、僕の目の前にひざまずいた。

「あの程度のことで動揺してしまったこと、いざという時にお役に立てなかったこと……このリタ＝メルフェウスの失態だもん……ごめんなさい、ナギぃ」

「別にいいよ、あんなの」

　もともとは魔剣の力を読み間違えた僕のミスでもあるんだし。

　でも、リタは獣耳をぺたん、と寝かせて、尻しつ尾ぽをしおしおと垂らして、涙目で僕を見上げてる。

「……おしおきしてください、ご主人様」

「またそれ!?」

「違うの！　前のとは違うの！　今度またああいうことがあっても動揺しないように、訓練しておきたいの。いざという時にナギの役に立てないのはやなの！　それに……それにね」

　リタは胸の前で、両手の指をくねくねさせながら、

「私も、自分にとってなにが『ごほうび』になるのか、知っておきたいなって思ったの。今なら、そういうのがわかりそうな気がするの。私の『獣人としての本能』が覚醒するみたいなものね。だからね、ナギ……お願い……」

　なにか夢見るみたいな目で僕を見てる獣耳の女の子リタ。

「覚醒しなくていいよ。リタは今のままで」

「今のままでいいんだ……」

　いや、赤面されても。

「セシル。リタがちょっとおかしくなってる。セシルからもなにか言ってやってくれないか」

「え？」

　セシルはまるで天使のような笑顔を浮かべてる。

「リタの言ってることおかしいって思うよね？　セシルならわかってくれるよね？」

「あ、はい。えっと……リタさん、ナギさまを困らせたらだめです」

　セシルは腰に手を当てて、リタの金色の髪を見下ろしながら、

「そういうことは……お部屋に帰ってからにしましょう！」

「セシル？」

「はい、ナギさま！」

　銀色の髪を揺らして、セシルは笑う。

「……もしかして、セシルも、自分にとっての『ごほうび』を知りたい、とか？」

「ナギさまはわたしのこと、なんでもわかっちゃうんですね……」

　ぽっ、と照れた顔で、セシルはほっぺたを押さえた。

　リタはおしおきを待つ子犬状態。

　服を着たアイネは静かに僕の指示を待ってるし……レティシアは、

「……わたくしもパーティの仲間ですわよね？　そして、奴隷でないのはわたくしだけ。仲間外れ……わたくしだけ仲間外れ……」

　なにかぶつぶつつぶやいてたと思ったら、真っ赤な顔で僕を見て、

「ゆ、誘惑しないでくださいな！　奴隷にはなりません。わたくしはあなたの奴隷にはなりませんからねっ！」

「ならなくていいよ！　というか、これ以上扶養家族はいらないって」

「……やっぱりわたくしだけ仲間外れにする気ですわね!?」

「なんでそんなにぼっちが嫌いなんだよ子爵家令嬢!?」

　どうしようこの状態。

　って、思った、その時だった。




「ＧＩ？　ＧＹＡＧＹＡＧＹＡ？」




　魔力の泉に繫つながる部屋の向こうで、ざらついた声がした。

　ゴブリンの声だ。生き残りが騒ぎを聞きつけて様子を見にきたらしい。

「話はあと！　全員、迎撃準備！」

　僕たちは、一瞬で戦闘態勢に移行。

　僕は内心、ゴブリンに向かって親指を立てる。

　魔物の出現をこんなにありがたいって思うことって、二度とないんじゃないかな。

「リタとレティシアは前衛！　アイネはサポートに回って。セシルは魔力が尽きてるから、僕の側そばにいて！」

　僕は魔剣レギナブラスを構えた。

　そして数十分後。

　ゴブリン（生き残りの１匹しかいなかった）を瞬殺した僕たちは、地上に戻った。

　これで本当にクエスト終了だ。




　そういえばいつの間にか『能力再構築』がＬＶ３になってました。

　なんだかんだで一番たくさん使ってるな、このスキル。









第16話「来て欲しくない追っ手が来たから、外部に協力を依頼した」








　魔剣探索記念のパレードは３日にわたって行われる。

　１日目の昨日は『貴族ギルド』のリギルタ伯爵が国王の像に「魔剣を必ず手に入れてみせます」って誓って、みんなの喝かつ采さいを浴びてたらしい。

　２日目は旅芸人が町を練り歩き、屋台がたくさん出てのお祭り騒ぎ──らしいけど、そこまで付き合う気はない。僕たちは、２日目の夜明け前に町を出ることにした。

　そういえば、噂うわさによると首輪をつけたタナカとアルギス副司教が、みんなの露払いとしてダンジョンに潜っていったって話だ。

　なんでも、タナカは新しい装備をもらう代わりに、魔剣を見つけるって『契約』したとか。

　どこまで多重契約すれば気が済むんだろう……強く生きてくれ、タナカ。

　アルギス副司教はどうでもいいや。




　僕たちは隠れ家を提供してくれた道具屋に別れを告げて、町を出た。

　メテカルから港町イルガファまでのルートはいくつかあったけど、僕たちが選んだのは湖沼地帯を抜けるルート。

　少し遠回りになる代わりに、途中の温泉街に寄れるってのがポイントだ。

　このところ働きすぎたから、ゆっくり行くのもいいよね。




　明け方にメテカルを出て、数時間後。

　僕たちは街道沿いにある沼のそばで休憩中。

　まわりには水たまりがたくさんあって、背の高い樹きがたくさん生えてる。

　お湯を沸かしてお茶を煎いれて、朝のパンの残りと干し肉を食べていたとき──




　僕たちの前に、数人の騎馬が現れた。




「お休みのところ失礼する。こちらはリギルタ伯爵である」

　数は11人。鎧よろいを着た戦士が８人、ローブを着た魔法使いが２人。

　その先頭には、長い髭ひげを生やした男性がいた。

　ねじくれた角が生えた兜かぶとをかぶっている。着ているのは、タナカ＝コーガのものと良く似た鎧だ。ひとりだけ大きな白馬の上で、飛竜の紋章がついた鞍くらにまたがっている。

　こいつが『貴族ギルド』の長、リギルタ伯爵か。

「『庶民ギルド』のみんな、元気？　魔剣がある下層にはたどりつけそう？」

　アイネがぽつり、とつぶやくと、冒険者たちはそろって、アイネから視線を逸そらした。

　僕は袋に入れたままの魔剣を摑つかんだ。

　セシルは僕の後ろ。レティシアは僕の隣に立ち、背後にアイネをかばってる。

「アイネ＝クルネットを引き渡していただこう」

　伯爵が僕たちの前に進み出て、言った。

　なに考えてんだこいつ。

「『魔剣探索』は国王陛下も注目されている。すべてが片付くまで、我々の監視下にいてもらう。他の町で余計なことを言われると困るのだ」

「僕たちは、あんたのことになんか興味ない」

「お前たちがどう考えているかなど、私に関係があるのか？」

「ないな。僕たちに、あんたの考えが関係ないように」

　僕のセリフに、伯爵は肩をすくめた。

「こちらは礼を尽くしているというのに……誠意が通じないとは残念だ」

　伯爵が手を挙げると、それを合図に、冒険者たちが馬を下りた。

　ここは湖の近く。まわりは湿った土や水たまり。馬だと動きにくい。

　敵の前衛は、全身に鎧をまとった剣士たち。後方に魔法使いふたり。

　伯爵は冒険者たちの中央に隠れた。

　僕たちは泥を蹴けりながら、あとずさる。

「あんたたちじゃ僕たちの相手にならないって言ったら、どうする？」

「くだらない脅しなど聞く必要はない。無用な口は封じ──」

「セシル、やっちゃえ！」

「『百万の息い吹ぶきで我が敵を滅せよ』──『炎の矢フレイムアロー』！」

　伯爵が来るかもしれないって、思ってた。

　警戒はしてた。偵察も出してた。

　奴らが近づいてるのがわかったから、呪文も唱えておいた。

　話が通じないなら古代語魔法『炎の矢』で、一気に無力化させてもらう！




　ずどどどどどどどどどどどどどっ！




　セシルの背後の魔法陣が、一斉に炎の矢を打ち出す。

　だけど──

「君たちの能力は、タナカ＝コーガとアルギス副司教から聞いている」

「『無む垢くなる防壁よ火炎を虚に返せ』──『対炎障壁アンチフレイムシエル』」

　突然生まれた半透明の楯たてが、炎の矢を受け止めた。

　伯爵の後ろで魔法使いが笑ってる。

「君たちが炎の矢を連射しつづけることも、怪しい光を生み出すことも知っている。防御魔法くらい準備はしておくとも」

「……そうかよ」

　僕はセシルの『炎の矢』を止めさせる。これ以上は魔力の無駄だ。

　それに、こっちの下準備はもうできたから。

「こちらは11人。そちらは４人。相手になるわけがなかろう？」

　伯爵は、背中に背負った大剣を揺らして笑う。

　やっぱり、気づいてないのか。

　僕たちがどうしてわざわざこんな沼地で休憩してたのか。

「貴族のくせに計算もできないのか。こっちのパーティは、５人と24体だ」

「５人と……24体？」

「まわりをよく見ろ伯爵。ここはスライムの生息地だ！」

　僕は袋に入ったままの魔剣を掲げた。

「スライムたちに協力要請！　『溶液生物支配スライムブリンガーＬＶ１』を!!」

『はいっ！　主ぬし様っ！』

　ぬる、ぬるぬるぬるぬるぬるぬるっ！

　周囲の水たまりが、動き出す。

　注意して見ていれば、水たまりが妙にぷるぷるぶよぶよしてて、少しずつ移動してることに気づいたはずだ。

　古代語版『炎の矢』は、奴らの意識を地面から逸らすためのブラフ。効かないのは想定済みだ。

　僕が協力を取り付けたグリーンスライムたちは、その間に奴らを取り囲んでる。




『グリーンスライム。

　森や沼地に生息する低レベルのスライム。

　性格はおとなしく、攻撃されなければ人間を襲うことはない。

　小動物を身体からだの中に飲み込み、補食する性質がある。

　大きさは水たまりくらい。

　粘着力が強く、一度なにかにくっつくと簡単には離れない』




　魔剣レギナブラスの「溶液生物支配スライムブリンガー」で使役できるスライムの数は、レベルに比例する。ＬＶ１だと１体だけしか操れないらしい。

　でも、意思の疎通もできたから、そいつを窓口に他のスライムと交渉したら、１体につき干し肉４本で協力してくれるってことで話がまとまった。

　もっとも、干し肉を前払いして、すること説明してるうちにスライムたちは分裂を始めたから、もう僕たちにはどの個体に協力を取り付けたのか区別がつかなくなったんだけど。

　とにかく助けてくれたんだし、これからはグリーンスライムとだけは敵対するのはやめよう。

「ス、ス、スライムごときがああああああっ！」

　伯爵が悲鳴を上げる。

　自分たちがスライムの海のど真ん中にいたことに、やっと気づいたらしい。

「くだらない！　スライムなんか焼いてやる！　『精霊よ我が敵を──』」

　言いかけた魔法使いの腕を、漆黒の矢が射抜いた。

　生まれようとしていた炎の矢が、ゆらいで、風に吹かれたように消える。

「──な、なんだこれは！」

「『堕だ力りよくの矢』です……その魔力はいただきました！」

　細い指先を伯爵たちに向けて、セシルは宣言した。

　魔法は呪文と魔力をかけあわせることで発生する。

　詠唱中に、一時的でも魔力を途切れさせれば、魔力をなくした呪文はただの言葉になってしまう。

　どんなにすごいシステムでも、機械でも、稼働中に電源を引っこ抜けばエラーを起こす。そういうのに似てる。

「魔法が駄目なら剣で──発動！　剣技──」

「遅い！」

　すぱぁん！

　沼地に生えた樹から飛び降りたリタが、剣を構えた戦士の後頭部を蹴り飛ばした。

　リタはずっと気配を消して、樹の上で見張りをしてくれてたんだ。

「あんたたちが近づいてるのはしっかり気づいてたわよ。大声で話しながらぱっかぱっか足音させて来るとか、なめすぎでしょ!?」

　リタはそのまま、戦士の後ろに隠れていた魔法使いのみぞおちに一撃──二撃。

　金髪の獣の拳こぶしが、小柄な魔法使いたちを吹き飛ばす。

「真の貴族はこんなことしないのですわ！　腐った貴族に使われる者たちよ、恥を知りなさい！　レティシア＝ミルフェが慈悲をもって罰を与えてあげますわ！」

　レティシアがロングソードを振りかざし、動けない敵の武器を叩たたき落としていく。

　グリーンスライムの群れは、戦士たちと伯爵の足に絡みついてる。

　敵は歩けない。走れない。体勢を変えることさえできない。

「殺せ！　皆殺しにすればいいのだ！」

「もっと具体的な指示をしてくださいよ！　一体どうすれば──」

　伯爵に戦士たちはわめきかえす。その声が不意に、止まった。

　やつらの前に、ホウキを手にしたアイネが現れたからだ。

「はいはい、おとなしくしててねー」

　ぱっぱっ、さわさわ。

　スライムの海に立ったアイネが、戦士の顔をホウキで撫なでた。

「だいじょうぶ、殺さないよ？　殺したら、アイネがあなたたちを助けた意味がなくなるから。ギルドをなくした意味も、なくなるから。だから、眠って？」

　アイネは慣れた手つきでホウキを振る。

　１往復──戦士の顔が、とろん、となる。

　３往復──戦士の口から、よだれが垂れる。

　９往復──がくん、と膝ひざをついて、戦士は意識を失った。

「以上。なぁくんからもらった『記憶一掃』の初お披露目でした」

　ホウキを手に、くるり、と一回転するメイドさん。

『記憶一掃』は掃除道具で顔をこすることで、敵の意識を奪う。

　どんなに腕の立つ冒険者でも、初見で対処なんかできるわけないよな。

「なんだ。なんなのだこれはああああああああああっ！」

　よし、混乱してる。

　多人数で圧倒できると思ってた相手が、スライムと同盟組んでたり、魔法打ち消したり、さらにはホウキで仲間をスタンさせたりしてたら、パニックにもなるよな。同情なんかしないけど。

「いいから私を守れ！　死角を作るな！　全員で防御を固めるのだ！」

　敵は伯爵を中心にした密集隊形に変わる。

　それが、僕が待っていた機会だった。

「……なぁくん」

「わかってる。アイネの元仲間は殺さない」

　殺しちゃったら、アイネがなんのために庶民ギルドを差し出したのかわからなくなる。

　だからぶちのめして、僕たちに手を出すリスクを叩き込むだけだ。

「できるか？　……えっと」

　伯爵たちの前で「レギナブラス」って呼ぶわけにはいかないか。

　じゃあ、愛称で──

「できる？　レギィ」

『……それは、新しい名前？　主様が我に新しい名前をつけてくれた……？』

　ほわほわした感情が、剣から伝わって来る。

『主様の望み通りにしよう。袋のまま、我を鞘さやから出さずに斬っておくれ』

「スライムたちを巻き込まないように」

『横よこ薙なぎにせよ、主様。余波だけならスライムの弾力で耐えられる』

「わかった」

　僕は魔剣レギナブラス改め、魔剣レギィを握りしめた。

「な、なにをする気だ？　待て！　わかった。アイネ＝クルネットを幽閉はしない。私のメイドとして雇ってやる！　お前たちも、タナカ＝コーガと同等の契約で雇って──」

「うっさい。もういいから消えろ！」

　僕が今まで言ったこと、まるで聞いてないよね、伯爵。

「レギィ、スライムたちを避難させて。リタとレティシアも離れて、早く！」

　僕はレギナブラスに指示。それを聞いたスライムたちが離れていく。

　僕は魔剣を真横から、一気に振り抜く。

　この沼地でスライムを集めている間、ずっと振り続けていた魔剣の威力を解放する！




「解放！　『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』!!」




　巨大化した黒い鞘が、袋をぶちやぶって顕けん現げんした。

　剣風が、周囲の泥水を巻き上げる。

　敵が異常事態に気づいて動き出す。でも、間に合わない。




　そして──魔剣レギィの一撃は、密集状態の敵を全員まとめて吹き飛ばした。









第17話「英雄になりたい伯爵へのクエスト紹介」








　巨大化した魔剣の鞘さやが、戦士たちを吹き飛ばしていく。

　ひとり、ふたり、さんにん、よにん──はちにん。

『遅延闘技デイレイアーツ』は、発動してから解放するまでの間に振った武器の威力をためておけるスキルだ。

　僕はこの沼地でずっとスライムを集めながら魔剣を振りまくってたから、かなりの威力になってる。さすがに耐えられる奴は──

「ぬぐおおおおおおおおおっ！」

　あ……伯爵耐えてる。

　そっか、奴が着てるのがタナカと同じ魔法の鎧よろいだからか。

　でも、吹き飛ばないだけだ。伯爵も衝撃に耐えきれずに転がっていく。

　そして、べちゃ、って泥にはまって止まった。










『遅延闘技』の一撃が沼地を通り過ぎたあと──

　戦士たちは全員、地面に転がってた。

　武器は折れて、楯たては吹っ飛んで、鎧はボコボコ。完全に戦闘不能だ。

「はーい、兜かぶとをぬぎぬぎしなさい」

「『記憶一掃ＬＶ１』なの。大人しくしててねー」

　リタが戦士たちの兜をぬがせ、現れた顔をアイネがホウキで撫なでていく。

　レジストしてる奴もいるけど、繰り返しホウキに撫でられて、結局は気絶していく。

　セシルとレティシアは、戦士たちの状態を確認してる。

　怪け我がは手足が折れたくらい。その程度なら伯爵と仲良しの『イトゥルナ教団』がなんとかしてくれるだろう。もちろん、スライムたちにも被害はなし。

　……はぁ。

　なんとかなった。

　身動き取れなくしたら最初に魔法使いを潰つぶして、戦士系の強そうな奴の動きを止めて、まわりを囲んで密集状態に追い込んでから範囲攻撃で一掃。

　自作したゲームで敵のルーチンに組み込んだら、すごいクレームが来た戦法だ。

　うまくいったのは運が良かったのと、魔剣レギィのおかげだな。きっと。

「スライムたちにも、あとでお礼をしないとなぁ」

『それにはおよばぬよ、主様』

　魔剣レギィは揺れながらつぶやく。

『みなが我に伝えてきておる。「われらスライムとまともに交渉してくる変な人間は死なせたくない。最後まで付き合おう」とな！』

「ほめられてる気がしない」

　でも、スライムたちは嬉うれしそうに僕たちのまわりで跳ね回ってる。

『それより……主様。ごめんなさい』

「どしたの、レギィ」

『身体からだが、いたいのじゃ』

　ぺきん。

　魔剣が鞘ごと、折れた。

「……ごめん。無茶させた」

　やっぱり魔剣でも耐えられなかったか『遅延闘技』。

「攻撃50回分くらいためてたからなぁ……」

『遅延闘技』は一発技だから、外すわけにはいかなかった。

　だから敵をスキルの範囲内に追い込んで、一撃で仕留めるしかなかったんだ。でも、レギナブラスには無茶させすぎたか。

『ごめんなさい、再生するまで待って。捨てないで』

「捨てないよ。負担かけてごめんな」

『……主様。やさしい』

　ほわほわした声でつぶやき、レギナブラスの声が途絶えた。

「ナギさまー。こっちは終わりましたー」

　セシルの声に振り返る。

　敵の戦士も魔法使いも、全員が意識をなくして倒れてた。

　立っているのは魔法の鎧に守られた、リギルタ伯爵ひとりだけだ。

「これでまともに話ができるな、伯爵」

「ありえない。私は最も高レベルな冒険者を連れてきたのだぞ！　貴様等らは低レベル冒険者ではなかったのか!?　こんなことはありえない！　おかしい！」

　あー、いるよな。こういう奴。

　予想外の現実を前にして、おかしいとかありえないとか叫ぶことしかできないタイプ。

「そういうのは思考停止って言うんだよ、伯爵」

　魔剣を別の袋に隠して、僕は予備のショートソードを伯爵に突きつけた。

「僕たちの要求はひとつだ。こっちに手を出すな。そうすれば僕たちはなにもしない」

「ふ、ふふふふふふ、ばかめ」

　伯爵は兜かぶとの面甲を下ろして、完全防御の態勢。

　全身を覆う鎧は、青白い光を放っている。

「私がなんの備えもしていないと思ったか！　この『聖別されし鎧』は魔法の威力を９割まで減衰させ、物理ダメージも減少させる上に自動回復能力をだからスライムはやめろおおおおっ！」

　すぱーん、すぱーん、すぱーん。

　ぬるぬる、ぬとぬと。

　アイネが『魔物一掃』で飛ばしたスライムが、伯爵の全身に着弾。

　鎧の関節部分にまとわりつき、奴の動きを完全に封じ込める。

　いいやつだな、グリーンスライム。

　種族全体と不戦協定ってできないかな。無理かなー。

「言っただろう。伯爵。僕たちはあんたには興味がないんだ」

「……う、うぅ」

「僕はあんたを殺さない。ひとつ『契約』したいだけだ」

「『契約』だと」

「正確には、契約したがってるのはアイネだけどさ」

　名前を呼ばれて、メイド姿のアイネが前に出る。

　彼女は首から『メダリオン』を取り出し、伯爵に示す。

「伯爵さま。もうアイネたちを追わないで。アイネは『庶民ギルド』をなくしたことをなんとも思ってない。別の町で、あなたのしたことを言いふらしたりしない」

「なんとも思ってない……？」

「アイネは新しい居場所を見つけたから」

　アイネは僕を、それからセシル、リタ、レティシアを順番に見て、笑った。

「だからアイネと『契約』して。

『アイネはあなたにされたことを、他の町で訴え出たりしない。この場はあなたを殺さずに解放してあげる。もしもみんなが反対したとしても、絶対に。

　代わりに伯爵はアイネと、アイネの仲間にもう関わらない』」

「ほ、本当にそれでいいのか？」

「いいの。そして、

『伯爵はダンジョンの奥で魔剣を手に入れるために全力を尽くして。アイネたちのことをすべて忘れてしまうまで』

　──心残りをなくすために。アイネの望むことは、それだけなの」

　アイネは、ふぅ、とため息をついた。

　僕の教えた通り、一字一句間違えずに言えたことを安心するみたいに。

「どうする伯爵。嫌なら命のやりとりになるけど？」

「わ、わかった。『契約』する！」

「じゃあ、アイネ」

「『契約コントラクト』」

　かちん、と、アイネと伯爵は『メダリオン』を打ち合わせる。

　契約完了だ。

　僕は伯爵をスライムから解放する。

「と、ところで、お前の持っているその黒い剣だが、それは魔法の剣か？」

　伯爵が身を乗り出して聞いてくる。

　あ……やっぱりこいつ「魔剣レギナブラス」がどんな姿をしてるのか知らないのか。

　前にこの剣が出現したのって80年前だからなぁ。せいぜい絵が残ってるくらいだろうし、正確な姿かたちなんかわかるわけないか。

「どうだろう。それを私に２００万アルシャで売らないか!?」

「……悪いけど無理だよ。あんたはこの剣のことを忘れる」

「──え？」

　ぺちゃ。

　つぶやいた伯爵の頭に、リタがスライムを乗せた。

　反射的に、伯爵が兜を脱いだ。

　あらわになった伯爵の顔を、アイネのホウキが撫でた。

「あなたを殺さないのは、アイネたちのわがままなの。なぁくんにごほうびしてもらうとき、あなたの血を流したことを思い出すのは、やだから。それだけなの」

　ホウキが１往復。

　伯爵の目が裏返る。

「わたしも同意見です。ナギさまがいいっておっしゃれば、灰にしますけど」

　ホウキが３往復。

　伯爵の身体から力が抜ける。

「あんたに触れるのなんかまっぴらだもん。あんたの血を受けた手なんかで、ナギに触れたりなんかできないもん」

　ホウキが９往復。

「わたくしはあなたを殺してしまいたいんですわよ？　この変なパーティに感謝なさい、伯爵」

　意識を飛ばされた伯爵が、鎧を着たまま倒れた。

　アイネのホウキは、伯爵の顔を掃きつづける。

「じゃあな、伯爵。あんたもたまには、報われないブラック労働をやってみろよ」

　聞こえてないだろうけど。

　さよなら、権力者。

　僕たちはのんきに旅を続けるから、もう、ほっといてくれ。










　それから１時間と数十分後──

　リギルタ伯爵は頭を振って起きあがった。

　しばらく、自分がどこにいるのかわからなかった。

　どうしてこんな沼地で倒れているのだろう？

　アイネ＝クルネットと、彼女の仲間のパーティを追いかけて……それから？

　……いや、奴らのことなどどうでもいい。魔剣だ。

　自分は魔剣を手に入れなければいけないのだ。

「全員、装備を整えよ！　今すぐダンジョンに向かうぞ！」

　この『聖別されし鎧』は無敵だ。

　魔剣を手に入れるために、大金を払って手に入れたのだ。

　ダンジョンの最下層への道が開けた時に、自分がそこで魔剣を摑つかみとるために。魔剣を手にダンジョンから現れた自分を皆が見たとき、きっと語りぐさになるだろう。伝説になるかもしれない。彫像が作られるに違いない。『魔剣を献上するリギルタ伯爵』──最高だ。

　自分は英雄になるのだ。『鋼のガーゴイル』もこの鎧も、国王から払い下げられたタナカ＝コーガも、すべてはそのためのもの。

「は、伯爵さま。パレードはどうしましょう？」

　起き上がった魔法使いが耳元でささやいた。

　なにを言っている。パレードなどやっている暇があるものか。

「魔剣だ。魔剣を手に入れるのだ。魔剣魔剣魔剣魔剣っ！　すぐに『貴族ギルド』『庶民ギルド』総員で魔剣探索を行う！　タナカとアルギス副司教に連絡を取れ！」

　伯爵はメテカルに向かって走り始めた。









第18話「嫁がチートだと思ったら、自分も意外とチートになっていた」








「お疲れさま。またねー」

　ぬるぬる、ぴたぴた。

　伯爵たちから遠く離れた、湿地帯のはずれ。

　追加報酬の干し肉をもらったスライムたちは、跳ねながら沼地へと戻っていった。

　彼らを見送りながら、不意に僕は、気がついた。

「……なんで僕はこんなに働いてるんだ？」

　今更だけど。でも、やっぱりおかしい。

　だらだら暮らすのが夢だったはずなのに。

　クエストこなして強敵と戦って……追いかけられて戦って……。

　なにかが間違ってるような気がする。

　よし、冒険者はしばらく休業だ。

　お金には余裕ができたし、温泉街でちょっとだけ休憩しよう。




　そして僕たちは街道を歩き出す。

　話すのは、これから向かう町のこと、港町イルガファのこと、そして、お互いのスキルのこと。

　歩きながら僕たちは、お互いのスキルを確認することにした。

　いざというとき連携が取りやすいように。

　僕もセシルとリタの増えたスキルと、アイネのスキルを詳しく知っておかないと。










　まずは僕のスキルから。

　ソウマ＝ナギ

　種族：人間

　職業：スキル・ストラクチャー

　レベル：２




　固有スキル『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ３』

　自分と、配下の奴隷のスキルの『概念』を入れ替えることで、新たなスキルを作り出すことができる。奴隷の体内にあるスキルと自分のスキルを使って再構築すると、より高等なスキルができやすくなる特性がある。

　ＬＶ２で、３人同時の再構築ができるようになった。

　また、再構築時に魔力の交換ができることを利用して、奴隷に魔力を供給することができる。

　ＬＶ３で増えた能力についてはあいかわらず不明。




　通常スキル『贈与剣術ＬＶ１』『建築物強打ＬＶ１』『高速分析ＬＶ１』『異世界会話ＬＶ５』『超越感覚ＬＶ１』




　今回増えた僕のスキルはひとつだけだ。

『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』（ＵＳＲウルトラスーパーレア：セシル／リタ）

　スキルを『発動』してから『解放』するまでの間、いくら武器を振っても攻撃力はゼロになる。

『解放』した瞬間、『発動』時から現在までに振った分の武器の攻撃力が、次の攻撃にプラスされる。

　なお、ためた攻撃力の分だけ攻撃範囲も上昇する。




　保管スキル（持ってるけど、インストールしてないスキル）

『建築物強打ＬＶ１』『ドブそうじＬＶ１』

　これはそのうち誰かにインストールしようかと思ってる。










　次はセシルのスキル。

　セシルは火炎魔法のレベルが上がってた。




　セシル＝ファロット

　種族：魔族（表向きはダークエルフ）

　職業：妹系天然無防備魔法使い。将来がちょっと心配。

　レベル：２




　固有スキル『魔法適性ＬＶ３』




　通常スキル『古代語詠唱ＬＶ１』『魔法耐性ＬＶ１』『魔力探知ＬＶ１』『鑑定ＬＶ２』『動物共感ＬＶ３』




『古代語通訳ＬＶ３』

　古代語の文章を今の言葉に翻訳することができる。

　これは魔族の魔法使いの館で拾ったスキルだ。セシルの同族にも、今回はお世話になった。




　特殊魔法『堕だ力りよくの矢ＬＶ１』（ＵＳＲ：セシル／リタ）

　黒い矢を発射する。攻撃力はゼロだが、対象の敵の体内にある魔力を奪うことができる。

　奪った魔力は黒い矢とともに対消滅する（奪った分をセシルがもらえるわけではない）。

　ガーディアン、ゴーレム、魔法使いにとっては天敵。




　習得魔法

『火炎魔法ＬＶ１』：『灯りライト』『炎の矢フレイムアロー』『火球フアイアボール』

『火炎魔法ＬＶ２』：『炎の壁フレイムウオール』










　次はリタのスキル。リタは格闘系のレベルが上がった。




　リタ＝メルフェウス

　種族：獣人（表向きは人間だけど最近は耳も尻しつ尾ぽも出しっぱなしだよね）

　職業：野生種わんこ系神聖格闘家

　レベル：３




　固有スキル『格闘適性ＬＶ５』




　ロックスキル『神聖力掌握ＬＶ１』




　通常スキル『神聖格闘ＬＶ５』『神聖加護ＬＶ４』『歌唱ＬＶ４』『気配察知ＬＶ４』『無刀格闘ＬＶ１』




　リタも、今回増えたスキルはひとつだけだ。

『無む類るい歌唱ＬＶ１』（ＵＳＲ：リタ／セシル）

　パーティメンバーの反応速度を上昇させる。

　身体からだの動きだけではなく、思考や判断速度までが通常よりも加速する。

　ただし、効果はリタが歌っている間と、その後数分のみ。その後は再び歌いはじめなければいけない。










　次はアイネのスキル。

　アイネのスキルは全部、詳しく知っておかないと。

　家事系の能力が多いから、お金に困ったら屋台を始めるって手もあるかも。




　アイネ＝クルネット

　種族：人間

　職業：ご奉仕系ワーカホリックお姉ちゃんメイド。

　レベル：４




　通常スキル

『虹にじ色いろ防壁ＬＶ６』

　物理攻撃および地・水・火・風の属性魔法のダメージを、ＬＶ＋20％減衰する。

　また、物理的な障壁としても使用可能。




『料理ＬＶ９』

　おいしい料理が作れる。

　屋台なら町で評判の人気店。料理店なら一人前のコックとして認められるレベル。




『掃除ＬＶ９』

　部屋を綺き麗れいに片付けることができる。

　イヤミなお姑しゆうとめさんも文句のつけようがないレベル。




『棒術ＬＶ２』

　ロッドやワンドやホウキを使う際の攻撃力が、ＬＶ×10％＋10％増加する。




『魔物一掃ＬＶ１』（Ｒ）

　掃除用具で低レベルモンスターを吹き飛ばす。

　成功率は30％から50％程度。

　ただし、飛ばされる魔物の同意がある場合はその限りではない。




『記憶一掃ＬＶ１』（ＵＳＲ：アイネ／レギィ）

　ホウキやゾウキンで対象の顔をこすり、気絶させることができる。

　気絶後、十数分こすり続けることにより、対象の記憶を結晶体として抜き出すこともできる。

　抜き取れる記憶の長さはレベルによって変化する。現在は、時間にして数十分程度。










　念のため、レギナブラス改めレギィのスキルも。




　魔剣レギィ

　種族：異界の魔剣

　レベル不明




『溶液生物支配スライムブリンガーＬＶ１』（ＵＳＲ：アイネ／レギィ）

　半径数十メートルの範囲にいるスライムを呼び寄せて使役する。

　強制的に命令をすることもできるが、なんとなく意思を通じ合わせることもできる。

　使役できるスライムの数は、ＬＶ×１体。

　仕事のあとに報酬をあげると喜ばれる。




『自己再生ＬＶ８』

　刃が折れても砕けても、１時間で元の状態に復元する。

　痛いことは痛いらしく、折れると悲鳴が聞こえるのでいたたまれない。




　……そういえば、確かめておかなきゃいけないことがあったっけ。

「あのさ、レギィ」

『な、なにかな？　主様』

「今のレギィって、探知魔法に引っかかったりしないの？」

『かからない、はず。我はもう、変わってしまったから』

　レギィの話をまとめると、こういうことらしい。

　過去に魔剣を手にした王たちは、再び魔剣が世に出たときにわかるように、魔力の波動を分析し、記録に残した。それが魔法使いたちに伝わって、探知魔法に使われている。

　でも、今のレギィは元のスキルを失ってしまっているし、僕と奴隷契約までしちゃってる。

　魔力の波動も変化してしまっているため、探知魔法には引っかからない、っていうことだった。

『だから埋めないで捨てないで連れていって主様！』

　ぽん、って音がして、僕の目の前に赤毛の少女レギィが現れた。

　レギィは空中に浮かびながら、僕の手を摑つかんで抱きしめる。捨てられそうになってる子犬みたいに、涙目で必死に首を振ってる。

『もう心を操ったりしないから。逆に我の心が主様でいっぱいになっちゃってるから、だからお願い。連れてって、捨てないで』

「捨てないってば。お前も僕の仲間なんだからさ」

『……ありがとう、主様』

　そしてまた、レギィは姿を消した。

　意外と素直だな。

　使えるし、斬れるし、今は言うこと聞いてくれているし。

　レギィのおかげでスライムと共闘できたんだし。それに『遅延闘技』を使うには、こいつの再生能力は便利で、おかげで僕の戦闘力も──ってあれ？

　おかしいな。

　チートキャラは奴隷のみんなだけだと思ってたけど、いつの間にか僕もそこそこチートになってないか？

　まぁ……いいか。

　目指すは働かなくても生きられるスキル。戦闘力はついでだ。

　無理をしない。できるだけ問題には近づかない。

　それが僕たちのモットーなんだからさ。




　街道に人の気配はない。

　メテカルの町と伯爵一行から遠く離れて、やっと落ち着いてきた。

　それは他のみんなも同じだったみたいで、さっきまで小声で話してたのが、いつの間にか普通の声で話すようになってる。警戒は完全に解いたわけじゃないけど。

　それじゃ、旅の安全のためにも、まずは情報収集から。

「とりあえずみんな、港町イルガファまでの情報を教えて。なにか注意した方がいいこととか、危険な場所がどこかとか」

「はい、ナギさま」

「いいわよ、ナギ」

「はい。なぁくん」

「わたくしも多少はわかりますわ。いえ、わたくしは奴隷ではないですけれども！」

　４人が同時に声を上げた。

　みんなはしばらく顔を見合わせてたかと思うと、セシルが指をぴん、と立てて。

「ここで問題です。ナギさまのお背中には、ほくろがいくつあるでしょう？

　一番正解に近い方には、ナギさまにイルガファまでの情報をお伝えする権利が与えられます！」

「……あのさ、セシル」

「こ、これもナギさまに正しくお仕えするための、奴隷の義務なんです」

　なぜか真剣な顔で、セシルが僕を見つめてる。

「ちゃんとご奉仕するためにも、世界で一番大切なナギさまのことは、隅すみ々ずみまで知ってなきゃいけないと思うんです！」

「背中のほくろの数なんか僕自身知らねぇよ」

「はい、じゃあ責任をもってわたしが数えます！」

　ひだまりみたいな笑顔で手を挙げるセシル。

　なんだかちょうどいい位置だったから、僕はその頭に手を乗せてみた。

　絹糸みたいな、きれいな銀色の髪。

　褐色の長い耳に触れると、セシルはくすぐったそうに目を閉じた。

「しょうがない、僕のせか──じゃなかった、僕がいた国の平和的勝敗決定法をみんなに教える」

「わーい。やりましたーっ！」

　僕が言うと、セシルは小さな身体をめいっぱい反らしてジャンプ。

「ナギさまがふるさとのお話をしてくださるのってひさしぶりですよね？」

　あれ？　そうだっけ。

　確かに、みんなに元の世界のことを話したことってなかったかも。

　あんまり思い出したくないことばっかりだったからなぁ。

　でも、いつの間にか、あんまり気にならなくなってる。

　…………どうしてだろう。




　僕は歩きながら、元の世界のどこにでもあった平和的勝敗決定法をみんなに教えた。

　こっちの世界にはそういうのはないらしい。

　じゃあ、これは異世界初ってことで。

「と、いうわけで、みなさん準備はいいですか？」

「うん。わかったわよセシルちゃん！」

「了解なの」

「仲間はずれは嫌ですわ。いえ、わたくしは奴隷ではないですけれどっ！」

『……我も、いい？』

「うらみっこなしです。ナギさまが教えてくださった平和的勝敗決定法の勝者には、さっき言ったとおり……せーのっ」




「「「「「（ナギさま）（ナギ）（なぁくん）（ナギさん）（主様）と、次の町までふたりっきりでお話する権利が与えられます（ってどうしてそんな話になってますの）！」」」」」




　ちょっと待った、趣旨が変わってる。




「「「「「──じゃーんけーんっ」」」」」




　メテカルから、遠く離れた空の下、

　しがらみとか、英雄とか使命とか、めんどくさいものを全部置いてきた旅の道。

　奴隷少女３人＋友だち１人＋魔剣は──

　異世界初の平和的勝敗決定法じやんけんのかけ声とともに、空に向かって腕を突き上げたのだった。


















番外編「リタと、迷子の腕輪と、『忠誠の毛づくろい』」








　夕方、ちょうど日が暮れたころ、宿のまわりを歩き回ってるリタを見つけた。




　ここは、街道から少しはずれたところにある村。

　僕たちはリギルタ伯爵を撃退したあと、大急ぎで先に進んだ。伯爵とは『契約』したから大丈夫だと思うけど、なるべく距離を取っておきたかった。

　だから、しばらく進んでから街道を逸それて小さな村に入り、宿を借りることにした。

　小さな村だから、宿もそれなり。設備もそこそこ。

　煉れん瓦が造りの１階建てで、10人も泊まれば満室になりそうな宿だった。客は僕たちしかいなかった。『魔剣探索クエスト』を見に、客も村人もメテカルの町へと出かけていったらしい。この世界にとっては臨時のお祭りってのは一大イベントなんだろうな。

　他に客がいないから、こっちはのんびりできるわけだけど……リタは外で、なにしてるんだろう。

　あたりはもう、薄暗くなってるのに。

　リタは地面を見つめてたかと思ったら金色の頭をかきむしって、鼻をすんすん、と鳴らして地面にはいつくばってる。金色の髪をお団子にしてるのは、さっき髪を洗ってたから。着てるのは薄い寝間着。月明かりの下、しょんぼりと歩き回るリタは、まるで迷子みたいに見えた。

　ほっとくわけにもいかないか。

　僕は外に出た。

　さっき雨が降ったからか、地面はまだ濡ぬれていて、踏み出すと、べちゃん、と音がする。

　リタはやっと僕を見た。うん。重症だ。

　この距離までリタが気づかないなんてこと、普通だったらありえない。

「……リタ、本当に大丈夫か？」

「……ナギ……」

　桜色の目がうるんでた。泣くのをこらえてるみたいに。

「……ちょっと、落とし物をしちゃって」

「落とし物？」

「ここに来たときはあったもん。宿の中は全部探したもん。あとは、外なんだけど……ないの。どうしよう……」

「わかったから落ち着いて。みんなにも聞いてみるから。なにを落としたんだ？」

「腕輪」

　リタは真っ白な左腕を、僕に差し出した。

「昔から持ってる、糸で編んだ腕輪なの。戦うときに落ちちゃうから、普段はつけてないの。着けたのは、宿について落ち着いてから。それをどこかで落としたみたい。宿のまわりにはあるはずだけど……見つからないの」

「この暗さだからな……」

　物陰に落ちてたらリタの視力でもわからない。

　さっき、雨が降ったから、においも流れちゃってる。

　リタの落とし物は、ここに来たときまではあったらしい。ってことは、落としたのはさっき洗濯物を取り込んだときだ。沼地で泥まみれになったズボンや靴を洗って干そうとしたところで雨が降ってきて、急いで取り込んだんだっけ。

「……ま、まぁ、見つからなくても別にいいんだけどねっ」

　リタは軽く頭を振って、それから胸を反らした。

「ただの腕輪だもん。魔法のアイテムってわけじゃないもん。古くて汚れてたから、いいんだもん。無くしたってことはつまり、そろそろ過去は忘れてナギたちと未来に生きなさいってことねっ！」

　だから、リタの空元気は見え見えなんだって。

　それに……僕もリタも、セシルもアイネも、昔から持ってるものなんかほとんどない。

　あるとしたらそれはすごく大事なもののはず。

　──ったく、素直に『探すの手伝って』って言えばいいのに。

「その腕輪って、ずっと持ってたものなんだよな？」

「そうだけど、でも、いいもん」

「いいから答えて。ずっと持ってたってことは、リタの一部みたいなものだよな？」

「だからいいって言ってるの。昔のことなんか、いいんだもんっ」

「はいはい」

　ぽんぽん、って、リタの頭を撫なでて、僕はスキルを起動する。

「『高速分析ＬＶ１』起動」

　リタの前にウィンドウが表示される。映っている文字は『リタ＝メルフェウス』──名前。それとステータスだ。

『高速分析』は周囲にいる人の情報を表示する。リタは僕と『契約』で繫つながってるから、詳細なデータまでわかる。

　だから、リタの落とし物が『リタの一部』って言えるくらいのものなら『高速分析』が反応するかもしれない。

　目を凝らす。月明かりの下。土の上と。まわりに生えてる樹き。草の間。真新しい切り株。

　その根本に『高速分析』のウィンドウが表示された。消えかけてるけど、位置はわかる。さすが、セシルと作ったチートスキルだ。

　僕は切り株の根本から、小さな腕輪を拾い上げた。

　同時に、ウィンドウが消えた。

　手放してから時間が経たつと『リタの一部』って認識されなくなるのか……危なかった。

　そこにあったのはリタが言ってた通り、糸で編まれた腕輪だった。僕の世界のミサンガとかに似てる。茶色に白いしましまが入ってる。かなり古いものみたいだ。

「……ナギぃ……」

　リタは真っ赤になった目を両手で拭ぬぐってから、それを受け取った。

「ありがとうございます……ごしゅじん……さま」

「こういう時はちゃんと、手伝ってって言っていいからさ」

「ほ、本当に見つからなくてもよかったんだもん。これは、昔の家族のものだから……いいの、本当は手放すべきなの。誤解しないで、ナギ。こだわってなんかないんだからね」

　別にこだわっててもいいけど。

　というか、全力で抱きしめてるよね。リタ。

「……ミースタとの思い出なの。これ」

「リタの妹の？」

　リタは人と獣人両方の姿になれる特殊能力のせいで、家族から捨てられた。

　妹とは、もう10年以上会ってないって言ってたっけ。

「うん。この腕輪、しましま模様になってるでしょ？　これはミースタの尻しつ尾ぽの模様と同じなの。迷子になったときに、ちゃんと再会できるように、って……獣人のおまじないみたいなものね。おたがいの身体からだの一部をかたどったものを持ち歩いてるの」

　リタは寂しそうに笑った。

「おまじないか。この世界にもそういうのあるんだな」

「うん。もう一度ミースタに会えたら、全力で自慢するんだもんっ！」

　……リタ、なんで腕輪を握りしめてるの？　大事な宝物じゃなかったの？

「『捨てられた私がさみしがってると思った？　残念でしたーっ！　リタ＝メルフェウスは最高のご主人様を見つけて、とっても可愛かわいい子と頼りになるお姉ちゃんキャラを仲間にして、すっごく幸せだもんねー！　ミースタたちのことなんかもういいもんね。そっちはそっちで幸せになってね！』って、高笑いしてやるんだもん！」

　リタらしいな。

　僕だって、今さら家族になんか会いたくないし、元の世界に戻る気さえないからなぁ。

　なんとなくだけど、リタの気持ちもわかるんだ。

「それにしても、すごいね、ナギ。こんなにすぐに見つけちゃうなんて。ナギは私のこと……なんでもわかっちゃうんだ」

「知らないことだってあるよ。リタの風習とかは知らなかったし」

　そっか。

　いい機会だから、獣人のことについて色々聞いておいた方がいいかもしれない。

　人間と獣人の常識の違いとか。獣人にとっての禁忌タブーとか。

「リタ、獣人の風習で、他に大事なことってあるのか？　僕が知っといた方がいいこととか」

「毛づくろいのこと？」

　いきなり獣っぽくなったね。

「それって重要なのか？」

「獣人にとってはすごく大事なことよ。獣人にとって髪をとかしてもらうのは『あなたに服従します』って意味があるんだもん」

　リタは照れくさそうに獣耳を搔かいた。

「『気配察知』スキルを持つ獣人にとっては、髪に触れられるほど近くに──しかも背後を許すのは、本当に親しい相手か、服従する相手だけなの。お互いに髪をとかし合うのが『親愛の証あかし』。自分が一方的に髪をとかしてもらうのは『服従の証』なのよ」

「普通、ご奉仕してもらう方が上位者じゃないの？」

「獣人には牙きばや爪を持つ者もいるんだもん。そういう相手を首筋に近づけるなんて、偉い人はできないでしょ？　逆に、させる方にとっては『あなたを信頼しています』って証明になるのよ」

「なるほど……急所をさらして信頼を示す、ってことか」

「そういうこと。ちゃんと獣人の『毛づくろい忠誠レベル』ってのもあるんだから。

　髪をとかすことを許すのが、忠誠レベル初級。普通の奴隷レベルね。

　髪をとかしてリラックスしたら、忠誠レベル中級。これはどれくらいリラックスするかで、その獣人の忠誠レベルがわかるわ。好きな人の前じゃなきゃ、無防備になんかなれないもん。

　最後に、尻尾を櫛くしでとかすのを許したら、忠誠レベル最上級。まさに絶対の忠誠ね」

　…………ナギもやってみたい？」

「興味はあるかな」

「奴隷の髪をとかすのなんて、嫌じゃない？」

「んなわけないだろ」

「うん、わかった」

　ふぁさっ、くるっ、すとん。

　リタはお団子にしてた髪をほどいて、僕に背中を向けて、切り株に腰を下ろした。

「じゃあ、お願いします。ご主人様。はいこれ」

「早っ！　しかも櫛まで!?　準備よすぎだろ！」

「さーて、私のご主人様は、どれだけ私をリラックスさせられるかしら？」

　リタは軽く頭を振って、金色の髪を揺らした。

　リラックスするのは確定なんだ……？

「それは挑戦と考えていいのか？　リタ」

「どうかしらね。どうする、ナギ。やめる？」

　リタは横目でこっちを見てる。

　異世界から来たご主人様としては、ここで引くわけにはいかない。なんか負けたような気がするし。髪をとかしてリラックスさせるのが上位者の証なら、それでご主人様としての権威を示すのも悪くないよね。

「わかった。やるよ、リタ」

「さすがご主人様。そうこなくちゃ」

　リタは膝ひざを揃えて、前を向いた。

　僕が金の絹糸みたいな髪を手ですくうと、リタは「んっ」って、息を吐く。リタの髪を傷めないよう櫛で梳すいて、優しく整えればいいんだよな？　やってみよう。

　僕は櫛を手に取り、リタの髪に当てて、すぅーっと引いた──




　かくん。




　リタの頭が前に倒れた。




　ぴょこん。




　僕の目の前に金色の尻尾が現れた。




「すぅ……すぅ」

　寝息。リタは軽く背中を丸めて……熟睡してる。

　そしてリタの尻尾は、櫛を入れてもらうのを待ってるみたいに僕の前で、ぴたり、と静止してる。

「いくらなんでも早すぎだろ!?」

「はぅっ!?」

　あ、起きた。

　リタはぱちくりとまばたきして、首を振って僕を見た。

「や、やるじゃないナギ」

「いや、まだ触っただけだけど」

「ふ、ふふんっ。わずか一瞬とはいえ、この私の意識を飛ばしちゃうなんて、やるわね。だけど、二度は通じないわよ？　このリタ＝メルフェウス、そう簡単には──」

　尻尾に櫛を、すぅーっと。

　かっくん。

　今度は頭を横に倒して、寝息。

　……軽く梳いただけなんだけど。

　リタ、気持ちよさそうに寝てるなー。
















　薄い寝間着に包まれた胸が、ふくらんだり、縮んだりしてる。洗い髪のにおいがする。

　後ろからだと…………寝間着の隙間から真っ白な鎖骨とか、その向こうとか……いろいろ見えてるんだけど。こんなに無防備でいいのか格闘系獣人。

「はっ!?　あぶなかったぁ。もうちょっとで負けちゃうとこ──」

　リタが目を開けたから、今度は髪をすーっと。

「…………（かくん）……すぅ……」

　以下、繰り返し。

　眠って、起きて、眠って、首振って起きて、眠って、

　負けず嫌いだからか、太ふと股ももつねって起きて、眠って、

　いじっぱりだからか、ほっぺた叩たたいて起きて、眠って、

　そんなこと繰り返してたもんだから、リタは、

「…………ふわ……ナギ……じょうず……すぎぃ」

　中間の、ほどよく寝ぼけた状態で安定したみたい。

　リタは、とろん、とした目で、金色の髪を僕にあずけてる。尻尾は僕の手元にくっついて、次のブラッシングを待ってる状態。身体は前後にゆらゆら揺れて、手は身体の横でだらん、としてる。出てくる声は「ふにゃ」「わぅ」「ふみゅ」。

　…………いくらなんでもリラックスしすぎだ。

「腕輪は……ほんとに、ありがと……ナギ……」

「別にいいよ。僕だってリタには助けてもらってる」

「でもね……なくても、もうだいじょぶ。ナギがいるから……セシルちゃんもアイネも、レティシアさまだって、いるもん……」

「……そっか」

「ねぇ……ナギ、まぞくのやかたのちかしつでセシルちゃんがゆったこと、おぼえてる？」

「魔族の館の地下室……」

「セシルちゃんの、夢」

　潜在意識が欲しいのは「ナギさまの子ども」で、表の意識が欲しがってるのは「家族」だっけ。

「わたしも、セシルちゃんとおんなじ。私の夢はナギと、セシルちゃん──アイネとだって、ほんとの家族みたいになることだもん。

　いつも一緒で、くっついてて、離ればなれになんか絶対にならないの。たとえ魔王が来たって負けないもん。だからね、いつかナギたちと、そんなふうになりたい……」

　リタの夢も、セシルと同じなんだ……。

　まぁ、家族みたいになれるかどうか、よくわからないけど。

　僕がリタたちを置いていなくなることはたぶん、ない。僕はまだまだこの世界の初心者だし、『主従契約』してるからには、できるだけ奴隷の希望もかなえたいから。

　ずっと一緒にいるってのなら、なんとかなると思うんだ。

「そうだな。早いところ『働かなくても生きられるスキル』を作って、みんなでのんきにごろごろ生きられるようにするよ。ご主人様だからね」

「……ねぇ、ナギぃ」

「うん」

「尻尾と獣耳がある子どもは……いや……？」

「…………あの、リタ？」

「…………すぅ」

　言いたいことだけ言って、リタは本格的に眠ってしまった。

「どんだけ僕のこと信じ切ってるんだよ。リタは」

　よいしょ。

　僕は前に回って、リタの身体を背中にかついだ。

『気配察知』で敵をいち早く探知し、『神聖力掌握』で鉄の鎧よろいさえも貫くリタは、僕がおぶっても気づかない。完全な熟睡状態。やわらかくて、あったかい。あと、いろいろ当たってるけど……リタ、眠ってるからいいか……うん。

「ナギさまナギさま、どこですかー。ああっ、リタさんもいません！」

　宿の方からセシルの声がした。

　僕たちがいないから、心配して見に来たらしい。

「あ、ナギさまいました。リタさんも、ちゃんと中で寝ないと風邪ひきますよー」

「わぅ……」

　セシルの声が聞こえたのか、背中でリタが目を覚ました。

　ほんっとにセシル好きだな。リタは。

「あれ？　あれれ？　私……」

「というわけで、リタは僕に絶対服従確定ってことになったから」

「え、えええええええええっ!?」

「リラックスどころか熟睡してたよな？」

「で、でもでも、尻尾は──」

「ブラッシングしすぎてふわふわになってるけど？」

「ほんとだぁっ!?　わぅぅぅぅ……」

　自分が完全敗北したことに気づいたのか、リタは僕の肩に顎あごを載せてため息をついた。

「あのね、ナギ。私はナギに絶対服従でいいんだけど、ひとつ、お願い」

「お願い？」

「ナギにも……私の尻尾の腕輪をもらって欲しいの。離ればなれになっても、大丈夫なように────と、思ったけど……やっぱいいや」

　リタはにやり、と笑って、僕の背中で首を横に振った。

「おまじないなんかいらないもん。私、ずーっと、ナギの隣にいるもん」

　リタが僕の胸に腕を回して、ぎゅーっと──って、

　いくらなんでもくっつきすぎじゃないかな、リタ。

「……リタ、力入れすぎ」

「知らないもーん。絶対服従だから、離れられないんだもーん」

「わかった。じゃあおしおきとして、次はみんなの前で『毛づくろい』するから」

「それはやめてご主人様！　そんなの恥ずかしすぎっ！」

「じゃあ二度としない」

「それはやだっ！」

「わかった。とりあえず話し合うから降りて」

「絶対服従だもん。命令が聞こえないと困るもん。だから、ご主人様の一番近いところにいないとだめなんだもん」

　振り落とそうとするけど……考えてみたら、リタのバランス感覚と運動能力に僕が勝てるわけがなくて、なんかふたりでくるくる回ってるみたいになって、それを見てたセシルが笑ってる。

「私から離れられるなんて思わないこと」

　リタは僕の耳にめいっぱい顔を近づけて、つぶやいた。

「覚悟してよね、ご主人様！　獣人の忠誠心を甘く見たら駄目なんだからねっ！」

　そして、リタはふっふーん、って鼻を鳴らして、ほっぺたをこすりつけてきたのだった。








あとがき






　このたびは『異世界でスキルを解体したらチートな嫁が増殖しました』の２巻を手にとっていただき、ありがとうございます。

　ごぶさたしてます。千月さかきです。

　読者のみなさまのおかげで、こうして２巻を刊行することができました。




　２巻は、パーティを結成したナギたちがクエストに挑んでいくお話です。

　もちろん安全優先。生活優先。嫁優先。

　なるべく目立たず、力を見せず。

　文明世界からやってきたご主人様なので、奴隷たちの福利厚生は大切に。

　休息大事。お風呂も大切。就業時間は厳守で時間外労働は厳禁。

　でも仕事のためには、彼女たちのスキルを書き換えたりもします。

　１巻より、もっと深いところで繫がっていくナギと少女たちの物語に、これからもお付き合いいただければうれしいです。




　小説が本になって一番感動するのは、やっぱりイラストがつくことです。

　ナギとセシル、リタ。そして今回は新キャラクター２人＋プラスαアルファが登場します。

　彼女たちがどんなふうに描かれるのか──

　今後登場する予定の、あの人とあの人がイラストになるとしたら、はたして──

　そんなことを考えながらの２巻改稿作業でした。

　もちろん今回も、新規エピソード追加版でお届けしています。




　それでは最後に、もう一度お礼を。

『チート嫁』書籍版を読んでいただいているみなさま、ＷＥＢ版をいつも読んでいただいているみなさま、本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いします。

　東西さま。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。最近、小説を書いてる間は、脳内で挿絵のセシルとリタが動くようになりました。

　担当のＫさま。いつも的確なアドバイスをいただき、ありがとうございます。また突発的に上京することもあると思うので、その時はよろしくお願いします。

　最後に、この本を手にとっていただいた方と読者の皆様に、最大級の感謝を。




　もしもこのお話を気に入っていただけたのなら、またお会いしましょう。





千月　さかき










千月さかき

SAKAKI SENGETSU

北陸のあたりにある、冬は寒くて雪がたっぷり降る地方在住のものかき。主な著作は「絶滅危惧種の左眼竜王レッドデータ・ドラゴンロード」（ＨＪ文庫）。静かな時は、だいたい何か読んでいるか、なにか書いているいきものです。
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